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序　文

　加西市は、加古川中流域に位置する歴史文化遺産に恵まれた農村地帯です。市域の南部

に、第二次大戦中に造られた姫路海軍航空隊の鶉野飛行場滑走路跡があり、周辺には今な

お防空壕などが数多く残り、地域の開発と保存活用が行政課題のひとつとなっています。

　これらの戦争遺産は、十数年来、住民の方々を中心に鶉野平和祈念の碑苑保存会が結成

され、調査活動等が地道に行われてきました。教育委員会では、これらの戦争遺産を今後

活用していくために、保存会の調査成果等を参考にさせていただき、歴史遺産としての再

評価を目的に学術的な基礎調査を実施することとなりました。

　今、鶉野飛行場跡の一画には神戸大学農学部附属食資源教育研究センターが所在し、構

内に数多くの基地施設が残っています。このことから、神戸大学の理解と協力は不可欠で

あり、基礎調査を大学と共同研究として取り組むことになりました。

　この研究成果の公表を目的として、平成 22 年 12 月 5 日に神戸大学の先生方、地元保

存会にもパネリストとして発表いただき、鶉野飛行場跡の歴史遺産活用シンポジウムを開

催することができました。また、会場参加者の方々からも貴重なご意見をいただくなど、

盛会のうちに終ることができました。本書は、その記録集として刊行しました。

　戦後六十有余年が過ぎ、戦争を体験した方々も少なくなるなか、戦争の悲惨さ、平和の

大切さを語り継いでいくことが難しくなってきています。平和教育を推進するためにも、

鶉野飛行場について語り継ぐ一助として本書が活用されることを願っております。

　最後になりましたが、本共同研究についてご理解をいただき、終始ご協力いただきまし

た鶉野平和祈念の碑苑保存会をはじめ関係各位、ご指導・ご助言をいただきました多くの

方々に対し、厚くお礼申し上げます。

    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 23 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加西市教育長　吉田　廣
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シンポジウム次第

　タイトル　　加西・鶉野飛行場跡　　～戦争遺産をまちづくりにどう活かすか～

　日時　　平成 22 年 12 月 5 日 ( 日 )　13:30 ～ 16:30

　会場　　加西市健康福祉会館　大ホール

　主催　　加西市・加西市教育委員会　　　後援　　神戸大学

　プログラム

　　　開会挨拶　

　　１　基調講演　

　　　　「鶉野飛行場の歴史的意義・価値」　　　高岡裕之（関西学院大学文学部教授）

　　２　パネリスト報告１

　　　　「鶉野飛行場に残された施設」　　　　　上谷昭夫（鶉野平和祈念の碑苑保存会）

　　３　パネリスト報告２

　　　　「共同研究の成果－戦争遺跡の活用－」　佐々木和子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸大学地域連携推進室研究員）

　　４　パネリスト報告３

　　　　「鶉野周辺の歴史的風土」　　　　　　　坂江　渉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神戸大学人文学研究科特命准教授）

　　　休憩

　　５　パネルディスカッション　

　　　　[ コーディネーター ]　

　　　　　奥村　弘　　（神戸大学地域連携推進室長・人文学研究科教授）

　　　　[ パネリスト ]　　　　

　　　　　伊藤一幸　　（神戸大学食資源教育研究センター長）

　　　　　上谷昭夫　　（鶉野平和祈念の碑苑保存会）

　　　　　坂江　渉　　（神戸大学人文学研究科特命准教授）

　　　　　佐々木和子　（神戸大学地域連携推進室研究員）

　　　　　高岡裕之　　（関西学院大学文学部教授）　　

　　　　　中川暢三　　（加西市長）

　　　閉会挨拶　

　ロビー特別展示

　　１　飛行服等資料展示　　　２鶉野飛行場に残された施設パネル展示
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司会・立花聡（加西市教育委員会自己実現

サポート課長）

司会：こんにちは。それでは定刻が参りま

したので、鶉野飛行場関係歴史遺産シンポ

ジウム「加西・鶉野飛行場跡　～戦争遺産

をまちづくりにどう活かすか～」を開催い

たします。まず、開会に先立ちまして加西

市長の中川がご挨拶を申し上げます。

開会挨拶
　中川暢三（加西市長）

市長：皆さんこんに

ちは。本日は、歴史

遺産活用シンポジウ

ムに多数ご参加いた

だき誠に有り難うご

ざいます。また基調

講演をいただく関西

学院大学高岡先生はじめコーディネーター

やパネリストをお務めいただく先生方には

心より感謝を申し上げる次第です。

　加西市はこれまでにも神戸大学、兵庫県

立大学、関西学院大学など県内の各大学の

先生方には、各種委員会や審議会等で色々

とご指導ご協力いただいてきております

が、神戸大学様とは大変遅まきながら、平

成 20 年 5 月に漸く包括協定を締結して、

地域や市政が抱える各種課題の解決のため

に、これまで以上にお力添えをいただける

ことになりました。このような連携の一環

として、鶉野飛行場跡に関する歴史遺産の

基礎調査の成果を市民の皆様にも知ってい

ただこうということで本日のシンポジウム

開催となった訳です。 

　さて、鶉野飛行場は旧帝国海軍姫路航空

隊の基地として今から 67 年前の昭和 18

年秋に完成しました。戦局が悪化した昭

和 20 年春には神風特別攻撃隊第一護皇白

鷺隊が編成され、戦地に向けて飛び立って

行った訳です。鶉野周辺ではそれ以外にも

米軍の爆撃や北条線の列車転覆事故など終

戦までに多くの民間人犠牲者も出ました。

3 年前には神戸大学の農場で映画「火垂る

の墓」の撮影も行われました。

　鶉野飛行場とその歴史は年月の移ろいの

中で、滑走路は荒れ果て戦争の歴史さえも

風化しかねない状態でしたが、保存会の三

宅通義会長はじめ皆様のご尽力により、平

成 11 年に鶉野平和祈念の碑苑が造営され

ました。今でも鶉野飛行場に行き、平和祈

念の碑を前に佇むと、この豊かで平和な郷

土を次世代に引き継ぐことが今の世に生か

されている者の責務ではないかと私はいつ

も思います。 

　この 5 年間で加西市内の産業団地に 23

社の新規企業立地があり、工業用地が足り

ない状況です。鶉野飛行場跡地とその周辺

の土地は加西市全体から見ても開発ポテン

シャルの高いエリアですが、土地利用の前

に、これまでの歴史をしっかりと調査し、

保存することも大切だと思っています。

　私は、市長就任直後から市民の要望要請

を受けて旧防衛庁幹部と払い下げに向けて

の接触・交渉を始めました。防衛省・財務

省とも協議を重ねて払い下げについては基

本了解いただいております。この間、市民

意識を盛り上げるために 3 年前には市民

提案を受け付け、35 名から 42 件の利用

提案がありました。2 年前には神戸大学と

共同で飛行場関係歴史遺産基礎調査に着手
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するとともに、飛行場跡のウォーキングを

実施、東洋大学からも二度にわたって研

究・報告を受けましたし、地元 3 町の勉

強会も続けられてきたところです。今年度

末で市史の編纂刊行が終わりますが、鶉野

飛行場の歴史も含めて、それらの歴史遺産

を保存活用していく新たなフェーズを迎え

ていると認識しています。 

　先月から戦争遺産バスツアーが実施さ

れ、毎回大変好評で、いつも満席となって

いることをとても嬉しく思っています。と

同時に、それだけ市民・県民の皆様のご関

心も高いのだと認識を新たにしました。

　今日はシンポジウム終了まで 3 時間の

ロングランになりますが、実り多いものと

なりますよう期待します。シンポジウム開

催にあたり、知らない鶉野飛行場の歴史、

今に残る遺産、物語を知るきっかけになり

ますことを願って、私の挨拶とさせていた

だきます。 

司会：それではお手元のプログラムに従い

進めてまいります。まず、基調講演を高岡

先生からいただきます。

　講演いただきます高岡裕之先生をご紹介

させていただきます。高岡先生は現在関西

学院大学文学部教授で、ご専門は日本近現

代史、主に大正・昭和期の社会、文化史を

研究していらっしゃいます。隣市の小野市

史では第 2 次世界大戦前後の社会動向に

ついて執筆担当され、鶉野飛行場について

もよくご存知でございます。

　本日は鶉野飛行場の歴史的意義・価値に

ついてご講演いただきます。それでは高岡

先生よろしくお願いします。

基調講演
　高岡裕之（関西学院大学文学部教授）

高岡：ご紹介いただ

きました関西学院の

高岡です。基調講演

ということですが、

僕が今日ここで話す

ことになったのは、

加西市の隣の小野市史の編さん委員を以前

しておりましたときに、鶉野について調べ

たことがあるからだろうと思います。小野

市を調べると、鶉野の話がいろいろ出てま

いりました。そういう関係で、お話させて

いただきます。

　今日は鶉野飛行場の歴史的意義・価値と

いうことで、全体的なお話をさせていただ

きたいと思います。具体的な話は、多分次

の上谷さんやその後の佐々木さんがされる

と思います。

　まず最初に強調しておきたいことは、お

手元のプログラムの 2 ページ目になりま

すが、戦争遺跡への関心の高まりについて

です。ちょっとオーバーに言えば、現在戦

争遺跡はブームです。ここにいくつか本を

持ってきました。プログラムのレジュメ

にも書いてあります。『しらべる戦争遺跡

の辞典』、続編も出ています。これも最近

でました『戦争遺跡を歩く』という本で

す。太平洋戦争研究会が作ったものです。

これは群馬の戦争遺跡をフィールドワーク

で、学び・調べ・考えるというものです。

このような本はいろいろな県の本がでてい

ます。大阪のも出ていました。ちょっと大

きな書店に行きますと、戦争遺跡関連の書
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物がほうぼう出ているのがわかります。こ

ういう本が作られているのは、ようするに

作っている人たちがいるわけで、全国的な

一つの運動になっています。とてもホット

な運動で、現在進行中なんです。この 10

年くらいの間に急速に戦争遺跡に関する関

心は高まりつつあります。しかしこれは、

ついこの 10 数年の間の出来事です。

　戦後の日本において、戦争遺跡は全く関

心を集めてきませんでした。無関心という

よりはむしろ見たくない、忌まわしい存在

として扱われてきたのが、日本の戦争遺跡

の特徴だろうと思います。

　当然ですが、戦争が終わった後には日本

中に戦争遺跡があったわけです。空襲のあ

との廃墟もそうです。軍事工場なんかもそ

うですし、軍事施設もそうです。戦後の日

本というのは平和憲法のもとで、軍隊をな

くしました。自衛隊は軍隊ではないという

ことになっています。そういう中で、とも

かく戦争関連のもの、もしくは軍隊関連の

ものっていうのは忌まわしいものとして、

むしろ拒否されてきたっていうのが事実だ

ろうと思います。

　僕は寅年で今年 48 歳ですが、自分の子

供の頃を思い返してみても、まだそんな雰

囲気がいっぱいあったと思います。小学校

などで戦争物の本を読んでいたりすると、

なんとなくその友達から白い目で見られる

というような状況がありました。戦争その

ものが悪だったんですね。

　ところが 20 世紀の終わりの頃に、こう

いう状況がかなり激変したと言ってもいい

と思います。そういう流れをよく示してい

るのが、広島の原爆ドーム、広島市の旧産

業奨励館です。

　原爆ドームは戦争遺跡一般には当てはま

らなくて、あれは人類史上最初の核兵器が

用いられた痕跡の象徴という位置づけで

す。今でこそ原爆ドームは世界的にも有名

な歴史遺産になっているわけですけれど、

広島市では、そこを公園にする時に壊しま

しょうという話になって、かなり具体的に

進捗しました。そういう状況で、やっぱり

守らないかん、残さなあかんという話が出

てせめぎあいの結果、広島市では 1966 年

（昭和 41）に原爆ドームの永久保存決議を

あげ、保存されることになりました。それ

が次のステップに進むのは 1995 年（平成

7）のことです。実は原爆ドームが翌 96

年にユネスコ世界遺産に指定されて、その

絡みで史跡指定がなされたんです。だから

原爆ドームを残しておく事は広島市の方針

で、広島は平和都市ということをうたって

いたんですが、それを今、歴史遺産という

位置づけにしだしたのが 20 世紀の終わり

のことです。なぜやったのかというと、ユ

ネスコの世界遺産、今は世界遺産が本当に

ブームで、原爆ドームの前に姫路城と奈良

の法隆寺が日本で最初の世界遺産に指定さ

れました。それに続くかたちで原爆ドーム

が指定されていきます。そういう流れの中

で、史跡として認定していこうという動き

が出たわけです。

　この話は後に佐々木さんがされると思い

ますが、従来日本では戦争のものに限ら

ず、明治以降のもの、近代のものは文化財

ではないとみなされてきました。ところが

その原爆ドームの世界遺産化とからめて文

化財の基準が変わりました。第 2 次大戦

の頃までのものが文化財に入るんだよ、し

てもいいよというように変わりました。そ
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のころから、次々に各地の戦争遺跡が文化

財・文化遺産であるという認識が広まりま

した。そういうものを守ろうという動きは

以前からあったのですが、制度が変わった

ことで、一気に大きな動きになりました。

　先ほど提示しました本を作っているグ

ループは、戦争遺跡保存全国ネットワーク

という組織です。このネットワークが結

成されたのが 1997 年のことです。このグ

ループが現在、日本の戦争遺跡の保存・連

絡の中心になっています。

　もう少し象徴的なことなんですが、千葉

県の佐倉にある国立歴史民俗博物館が、今

年、現代史の展示コーナーを開設しまし

た。現代史の展示コーナーは、奇妙なこと

に前半部分は軍隊、日清日露戦争から展示

が始まっています。軍隊、戦争は近代の展

示のときに飛ばし、現代に放り込んだんで

す。準備には 10 年以上の調査をやってい

ます。やはり 20 世紀の終わりには調査を

して、その成果が今年から、軍隊と戦争に

関する展示という形で始まったわけです。

　いくつか例をあげましたけど、現在戦争

と軍隊、かつてはそういうものが忌まわし

いものだと遠ざけられていたわけですが、

むしろ現在においては文化財の問題とか博

物館で、むしろそういうものが非常に大き

なテーマとして浮上してきています。ま

た、運動みたいなかたちで広まってきてい

ます。

　そういうことが前提なんですが、ただ原

爆ドームが世界遺産になったからだけでは

なく、そこに至るまでに色んな形で戦争遺

跡を残す、調べていくという運動はありま

した。いくつもの流れがありますが、一つ

の流れは、空襲体験記録化の運動です。

　この運動は、ひとつは東京、早乙女勝元

さんを中心とする東京空襲を記録する会が

1970 年にでき、次の年に大阪で同じよう

な団体ができます。そういう団体の流れと

いうのが、ひとつは個々人の空襲の経験を

記録することですが、同時に空襲にかかわ

るような戦争遺跡を発掘して記録するとい

う運動になって、現在でもその流れから、

たとえば大阪なんかのケースがそうですけ

ど、そのグループが中心になって大阪の戦

争遺跡を発見し、保存するという運動の中

心になっています。

　もう一つは考古学です。考古学は基本的

には縄文・弥生・古墳時代とかのモノを扱

うような学問のようにみえますが、実際に

掘ってみると色んなモノが出てきます。そ

の中で戦争遺跡も当然ぶつかってくるわけ

です。古墳の上に高射砲陣地があったケー

スが大阪でもあります。こういうものがか

なり大きく取り上げられたのが名古屋の

ケースです。弥生遺跡の上に高射砲陣地が

あって、結構残っていた。それの調査がな

されたのが笠寺の陣地跡で 1975 年。現在、

笠寺の公園にいくと、弥生遺跡と高射砲陣

地がセットになった整備がなされていて、

資料館もあります。

　そういった動きがはじまったのが 70 年

代です。いろいろな形でそういう戦争遺

跡に注目する動きがあって、さらに 80 年

代 90 年代になっていくと、もう少し広い

かたちで戦争を問い直す、平和を考えるな

ど、より大きな流れになって、いろいろな

地域の戦争遺跡が発掘され、保存されると

いう形で動いていくことになります。

　沖縄の南風原町の陸軍病院壕が史跡に指

定されたのが 1990 年の事です。これは戦
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争遺跡が史跡に指定された最初のケースで

す。有名な長野県の松代大本営、大本営に

する予定で松代の山に壕を掘っていたわけ

ですが、そこの保存・公開運動がはじまっ

たのが 1985 年です。それを受けて松代市

が公開に踏み切ったのが 1990 年の事で

す。現在では松代大本営というと、修学旅

行や観光のメッカになっており、長野県に

行くと必ず通るところになっていますが、

それもせいぜい 1985 年から 1990 年頃の

話です。あと有名な九州の鹿児島の知覧特

攻基地です。小泉純一郎元首相も行って感

動したというところです。あそこも 1985

年からです。それ以前には、やはり特攻が

らみの話は地元ではタブーで、有名なおば

あさんが一人で苦労されていたという話で

す。そういうものを地域で受け止めて資料

館を作ったのがようやく 1985 年のことで

す。

　ですから 1995 年という話はしました

が、それに先立ち戦争の記録を伝える形で

戦争遺産をそれぞれのところで位置づけ

て、伝えて行く動きが始まり、そういうも

のが全面化したのが 90 年代後半なんだろ

うと思います。いずれにせよ 1980 年代、

1990 年代を経過することで、戦争遺跡へ

の関心が一挙に高まりました。ようするに

戦争を知っている、軍隊を知っている世代

が急速にそのあたりから減り出します。戦

後 50 年というと 1995 年ですが、これは

かなり深刻な問題で、戦後世代は戦争を知

らないだけではなく軍隊を知らない、さっ

ぱりわからないんです。もっと極端な話、

今私たちが教えてる学生は冷戦時代を知ら

ず、20 世紀を知らないんです。ソ連とい

う言葉を知らないし、ベトナム戦争を含め

て本当に物を知らない。そこは極端なんで

すが、20 世紀終わりの段階で、戦争・軍

隊を知っている世代が決定的に少数者に

なって、戦争を知らない世代がもはや中心

になり、戦争とは何なのかがわからなく

なっているんです。そういうことで歴史的

な経験を継承するためにも、もっとその大

きなところで、戦争、軍隊ってどういうも

のだったんだろうっていうのがわからなく

なってきています。その学習のため、戦争

遺跡の保存、活用が非常に大きな課題とし

て、前面にでているのが現在の状況だろう

と思います。ところが、そういうものが、

いざそういう目で見るとほとんど残ってい

ないというのが、もう一方の状況だろうと

いう事です。

　2 番目に移ります。特にアジア太平洋戦

争期の戦争遺跡というものは、ありそうで

ないです。そもそもどこに何があるのかが

よくわからない。やたらに数があるという

ことは間違いありません。第 2 次大戦末

期には、日本列島自体で、本土決戦に備え

てましたから、日本中に色んなものを作っ

たのは間違いないんですが、どこに何が

あったのかなんていう事はさっぱりわかり

ません。ともかく軍事機密です。戦争中の

軍事機密は徹底してます。さらに、現地で

作ってますから細部にいたってはもっとわ

からないです。日本は戦争に負けただけ

じゃなくて、軍隊そのものがなくなりまし

たから、資料がないんです。

　中央の資料は、8 月 15 日の午前中から

焼却が始まりました。連合軍が進駐するま

でに重要資料のほとんどが焼却されまし

た。組織そのものが解体してしまいました

から、残らないんです。その前に、兵庫県
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もそうですが、だいたい都市空襲で県庁と

かの資料も燃えています。組織が残らな

かったことも含めて、戦争中の資料は本当

になくて、どこになにがあったかっていう

ことがさっぱりわからない。そして、長ら

くその戦争遺跡が放置されていた過程で、

物そのものがなくなってしまったものが圧

倒的に多いです。

　鶉野飛行場ですが、飛行場はだだっ広い

土地で、まず何に使うかというと、戦後す

ぐの食料難の中で、畑です。田んぼにはす

ぐできませんが、農地や工業用地になるな

り、家が建てられるなり、そういう形でど

んどん開発され、再利用されて無くなって

行きました。今となっては全貌はほとんど

わからない。

　そういうことで、戦争遺跡への関心を支

えている人々は、基本的には地域の有志の

方です。我々、たとえば大学の研究者が調

べようと思っても、まとまったものがない

んです。中央にもありません。県庁の資料

もありません。だから地元の人にしか実は

この問題は明らかにできない。聞き取りと

か、村の昔から住んでる方にそれぞれあ

たって資料を発掘するという、すごく手間

のかかる作業をやらないことには、戦争遺

跡というのがわからない。そういう人が、

実はこの間、ほうぼうに現れて、戦争遺跡

を明らかにされつつあるということです。

　先ほどのこういう本を作ったネットワー

ク、書き手にどういう方が多いかという

と、だいたい地元の学校の先生、小学校や

中学校の先生。あとは地元の文化財の担当

者、だいたい考古学の人が多いです。大学

の歴史の先生はほとんど入ってないです。

やはり地元の方々が戦争遺跡に注目され

て、そこを再評価される、掘り起こしをさ

れているのが、現在の状況です。

　加西の鶉野の場合、次にお話になる上谷

さんです。

　上谷さんがその作業をなされたっていう

のはとても特殊です。上谷さんは別に学校

の先生でもなく、市役所の方でもなく、普

通の会社に勤められてる方がこういう作業

をされたっていうのは驚異的だと思いま

す。

　僕も小野市史を作るときに、鶉野のこと

がわからなくて、上谷さんのお仕事に本当

にお世話になって色んな事がわかりまし

た。上谷さんのお仕事はとても大きいお仕

事だと思ってます。ここから先の問題は、

上谷さんのお仕事の上に乗っかった話にな

るのですが、そういう中で色んな事があき

らかにされてきた鶉野飛行場です。ここが

今日の本題ですが、極めて重要な戦争遺跡

だと思っています。

　鶉野というと、滑走路が当然思い出され

ます。実は戦争当時の滑走路が残っている

ケースはほとんどありません。コンクリー

トだけ残っているのは結構あります。あと

自衛隊が管轄していたから残っているとい

うのはあるのですが、滑走路は基本的に土

でできてるものですから、舗装した滑走路

が少なかったんです。そういうものはまず

残らなくて、畑や宅地になっている。残っ

てるケースは今使っている、今でも生きて

る飛行場、自衛隊の飛行場とかですね、民

間のものもありますけど。ただ、今残って

いる飛行場はジェット機が発着しないとい

けませんからアスファルトで上から重ねて

拡張してるんです。ですから戦争中の滑走

路はもう完全にわけがわからなくなりま
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す。近代的な現在のジェット機の運用に耐

えるような滑走路になってますから、当時

の滑走路の面影は全くありません。

　鶉野の場合には滑走路だけではなくて、

掩体とか、機関銃座、防空壕までが残って

ます。それぞれ取り出すと、たとえばコン

クリートの掩体は東京の周辺にも結構あり

ます。千葉とか東京でも西の方に行けば、

公園の中に調布飛行場の掩体が公園の片隅

に整備されてあったりするんですけど、そ

れは単品であるケースがほとんどです。

　鶉野の場合には色々な偶然が重なってる

んです。まず滑走路がある。そして掩体、

機関銃座とか防空壕とか、当時の航空基地

の一連の施設が丸々残ってるんです。全て

残ってるわけではないんですけど、こうい

う形で残ってるケースは僕の知る限りでは

多分ここだけではないかと思います。

　北海道にはあるようですが、ただあれは

陸上自衛隊の広大な演習場の中にほったら

かしになってるんで、誰もさわってないの

で残ってるっていうことです。一般的なと

ころで、こういう形で残ってるケースは多

分ないんではないかなと思います。

　ちなみに鶉野は川西航空機の組立工場も

くっついてましたけど、川西のメインの工

場は今の西宮になりますが、当時の鳴尾製

作所です。あそこには工場と滑走路があっ

たんですけど、現在は完全宅地化されて痕

跡が残ってません。だいたいそういうのが

普通です。

　航空機工場と滑走路のセットでいうと、

これ各務原でつくられた戦時記録で、地元

の先生方が作ったものですけど、岐阜県各

務原市に今でも航空自衛隊の岐阜基地があ

り、あそこは川崎重工です。ここも結構ま

わりに当時の掩体とか銃座が残っているん

ですが、なにぶん飛行場そのものはきれい

に整備された現代の飛行場で、周りの所に

遺跡が残っています。

　さっきもいいましたけど鶉野付近は、そ

ういう滑走路の何本かあったうちの 1 本

ではありますが、当時の状況を伝えるよう

な、第 2 次大戦当時の滑走路、及びそれ

に付属する施設群がセットで残っているこ

とは極めて貴重な戦争遺跡であると断言で

きると思います。遺跡保存、活用の話なん

ですが、現代史の研究者としてはこういう

状況をぜひ保存して、歴史教育に活用する

ようにしていただきたいと思います。

　資料をめくっていただいて、3 ページ目、

4 ページ目のところにいってもらいたいと

思います。これは小野市史の史料編に小野

市側で残されていた地元の資料から鶉野関

係の資料を抜粋して入れておきました。

　飛行場ですが、当然作った人がいるわけ

です。誰が作ったかという話なんです。当

然地元の方が作ったっていうことなんです

が、一番最初の資料、これはあくまで小野

市側、当時の河合村の常会で配られた資料

ですが、飛行場の建設計画で、どういう計

画かというのが示された資料です。

　建設計画は、だいたい 3 千人動員する

構想で、本当だったら 10 年かかるところ

を、半年か 1 年で、ようするに突貫工事

でやるということです。誰を使うかという

ことで、うち千人は朝鮮人を使いたい。あ

と千人は自由出役者ということでした。よ

うするに加西郡と、加東郡のうち社町、滝

野町、河合村、来住村、加茂村から自由出

役者で千人集いたい、のこり千人は他の地

域の勤労報国隊でまかないたいと、いうも
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のです。

　見ていくと、地元の町村での自由出役者

は、実際にはこれは部落に対する割り当て

というかたちで出されています。おもしろ

いのは 3 番目の資料です。中部第 49 部隊

とは、当時青野ヶ原にできていました戦車

第 6 聯隊です。戦車第 6 聯隊の下士官将

校が営外居住で当時河合村の中に住んでい

たんです。飛行場への動員について抗議し

ています。自由出役のかたちですが、部落

に割り当てられ、それには陸軍の人間も出

ろ、出ないんだったら金払えという話で

す。ようするに、それは冒とくだというこ

とで抗議してるんです。結局は村の人々に

対する義務的な勤労奉仕というかたちで、

出役がかかっていたことがわかります。

　しかし、その出役がなかなかうまい具合

にいかなかったというのが 4 番目の資料

です。ようするに農繁期になったら人が

減ったという話です。5 番目は、これは河

合村の方ですが、ようするに鶉野に居た海

軍航空隊の人たちが間借りして住んでいた

とこともわかる資料です。6 番目は、終戦

間際まで工事がずっと続いていたのだとい

う事がうかがえる資料です。7 番目は、高

射砲の射撃があるから気をつけろという話

です。上谷さんが調べられたデータによれ

ば、25mm 機銃ということですが、25mm

機銃の有効射程は 5,000m くらいです。だ

いたい半径 10km が危険範囲だと言われて

ます。機関銃の弾っていうのは爆発しませ

んから、外れると降ってくるんです。そう

いうのに注意せよっていうのが、青野ヶ原

の向こう側の河合村にも指示がいってると

いうことです。

　飛行場を作るときにも動員されてます

し、飛行場にかかわったパイロットの人た

ちに宿を提供するとか、鶉野飛行場という

のは実はかなり広い範囲の人々に密接に関

わった施設であったということも注目し、

強調しておきたいところです。

　実はさっきも言いましたが、当時青野ヶ

原、今の小野市の所には戦車第 6 聯隊と

いうのができてます。さらに加古川にはも

ともと陸軍の飛行場があり、高射砲連隊が

ありました。社には当時、県が嬉野錬成場

という学徒の錬成施設を作っています。戦

時下のこの地域は、こういう一連の軍事的

な施設がかなり集中した地域でした。その

一つとして鶉野があるわけですが、今日ほ

とんど忘れ去られているように思います。

　鶉野については、最近ようやく注目が集

まっています。鶉野の飛行場を戦争遺跡と

して考えていく場合には、この東播地域に

戦時下に軍事施設が集中していたというこ

とも含めて、地域と戦争のかかわりを立体

的に明らかにしていく必要がある。地域社

会の歴史にとって戦争の時期が持った意味

を、より広い目で見て位置づけていく必要

があるかと思います。

　そういったことを踏まえた上で、先ほど

も言いました、鶉野というのは日本の戦争

遺跡の中でも屈指の価値を持った遺跡であ

ることは間違いないわけです。そういうも

のの歴史的な意義を発信していく必要があ

ると思います。

　現在戦争遺跡はブームで、色んなものが

出てますが、実はこの中に鶉野飛行場が出

てくるのは稀です。これはようするに、こ

ういう運動されている方のネットワークの

もっている性格によると思います。兵庫県

全体で見渡してみても、上谷さんのような
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方がほうぼうに居られるんですが、戦争遺

跡そのものを広く位置づけて、明らかにし

ていこう、発信していこうという運動がそ

れほど強くはありません。もったいない話

で、全体的にこれだけの戦争遺跡が注目を

浴びている中で、鶉野を中心とした一連の

戦争遺跡をもっと広く発信していけば、そ

の地域を訪れるきっかけになるだろうと私

は思います。

　たとえば松代大本営のように。原爆ドー

ムは世界遺産ですから別格かもしれません

が、広く平和教育、もしくは戦争遺跡を学

ぼうという人々がたくさん居ります。若い

人もたくさん関心を持っています。

　ちょうど時間になりましたので、基調講

演をこれで終わらせていただきます。あり

がとうございました。

司会：それでは続きまして、パネリスト報

告を上谷先生からいただきます。　

　ご講演いただく上谷昭夫先生をご紹介さ

せていただきます。上谷先生は、鶉野平和

祈念の碑苑保存会で鶉野飛行場についての

戦史研究を十数年進められています。また

研究成果を展示会や講演会、戦跡のガイド

などで発表されるなど、鶉野飛行場の広報

大使的な役割にもご尽力されています。

　本日は「鶉野飛行場に残された施設」に

ついてご報告いただきます。それでは、上

谷先生よろしくお願いします。

パネリスト報告１
　上谷昭夫（鶉野平和祈念の碑苑保存会）

上谷：皆さんこんに

ちは。私は鶉野平和

祈念の碑苑保存会の

上谷と申します。約

15 年にわたりまし

て、飛行場のことを

色々と調査しました。今日は映像で、ひと

つひとつの防空壕の跡を見ていただきたい

と思います。

　この鶉野飛行場というのは、戦争中の日

本海軍の飛行場でした。戦争中は海軍と陸

軍とありましたけれども、この山の中に海

軍が存在し、兵庫県唯一、兵庫県最大の飛

行場といえるのが鶉野飛行場です。

　昭和 17 年の 6 月 5 日に日本海軍の大き

な敗戦というミッドウェー海戦がありまし

た。この海戦の後、海軍は航空機搭乗員の

養成にかかりました。そしてこの鶉野も海

戦の終わった後の 9 月に、この鶉野とい

う土地を海軍が物色し始めまして、建設工

事にとりかかっていったわけです。

　今から、この鶉野飛行場にどういうもの

が残っているかを、皆さんに映像を見てい

ただきながら説明していきたいと思いま

す。

　この写真は、昭

和 23 年 3 月、 米

軍の戦略空軍の偵

察 機 に よ り、 鶉

野 飛 行 場 を 撮 影

したものです。ここが今現在残っている

1200m、幅 60m の滑走路で、飛行場の規
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模というのがこの規模です。この北の道路

が国道 372 号線で、この場所が、今現在

神戸大学の食資源教育研究センターのある

海軍航空隊の建物跡、それからここに川西

航空機の組立工場がありました。ここに誘

導路といいまして、こういう道路がたくさ

ん残っている。ここが現在のフラワーセン

ターです。この白い部分が掩体壕と言いま

して、飛行機を温存した場所です。この誘

導路の延長が約 15,000m、掩体壕は全部

で 55 箇所ありました。

　この滑走路以外に、このあたりに一本、

それからこの滑走路と、全部で 3 本の滑

走路が戦争中存在しました。この滑走路は

転圧滑走路ですので、戦後畑になってしま

いましたが、この滑走路は完全なコンク

リートですので、畑にすることもできずに

現在も残っています。そして神戸大学の中

にはこの白い部分、当時の道路なんですけ

ど、現在もそのまま残っております。

　これは現在の滑走路を

上空から見た写真、南側

から北側をのぞんだ写真

です。真ん中の白くなっ

ているのは、平成 9 年に

この飛行場跡地を使って

航空スカイパークフェス

タを行いまして、ここでみなさん見学され

たんですけど、飛行機やヘリコプター、グ

ライダーが飛んで来たりして、航空ショー

をしました。そのために真ん中だけは飛行

機が着陸できるように整備されているわけ

です。

　そしてこの写真は、鶉野南から東北を眺

めた飛行場で、この水路が官民境界線とい

いまして、飛行場と民有地との境目の水路

です。この見えてる部分全部が飛行場跡で

す。

　これは、この飛

行場を上空から見

下 ろ し た 写 真 で

す。これが神戸大

学 の 中 に あ る 辰

池、これが今神戸大学事務所のところ、こ

こに牛舎など色々あるんですが、この四角

い部分がエプロンといいまして、飛行機を

並べていた場所で、ここに格納庫がずらっ

と並んでおりました。この付近には兵舎が

あったという場所です。

　これはまた違った方向の写真なんです

が、鶉野南の交差点からまっすぐ北に上っ

ていきますと、ここに滑走路、これが川西

航空機の組立工場の跡、ここは今は養鶏場

になっております。これは大学の現在の建

物で、ここには魚雷調整庫という建物があ

りました。

　この写真は、海

軍航空隊の人たち

が航空隊へ行く最

初の入口、大正 4

年 3 月 3 日に出来

上がった国鉄北条線の法華口駅です。当時

は播州鉄道といいましたけど、播州鉄道、

播丹鉄道となり、昭和 18 年 6 月には国鉄

に買い上げられ、戦争中は国鉄の北条線法

華口駅として現在もその姿をとどめており

ます。

　それでは法華口

駅から航空隊へた

どっていく道を上

がっていきます。

これは現在流通セ
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ンターがある前の道です。北へ上り、この

林の中を通り抜けて行きますと、右側に防

空壕がどんどんと出てきます。

　 こ の 流 通 セ ン

ターの裏側に、弾

薬庫があり、中に

爆弾や機銃弾、魚

雷、火器類を格納

しておりました。

このコンクリートの厚みは 1m、壁の厚み

は 70cm、500 万トンにも耐えられるとい

う強固な構造で、コンクリートも非常にま

だきれいなままです。

　 こ れ が 内 部 で

す。天井は上から

の加圧に耐えられ

る よ う に 円 形 に

なっております。

この奥行きは約 15m、幅は 4m の広さです。

　 道 路 の 際 を 歩

い て い き ま す と、

所々こういうよう

な洞穴の入口があ

ります。これは素

掘りの防空壕とい

いまして、兵隊が道路を歩いている時に、

空襲にあった時にこの壕の中に駆け込む場

所です。

　その内部です。

これは右の方向に

曲 が る ん で す け

ど、横にまた入っ

ていくことができ

ます。高さは約 3m、幅は 2m50 くらいの

幅です。これは土をくだいて切り開いたま

まの状態で残っております。

　またもう 1 つの場所ですけど、こうい

うふうに現在誰が入っても危険ということ

でバリケードをしてロープを張っておりま

す。この中も見ていただきました。これも

少し崩落しかかっております。これもこち

らの方向に曲がっていきますとまた向こう

に出口があります。

　神戸大学の農場

の入口に行きます

と、そこには衛門

という門がありま

して、衛兵詰所の

横にこういう防空

壕があります。これはコンクリート製で、

非常に頑丈なものです。

　その内部です。

入って行きますと

道がわかれていき

ます。こういうふ

うに折れて、コの

字型になっていま

す。この中は一応広い場所がありまして、

机を置くなり、ある程度人が入って色んな

事務仕事もできるような場所になります。

　これは現在、神戸大学の入口なんですけ

ど、今鎖をはっています。このあいだから

の口蹄疫の問題がありましたので、誰でも

勝手に入ることができないように、看板が

立っています。

　この道も戦争中にあった、海軍の作った

道路です。それからここに本部庁舎といい

まして、大きな庁舎、その裏に兵舎、それ

からここに防空壕なんかも見られるんです

けど、これが海軍の中枢部のあった場所、

今は畑になっております。

　航空隊入口の横には自動車部隊がありま
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して、現在木が生い茂っております。そし

てその自動車部隊

の車庫の横にはこ

ういう地下壕があ

ります。非常に広

い地下室になって

おりまして、ここ

が自動車部隊の備品を色々と貯蔵したり、

退避するなどして使われていたんじゃない

かと思います。

　そして、その先

ほどの車庫の所か

ら下におりてきま

すとこういう洞窟

が見えてきます。

　その内部です。

これも幅 3m、 高

さ 3m50、奥行き

は 約 20m と い う

倉庫になっており

ます。ここは需品倉庫といいまして、ここ

にもある程度の武器、弾薬もおさめていた

んじゃないかという場所です。

　そして先ほどの

地下壕の上にこう

いうようなきれい

な 建 物 が あ り ま

す。モルタル仕上

げにして、人が入

れるようにしてあります。ここは小銃を置

いている場所で、この前にちょっと小高い

山があるんですけど、爆風除けの山もこの

右側に残っております。内部はこういう風

にきれいになってます。これは非常に幅も

狭く、1m50 くらいで、高さが 3m くらい

あります。現在は民間の方が農業用倉庫と

して使用されております。

　そして神戸大の

中に入っていきま

すと、こういう小

高 い 山 が あ り ま

す。これは海軍の

施設で、電気を供給する発電機室がこの中

にあります。この飛行場の中でも最大規模

の地下壕です。今は枯れ草も生えており、

防空壕の側面に入口があり、ブロックで閉

鎖しております。この中は非常に広い場所

らしいのですが、私もまだこの中へ入って

みた事はないです。今見えておりますこの

下にかなりの地下室があります。

　大学の中にこう

い う 大 き な 防 火

用水があります。

こ の 直 径 が 内 径

5m、深さ 10m で、

水 が い っ ぱ い た

まっております。約 200t 近い水がここに

溜まる計算になっておりまして、現在は神

戸大学としてもこれを田んぼの潅水に使っ

ています。

　航空隊の横に病院施設がありました。そ

の病院の後にも同じような防火用水が一つ

ありました。

　それから東笠原

に建設作業所があ

るんですけど、入

口にこういうよう

な防空壕があり、

これも奥行 15m、幅約 3m のもので、現

在はこの中に農機具とか色んなものを収納

しております。

　また川西航空機工場のところにも、こう
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いう防火用水が戦争中は 3 箇所あったん

ですけど、１つは現在残っております。

　先ほどの建設作

業所の横、この上

に航空隊の通信部

隊がありました。

こ の 防 空 壕 も 奥

行 き が 20m く ら

いあります。この

内部は、入口がこ

こにあり、ここに

またひとつ部屋が

あって、これから

奥は広くなっています。このコンクリート

も非常にきれいです。

　それから東笠原の藪の中、ここには敵艦

載機への攻撃をするための対空機銃の銃座

が残っています。内部はこのようになって

おりまして、直径

5m、 こ こ に 人 が

おりますけど、こ

こに機関銃を据え

ております。この

機 関 銃 は 25mm

連装機銃といいまして、2 丁の機銃が出て

おりまして、1 分間 320 発の弾がでます。

低空から進入してくる飛行機を攻撃する

ための機銃なんですが、射程距離が 3,000

～ 3,500m、水平で弾を撃てば 6,000m く

らいまでは対応できるんですけど、対空機

銃の低空用の機銃ですので、3,000m くら

いでも十分あたるということです。こうい

う機銃の銃座は全部で 4 箇所ありました。

現在その 4 箇所のうち 3 箇所が残ってお

ります。この下は地下室になってまして、

地下室から上がってきて、このような小空

間が 3 箇所ありますが、この中に機銃弾

を格納します。

　病院跡へ行きま

すと、病院の排水

を沈下させて排水

するという、浄化

槽の役目をする施

設が現在残っています。

　これは神戸大学の中にある池の側にある

防空壕です。これもほとんど皆さん今まで

で見られたことないと思いますけど、何と

か私が探しました。これも奥行きが 10m、

間口が 2.5m の鉄筋コンクリート構造で、

非常に強固なかたちで作られています。

　これは病院跡の

前のコンクリート

なんですけど、こ

こに病院がありま

して、こういうコ

ンクリートが未だ

に残っています。

　そして飛行場は

ずいぶんと排水施

設を作っておりま

す。これが排水溝

のかたちなんです

が、こういう平たい形をして、このように

少しの空間があり、ここから水が入って、

非常に効率的な感じの水路になっており、

これが飛行場の中を縦横無尽に敷設されて

います。

　これは鶉野上町

にある対空機銃の

銃座の入口です。

　その内部です。

草が生えておりま
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すけれど、完全な形で残っています。これ

が対空機銃の銃座です。

　これが神戸大学

の中にある銃座。

この右側の入口か

ら入っていきます

と、中は完全な地

下室で、現在水が

溜まっておりますので、ちょっと入りにく

くなっております。これが入口なんですけ

ど、弾薬を入れる場所です。この上側に機

銃が座っておりました。その地下室へ入る

内部の階段です。この中に大きな柱があり

まして、このまわりをぐるっとまわれるよ

うな施設になってます。

　そしてこれは大

学の中にある地下

壕です。ふたを開

けますと、このよ

う に 中 へ 入 っ て

いって、この奥行

きが約 26m、夏でも涼しく、冬は暖かい

という場所です。

　そして本部庁舎

の横に、こういう

小 高 い 山 が 2 つ

ありますけど、こ

れは暗号班がここ

で通信しておりました。暗号班独自の発電

機、これがここの中の発電機室にありまし

た。

　これは滑走路の

一番北の端に小畑

池という池があり

ます。その池の堤

のところにこうい

うコンクリートの防空壕が残っておりま

す。これが池の中なんですが、この中か

ら何か出てくるんじゃないかという事で、

ショベルカーを使いまして掘ったんですけ

ど、何も出てこなかったです。

　これが神戸大学

の中の非常に広い

広場、飛行機を駐

機する場所、エプ

ロンといいます。

このエプロンで、

昭和 20 年 3 月 23 日、特攻隊の編成をし

た時に、ここで別れの杯を交わしました。

ちょうどこの場所にテーブルを置き、飛行

機はこの手前に 2 機の九七式艦上攻撃機

という飛行機が並べられ、送るもの、行く

ものが、1 杯の杯を交わしたのです。

　 大 学 の 横 に あ

る民家の庭に、こ

う い う 大 き な 防

空 壕 が 見 え て ま

すけど、この下が

地 下 室 に な っ て

おります。今は水がいっぱいたまって入る

ことができません。

　その隣には、建

物 の 横 に こ う い

う防空壕が残って

お り ま し て、 幅

2.5m、 奥 行 き 約

10m です。これが家の横にあるのはなん

だか不自然なんですけど、現在はこの形で

残っております。

　これは先ほどの大きな防空壕の裏に、格

納庫がありました。幅 26m。その格納庫

が 4 棟あった跡なんですけど、転々と基
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礎があり、エプロ

ン部分と格納庫の

間に水を排水する

水 路 が あ り ま し

て、現在もそのま

まの状態で残っております。

　これが大学の事務所なんですけど、ここ

の前の道の横に植樹があります。これは資

料を調べますと、この下に燃料タンク、ガ

ソリンをいっぱい溜めていたタンクが、表

には見えないんですけど残っておりまし

て、この上で耕作しても何もできないので

おかしいと思いますと、実はこの下は全部

コンクリートだったということです。その

入口がここにあります。

　これは大学の中

にある辰池という

池の堤にある防空

壕です。内部はこ

ういう形になって

ます。通路があり、

またこちらに抜け

る。それからこち

らに階段がありま

して、上がってい

くと外に出られるという、3 方向、4 方向

の入口のある非常に大きな防空壕が堤中に

2 つあります。これが出口なんですけど、

草が生えておりますので、外から見ても見

えないかもしれないです。

　これは鶉野では

ないんですけど、

川西航空機が組立

工場を持っており

ました。その 3 棟

のうちの 1 つが現在姫路の西中島という

ところに移築され倉庫として使われており

ます。長さ 25m、間口 25m の柱のないト

ラス構造の建物です。内部はこのような形

になっておりまして、柱が 1 本もない状

態の大きな建物です。格納庫もこういうか

たちで航空隊が作りました。

　 こ れ は 3 年 前

に「火垂の墓」の

ロ ケ を し た 場 所

です。航空隊から

この土の道を、主

人 公 の お 兄 ち ゃ

んがリヤカーを引いて、後ろに節子という

かわいらしい女の子を乗せて歩くシーンで

す。出征兵士を送るシーンとそれからこの

人たちのすれ違いをするという場面のロケ

がこの場所で行われました。この木のとこ

ろに監督がカメラを構えて、ここから撮影

しました。

　戦争が終わった後、日本国土地理院では

全国で空中写真を撮影しております。昭和

36 年に撮影したものを、ここに出したん

ですけど、これが航空隊の跡地です。これ

が現在の神戸大学、これがエプロン、黒い

ところが全部格納庫なんです。ここからこ

こまでが約 100m、これも 100m、このエ

プロンは 150m 四方の場所で、飛行機を

駐機しておりました。

　ここに航空隊の建物、庁舎、兵舎があり

ました。ここには自動車部隊、病院、通信

部隊があります。これが滑走路、ここに川

西航空機がありました。ここに馬力で飛行

機を運んできます。順番に組み立てをしな

がら完成をさせて、この滑走路から試験飛

行を行います。航空隊は別個の場所でおの

おのの機能を行っております。
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　姫路航空隊にどういう飛行機が使われた

か、ということで唯一残ってる写真で紹介

したいと思います。

　これは艦上攻撃

機「天山」といい

ま し て、 昭 和 18

年に正式採用され

た 中 島 航 空 機 が

作った飛行機で、

現在の富士重工で作った飛行機です。

　この姫路航空隊の飛行機は、ヒメ 306

号機と書いてありますけど、こういう写真

が 1 枚だけ見つかりました。この搭乗員

の方が現在松山に生存されておりましたの

で、その方からいただきました。

　この飛行機がまさに、 昭和 20 年 3 月

23 日、この格納庫の前より宇佐に向かっ

て、先ほど宇佐市の宇佐航空隊って話が出

てましたけど、宇佐海軍航空隊部隊へ向け

て発進するところです。プロペラが回って

おります。整備兵がこのチョークという車

輪止めをはずすとたちまち出撃します。こ

の飛行機の出撃する前には旧式の飛行機が

全部出撃しました。この飛行機は非常に新

しい飛行機で、後からいっても十分追いつ

けるということで最後に発進するときに、

整備兵が唯一 1 枚写しました。

　昭和 20 年の 10 月末、アメリカ軍が鶉

野飛行場に進駐してきました。その時にア

メリカ軍は鶉野から 3 機の戦闘機を横須

賀へもってこいという指令がでました。兵

隊たちはみんな帰っていったんですけど、

この工場に整備兵がまた呼び寄せられまし

て、鶉野の格納庫の前で、この飛行機は紫

電という戦闘機ですが、この時既にアメリ

カに占領されておりますので、日の丸の場

所には星のマーク

がついてます。こ

の時、横須賀には

3 機の戦闘機が行

きました。この飛

行機を監視するために、10 機のグラマン

という戦闘機で取り囲んで行っておりま

す。ところがこの戦闘機も戦争中の悪い油

ではなく、戦後の非常にいいガソリンを入

れましたところ、すごいスピードが出るよ

うになりまして、巡航速度もグラマンでも

なかなか追いつけなかったというエピソー

ドがあります。この 3 人の搭乗員は現在

もまだ生存しております。

　 そ し て 姫 路 海

軍 航 空 隊 の 最 初

の練習機、九七式

艦 上 戦 闘 機 と い

い ま し て、 昭 和

12 年に開発され

て、真珠湾攻撃に活躍した飛行機です。練

習機に改造して、姫路航空隊に２０機もっ

てきました。唯一残った写真の 1 枚でヒ

メ 342 号という事ですけど、この飛行機

も昭和 20 年 4 月 6 日、沖縄戦の特攻でこ

の飛行機は突入しました。ここに 3 名の

搭乗員が載っております。操縦兵・偵察兵・

通信兵、ここは無線をうつひと、ここは指

揮官が乗ります。ここは、鶉野上の大岩寅

吉海軍少尉という人がのっていました。さ

きほどの天山という飛行機が 2 機とあわ

せて計 22 機の飛行機が姫路海軍航空隊の

練習航空隊の練習機でした。

　そして日本海軍は、終戦末期、起死回生

をかけた戦闘機、紫電改という戦闘機を鶉

野で作っております。紫電 466 機、紫電
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改 44 機、合計 510 機の戦闘機が川西で作

られました。川西航空機全体の紫電 1000

機、鳴尾工場で紫電が 444 機作られまし

た。そのうちの姫路工場の 510 機、これ

が鶉野で組み立てられて、これが終戦末

期、アメリカの戦闘機にすごく打撃を与え

たという戦闘機です。

　 鶉 野 飛 行 場 で、

私が市役所で展示

する模型飛行機を

寝そべって写した

もので、本物に近

い状態で写しました。

　以上をもって現在に残る鶉野飛行場の、

全容とは言いませんけども、鶉野には、私

たちが調査しただけでも約 60 箇所くらい

の戦争遺跡が現在も残っております。今は

ある程度容易に見れる場所を皆さんに見て

いただきました。

　私たち保存会では平和祈念の碑苑の保存

と、こういうように歴史遺産となるような

ものを、後世に語り継ぎ、また残していき

たいということで現在も私たちは調査を続

行しております。これで、私の説明は終わ

りたいと思います。

司会：続きまして、パネリスト報告を佐々

木先生からいただきたいと思います。

　ご講演いただきます佐々木先生をご紹介

いたします。佐々木先生は現在神戸大学地

域連携推進室研究員でございまして、専門

は日本近現代史、歴史資料学で、主に戦時

の空襲について研究しておられます。大学

では阪神淡路大震災の資料保存活用に関し

て授業を担当されています。なお、今回の

共同研究につきましても、中心になってご

尽力いただいております。

　本日は共同研究の成果ということで、戦

争遺産の活用についてご報告いただきま

す。それでは先生、よろしくお願いいたし

ます。

パネリスト報告２
　佐々木和子（神戸大学地域連携推進室研

究員）

佐 々 木： こ ん に ち

は。ただいまご紹介

に預かりました佐々

木です。どうぞよろ

しくお願いいたしま

す。

　今日報告させていただきますのは、戦争

遺跡の活用事例報告ということでございま

す。加西市との共同研究として、他地域で

このような戦争遺跡がどのように活用され

ているか等を調査してまいりました。その

一端を報告させていただきたいと思いま

す。

　先ほど高岡先生から、戦争遺跡と文化財

ということでお話がありました。1990 年、

平成 2 年 3 月に沖縄陸軍病院の南風原壕

が、沖縄県南風原町の指定文化財になりま

した。95 年には大分県宇佐市の、城井一

号掩体壕が宇佐市の指定文化財になってお

ります。先ほど丁寧な高岡先生のご説明が

ありましたが、このあと色んな所で戦争遺

跡の活用が行われております。その中で代

表的なものご紹介いたします。

　一つは千葉県の館山市周辺の戦争遺跡で

す。南房総という戦跡マップをあげており

ます。これは東京湾海口部にあり、対外政
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策上、軍事戦略上、非常に重要なところで、

東京湾要塞群として施設がたくさん残って

いる所です。

　さて、房総半島の南側では、たくさん戦

争遺跡が残っております。館山海軍航空

隊、館山海軍砲術学校、洲崎海軍航空隊な

ども設置されておりましたし、また戦争末

期にはこの地を含めて、帝都防衛の掛け声

の下に、本土決戦体制ということでさまざ

まな特攻基地などの施設が作られておりま

す。

　私たちは、館山海軍航空隊赤山地下壕を

中心に調査してまいりました。館山で中

心になって案内していただいたのが、NPO

法人安房文化遺産フォーラムです。

　少しその安房文化遺産フォーラムの説明

をいたします。この NPO は、戦争遺跡だ

けではなく、南房総、安房地域にある海や

花などの自然環境、風土に根付く歴史的な

文化遺産など、その地域に今あるものを活

かした地域づくりができないだろうか、と

いうことで、地域を見直し、自然や歴史・

文化の保存、再生を願いながら地域の活性

化をはかるあり方を探るということで設立

されました。ちょうど 2004 年の事です。

　この考え方は、実は地域まるごと博物館

というものです。房総半島である安房全域

には、里見八犬伝で有名な稲村城址の保存

運動ですとか、房総半島の暖かい地形を利

用し、転地療養してこられた文化人の方で

すとか、ちょうど日本列島の真ん中に太平

洋に突き出したかたちにあるところですか

ら、太平洋を通じて、海を通じての交流と

いうような痕跡が残っております。

　さらに先ほど話しました、東京湾開口部

にあるということでたくさん作られ、今な

お残存している戦争遺跡、こういった、今

あるものを全部含めて、その関連施設を、

あるいは地域の特性を持ったものを中核施

設にしながら、地域まるごと博物館という

ことで、市民による市民のための市民が主

体・主役となる地域づくりをおこなうため

に、ということでこの NPO 法人が作られ

ました。

　地域まるごと博物館の中でも、戦争遺跡

の保存運動を含む歴史的環境の保存活用が

中心になっています。1989 年（昭和 64

年）頃から安房の戦争遺跡の調査を行い、

1996 年（平成 8 年）に、里見氏の稲村城

跡のまんなかに市道が建設されるというこ

とで、そういった保存運動を行ってこら

れています。先ほど NPO の安房文化遺産

フォーラムの所に、綺麗な大正期の銀行建

物をのせておきましたけれども、所有者が

居なくなり放置されていた大正期の銀行建

物を、2006 年よりこの NPO 法人が管理・

使用しています。あるいは先ほど転地療養

している文化人がよく住んでいたと話しま

したが、画家の青木繁による「海の子」が

生まれた家、と言いますか、その当時青木

が住んでいた家の保存運動ですとか、特に
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歴史的環境の保存活用に力を入れてまいり

ました。

　その中でも、先ほど言いましたように里

見稲村城址の保存運動と、館山の戦争遺跡

の保存運動・調査、それらを中心に文化

遺産フォーラムが立ち上がり、2004 年に

NPO というかたちになりました。

　その中で、たくさんあります史跡の中

で、市有地にある、また内部の構造が丈夫

であるということで、非常に史跡の指定が

しやすい海軍航空隊の赤山地下壕が市の史

跡、文化財として指定されて、見学ができ

るようになりました。

　これは館山市が管理しているものですか

ら、入場料は無料ということになっていま

す。3 月から 10 月には午前 10 時から午

後 4 時まで、あるいは 11 月から 2 月には

10 時から 3 時まで、自由に入れるという

ことになります。ただ、壕に入ります時に

は、隣にちょうど公民館がありますので、

豊津ホールと申しますけれども、その地下

壕の入口脇で、受付をして、ヘルメットを

借りて、必要であれば懐中電灯を借りて入

る、というようなかたちで自由に入れるよ

うになっております。

　市は毎月第 2 日曜 10 時から 12 時には

無料ガイドをつけております。ただし、そ

の対象は個人や小グループのみです。10

名以上の団体は事前に有料ガイドに問い合

わせるという事になっております。

　有料ガイドを引き受けておりますのが、

先ほどの NPO の安房文化遺産フォーラム

です。

　安房文化遺産フォーラムのガイドツアー

については、インターネット上で、「安房

文化遺産フォーラム」と入れていただいて

検索していただきますと、立派なホーム

ページが出てきます。その中に NPO の趣

旨ですとか、まるごと博物館の意味ですと

か、あるいは東京湾の位置の話、あるいは

里見八犬伝の話等々が掲載されています。

非常に細かい丁寧なホームページが作られ

ており、その中にツアーガイドのご案内と

いうのがあります。

　NPO の安房文化遺産フォーラムではこ

ういうツアーガイドをやっております。た

だ、10 人以上で申し込んでくださいとい

うことが言われています。人数が足りなけ

れば、複数グループでもいいですよ、とい

うことです。その理由はと、お尋ねします

と、実はこれにはガイドが付きます。ガイ

ドさんにはほとんど交通費のみしかお支払

いしませんが、10 人以上集まらないとな

かなかそれもしんどい、という事で、10

人以上のグループにして欲しいとお話され

ました。

　ここの特徴は、見学コースだけではなく

て、まず座学を受けることからはじめると

ころです。座学というのは、この館山の戦

跡から見るアジア太平洋戦争とか、戦跡を

活用した教育と地域づくりとか、つまり、

地域まるごと博物館というかたちで、安房
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について勉強する。今日のようなパワーポ

イントを見ながら、勉強する時間がありま

す。

　この安房について、まず勉強していただ

いて、知っていただく。そして地域の持っ

ている意味とか、他の遺跡との関係とか、

色々説明をいただいた後、見学コースへと

出ていきます。

　団体バスに添乗して、2 時間ないし 3 時

間。カラーのガイドブック付きと書いてあ

りますけれども、基本は一人当たり 1500

円、料金は行程時間・日数によって異なり

ますという事で、これについてはオプショ

ンなど、色々こちらの希望をかなえていた

だけるということになっています。

　ここにツアーガイドの基本的なコースが

のっています。A コースですと、アメリカ

の占領軍の初上陸地点から、館山海軍航空

隊の赤山地下壕跡、あるいはその近くにあ

ります戦闘機用の掩体壕、洲崎海軍航空隊

の射撃場跡等々、その興味に応じて、ある

いは時間に応じて色々まわることができる

というコースが作られています。

　アメリカの占領軍の初上陸地点とは、

1945 年（昭和 20）9 月 2 日に日本は、東

京湾のミズーリ号で降伏文書に調印をしま

した。その翌日、9 月 3 日の日に、アメリ

カの占領軍が館山に初上陸しました。その

時の地点が、今でも見れるということで

す。そしてそこ、下にかいてありますよう

に、それは決して戦跡だけということでは

なくて、戦国大名里見氏の城、あるいは文

化財めぐり、日韓交流に関わるハングルめ

ぐりなど、地域の歴史文化財についても必

要であればご案内しますということで、戦

跡だけではなくて、この安房国再発見、あ

るいは地域まるごと博物館ということで、

その間について色々みることができるよう

になっております。

　この時来られるツアーのガイドさんって

いうのは、地域の方です。ガイドにやって

きてくださるんですけど、それについては

決まった本があったり、マニュアルがあっ

たりするわけではありません。ガイドさん

の後をついていって、それなりに、自分な

りに、その人なりのやり方を覚えるといっ

た方法をとっておられるようです。

　赤山地下壕は、市の管理と申しました。

赤山地下壕は、市の持ち物ですから、市の

窓口に申し込む、ただしこのツアーガイド

に入れば、その申し込みあるいは手続き等

については、この NPO 法人がやってくれ

るという事になっております。

　土曜日日曜日は、中央公民館の市の管理

はお休みで、地元の方が保存協力会という

かたちで受付を行われています。

　ツアーガイドについて、一番多いのは小

中学校の平和学習利用です。市外からの見

学者が多いと聞きました。昨年の見学者は

1 万 7 千人、修学旅行などによく訪れられ

てるということです。アクアラインができ

ましたので、修学旅行で、新幹線を利用し
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て関西などからやってきた学校が、東京か

らバスでアクアラインを通って、館山まで

やって来て、半日なり勉強をする。そして

次の日はディズニーランドをまわって帰

る、というコースでたくさん修学旅行生が

きているという事です。

　ツアーガイドを行っている NPO 法人の

代表は、ガイド事業というのは高齢者の生

きがいつくりにもなる、ガイドと見学者と

の人の交流を大事にしているんだとおっ

しゃっていました。

　NPO はガイド料が年間 400 万円ほど入

るとおっしゃっていました。しかし、経営

自体は非常に苦しいようです。専任の職

員は、これでも 2 人しかおけないとおっ

しゃっていました。ただ非常にたくさんの

人がきて、交流して帰っていくというお話

でした。

　次に先ほどの上谷さんのお話に出てきま

した、大分県宇佐市周辺の戦争遺跡をご紹

介いたします。

　こちらは NPO というよりも宇佐市が中

心になって整備している所です。

　宇佐市には、戦争中には宇佐航空隊基地

があった地域です。ちょうど真ん中のあた

りに色が変わっておりますのが宇佐航空隊

の跡のところです。周りに番号がうってあ

ります。2 番滑走路跡、あるいは 3 番爆弾

池、レンガ造りの建物、特攻隊の慰霊碑、

生き残り門等々書いてありますけれども、

この滑走路跡というところは、実は宇佐周

辺には、戦争遺跡がたくさん残っているの

ですが、滑走路そのものは残っておりませ

ん。

　これが何枚かとってきたうちの写真のひ

とつです。柳ヶ浦駅という日豊本線の駅を

降りますと、こういう大きな看板が駅にか

かっています。ツーリズム推進都市宇佐市

ということです。イベント情報もありま

すその横に城井 1 号掩隊壕の写真、絵と、

それから、ツーリズムに力をいれていると

いうことでこういう大きな看板がかかって

います。

　その横にありますのが滑走路跡です。滑

走路のように見えますけども、ちょうどこ

の上を道路が走っております。ちょうど白

い車が走っている所が見えるかと思いま

す。滑走路そのものは残っていませんか

ら、滑走路跡ということがわかるように、

下にありますような平和の願いというよう

な、モニュメントを作ったり、こういう何

ｍかおきにモニュメント、これは寄付等の

良財をいただいてつくったというものも含

まれておりますけれども、ここが滑走路で

すよと言うことを示すような事をされてお

ります。

　爆弾池の写真もあります。爆弾池という

のは、若い方はご存じないと思いますが、

私も全然話にしか聞いたことがないんで
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す け ど も、 爆 弾 が

落 ち た 後、 破 裂 し

て穴が開いており、

ち ょ っ と ご 年 配 の

方 だ っ た ら、 あ あ

こ の 辺 に た く さ ん

あ っ た と お っ し ゃ

るかもしれないんだけれども、実際に今で

も爆弾池が残っています。

　持ち主が学校の先生だったということ

で、本当にめずらしく残っています。実際

に耕作されている方にとっては機械が入り

にくいので、本当は埋め戻してほしいとい

う話もききました。でも唯一ということな

ので、保存する方向で考えられています。

　この建物が、実は

当時の建物です。当

時のレンガ造りの建

物です。これも実際

本当は何に使われて

いたのかよくわから

なくなっています。

実際には、時期によって、色んなかたちで

使われていたのだろうということです。

　この建物は、実は国有地に建っている国

の建物です。これを含め３つの建物が国有

地に残っているということです。この国有

地にある建物について、これをどうする

か、国のほうは買ってほしいということで

すが、国有地の建物について、どのような

かたちで今後整備していくか、現在宇佐市

のほうで、委員会等つくられて検討をされ

ています。

　こういう戦争遺跡の保存整備状況です。

一番最初に、宇佐市が中心に行っていると

いいましたけど、これも決して市が初めか

ら音頭をとってやったわけでもありませ

ん。1983 年（昭和 58 年）に大分県が豊

ノ国つくり塾ということで、地域づくりの

塾を地域で作るという、開塾するというこ

とで、県内 12 地区に 3 年間、開設しました。

その中で宇佐市の地域が「宇佐市塾」とい

う豊ノ国つくり塾の宇佐塾の卒塾生を中心

としたグループが、卒業生たちが地域をも

う一度見直そうということで、活動を始め

ました。

　自分たちの地域をもう 1 回足元から見

直そうという時に、まず著名人である徳光

利一を調べよう、そして次の年は双葉山に

ついて調べよう、ということを続けられま

した。

　そういう著名人に続いて、自分たちの

町、自分たちの足元を見直してみたら、や

はり自分たちの町は宇佐航空隊を抜きには

語れないだろう、ということで宇佐航空隊

に目を向けられました。

　そういう活動がはじまってきますと、

92 年宇佐海軍航空隊の海軍日記発見とか

いてありますけども、その宇佐航空隊の門

が、本当に埋もれて、埋没していたのがみ

つかった。そしてそれをもう一度掘り起こ

して建て直すというようなことをはじめら

れました。

　宇佐市での戦争遺跡保存活動は市がやっ

ている事業ということですが、やはりうし

ろから後押しをしたのは地元の人たちで

す。そして、それに応えるかたちで、市は

宇佐航空隊の史跡等の保存事業の検討委員

会を作ったり、保存事業基金をはじめられ

ました。

　城井一号掩隊壕というコンクリート造り

の掩体壕が市の指定の文化財になったのが
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戦後 50 年の 95 年の 3 月です。戦争遺跡で、

指定文化財に 1 番最初になりましたのが

90 年の沖縄県南風原の病院壕ですけども、

それに続く第 2 番目のものです。

　それにともなって自治省から地域文化財

の保全事業のお金をもらったり、あるいは

地元の人に史跡の管理委託契約をお願いし

たりして、史跡公園を整備してまいりまし

た。

　史跡公園を整備するのにあたっては地域

振興事業調整費等で、上手に国のお金を援

助をいただいておられます。その補助金を

活用して、モニュメントをつくったり、ま

た地域振興事業の調整事業として、観光ト

イレを作るというようなこともされており

ます。

　これは宇佐市塾の人たちが作られた冊子

です。これ 1 と 3 ですけども、4 冊、こう

いう宇佐航空隊の世界という本をだしてお

られます。

　これが城井一号掩体号の史跡公園の写真

です。真ん中にありますのが掩体壕です。

この中に多分広さからして零戦のような戦

闘機が入っていただろうということで、現

在ではこの中に別府湾から見つかりました

零戦のプロペラが飾られています。整備事

業として作られました鎮魂の碑ですとか、

それからその横には先ほど滑走路跡に並ん

でおりましたモニュメントに俳句を刻んだ

ようなものが並んでおります。

　これもやはり市民といいますか、他地域

の方が最初言ってこられたということです

けれども、そういう戦争関係の碑、俳句な

どを寄付によってご自分の句、あるいは唄

等を刻んだようなものが建てられていま

す。このように、まわり何もないところで

すから、やはり観光トイレも必要だろうと

いうことでトイレが整備されたということ

です。

　城井 1 号掩体壕史跡公園ということに

なっておりますけれども、まわりにはいく

つか掩体壕残っております。築山のように

なっておりまして車が入っておりますか

ら、現在はこういう車庫に使われて、そし

て上は庭になっているというような例があ

ります。そして家が横に写っていますか

ら、大きさを比べてください。これが一番

大きい分です。

　先ほど見ていただきました城井一号掩体

壕は、サイズからして戦闘機だろうという

ことですけども、これは家が横にあるのを

見ていただいたらわかりますでしょうが、

非常に巨大なんです。これはサイズからし

て爆撃機が入っていたものであろうという

ことです。

　写真からみると、これ半分だけで何のこ

とかさっぱりわからんという感じです。実

はこれは無蓋の掩体壕です。無蓋というの

は覆いのない掩体壕、掘り込みが入ったよ

うな掩体壕、こういうものも残っておりま

す。宇佐には実は 10 基、有蓋なものもき

れいなかたちで掩体壕が残っております。

　その他、宇佐では子供たちにも掩体壕の

残る町ということで、小学校・中学校、小
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学校低学年、あるいは中学校高学年用、中

学校用というかたちで副読本が作られてい

ます。掩体壕の残る町ということで、必ず、

自分たちの町の戦争中の暮らしということ

で勉強するようになっております。

　最後に、1 番最初に戦争遺跡が町の文化

財として指定されました、沖縄県南風原町

の病院壕についても少し触れておきたいと

思います。

　レジュメのところで申し訳ないんですけ

ども、南風原市と書いてありますけれど

も、まだここは南風原町のままです。です

から、あとで町・当時と書いてありますけ

れども、隣の南城とちょっと勘違いしてお

りましたので、今でも南風原町ということ

でレジュメのほうを修正してください。

　南風原町については、陸軍病院壕が、戦

争遺跡では、全国初の指定文化財になりま

した。きっかけはと言いますと、沖縄県立

の南風原高校で学園祭で沖縄戦をテーマに

企画展示をしたことに始まると言われてお

ります。昭和 58 年の事です。そしてその

後十余年かけて、若者によって、字別に、

全地域の戦災の実態の悉皆調査が行われま

した。その間に初代の南風原文化センター

で南風原と沖縄戦ということで陸軍病院壕

の復元展示が行われています。

　そうしまして 90 年にはこの沖縄陸軍病

院南風原壕が町指定文化財になりました。

これが全国初の戦争遺跡の指定です。

　ただこれに関しても、先ほど高岡先生の

ほうからご説明ありましたけように、文化

財としては、当時、なかなか理解してもら

えませんでした。ですから、町としても文

化財の保護条例を改正して、沖縄戦に関す

るものという条文を付け加えて、指定文化

財にしたと聞いております。

　このあと保存活用について色々ご苦労な

さってきました。病院壕に人を入れるのは

危険だからということで、見るだけという

ような答申がでたんですけど、やはり中に

入ってもらわないと、ということで町長が

変更したという風に聞いております。

　そのあと 2003 年には整備公開について

の答申書が出、2006 年度からはガイド養

成講座が行われ、2007 年には沖縄陸軍病

院南風原壕 25 号の公開がされております。

　沖縄県ではガイドはこういうガイド養成

講座によって養成されたガイドによって行

われているということです。

　現在、戦争の記憶は人から物への時代だ

というふうに言われています。戦争遺跡の

活用に注目が集まってきた事の背景です。

ただし、物は決して何も語りません。人を

通して語らないと戦争を語れないというこ

とでガイドの役割というのは重要になって

きます。そのガイドたちが色んなかたち

で、地域地域でやり方は色々ですけれど

も、養成されながら、自分たちの言葉で出

会ってきた人と交流をしながら戦争の記憶

を伝えているという時代です。

　その他で、平和学習の物証・語り部とし

て体験型・参加型観光・修学旅行の対象と

して戦争遺跡が見直されています。

　しかし戦争遺跡だけをとりあげていると

いうことではありません。地域まるごと博

物館に見られるように、あるいは南風原の

平和ガイドの方は、25 号のガイドから各

ガイドマップを作って話を進めてきたよう

に、あるいは宇佐も、宇佐の歴史の町、宇

佐八幡宮から現代遺跡までというように、

地域の全体の自分たちの町の歴史を語るも
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のの一つとして取り上げられているという

ところも、現在の戦争遺跡のかたちがうま

くいっているところの特徴だというふうに

思っています。ではここまでにしたいと思

います。

司会：続きまして、パネリスト報告を坂江

渉先生からご報告いただきます。

　坂江先生をご紹介させていただきます。

坂江先生は神戸大学人文学研究科特命准教

授でいらっしゃいまして、専門は古代史で

す。加西市史の執筆にも携わっていただい

ております。今日は、「鶉野周辺の歴史的

風土」というテーマで報告をお願いします。 

よろしくお願いいたします。

パネリスト報告３
　坂江渉（神戸大学人文学研究科特命准教

授）

坂 江： 坂 江 渉 と 申

し ま す。 現 在、 神

戸 大 学 の 大 学 院 人

文 学 研 究 科 地 域 連

携 セ ン タ ー で 働 い

て い ま す。 こ れ は

兵庫県内の文化財や、身近な歴史遺産を活

用しようという組織です。加西市との連携

協定にもとづく事業も、このセンターを中

心にして行っています。今から、鶉野地域

の文化財、とくにこの地域の古代、中世の

歴史遺産や歴史的環境について話したいと

存じます。

　まず古代の加西市域は、奈良時代には賀

毛郡（かもぐん）という巨大な郡の一部で

した。「播磨国風土記」（はりまのくにふど

き）という書物には、郡内の里の数につい

て載っています。それをみると賀毛郡に

は、トータル 12 里がありました。これは

当時の播磨国内の中で、第三位の数の多さ

となります。

　配付資料には、それらの里の配置状況を

載せておきました。その中で鶉野はどこに

なるかというと、おそらく楢原里（ならは

らのさと）という里に属していたと考えら

れます。ちなみに楢原の「楢（なら）」と

いうのは、わかりやすく言うと、「どんぐ

りの木」です。だからこの里にはどんぐり

の木が多かった。

　そのほか楢原里にはどんな地名があった

か。「播磨国風土記」には、伎須美野（き

すみの）という地名がでてきます。場所は

おそらく市域外の、小野市の来住町（きし

ちょう）あたりだったと推定されます。

　次に風土記に出てくる地名としては、飯

盛嵩（いいもりだけ）があります。この比

定地は市内の豊倉町の飯盛山です。さらに

同じく御飯の神話に関連して、糠岡（ぬか

おか）という山も出てきます。この地名も

現存していませんが、加西市域の南部地

域、小野市との境の、網引町に糠塚山とい

うのがある。北条鉄道の網引駅に降りたっ

て南西方向をみると、この糠塚山を眺める

ことができます。

　さらに古代史の専門家の間では、全国的

に名が知れ渡っている玉野村と玉丘。これ

はまさにこの福祉会館の近くに比定されて

いる地名です。有名な根日女（ねひめ）の

悲劇に関わる地名です。二人の皇族から同

時に求婚され、宮中への召し入れを待ち続

けている間に（二人の皇子が互いに譲り

合ったので）、あっという間に年を取り亡
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くなってしまったという。そこで二人の皇

子は、そのお墓を玉でもって飾った。だか

ら玉丘といい、その村を玉野村というんだ

という風にでてまいります。

　こういう６つの地名が、この地域に残っ

ております。私はこの中で玉野という地名

は、現在の玉野町あたりのみならず、もう

ちょっと広い範囲、つまり現在の鶉野あた

りも含めて、そう呼んでいたのではないか

と考えています。というのも、このあたり

を中世の時代の 14 世紀頃に通った人の「旅

日記」が残っており、それによると、鶉野

も実は「玉野」と呼ばれていたらしいので

す。

　みなさんよくご存知だと思いますが、中

世以降、この鶉野あたりは、西国三十三箇

所の観音巡礼のルートになっておりまし

た。かつてのこの地域は、決して孤立した

片田舎ではなく、いろんな人の行き交う、

情報の集まりやすいところでした。外来

者、巡礼者と地元の人々の多彩な交流、ふ

れあいがあったはずです。都の文化もいち

早く伝わってきたのがこの鶉野のあたりで

した。

　さて兵庫県内には、西国巡礼の札所の寺

は４つありまして、１つは宝塚市の中山寺

（24 番札所）、それから現在の加東市の清

水寺（25 番札所）、そしてこの加西市の一

乗寺（26 番札所）、さらに姫路の円教寺（27

番札所）の４つです。その巡礼コースにつ

いては、 順番に 24，25，26，27 という

風に廻るのが普通です。　

　ところが江戸時代になります、この通り

に廻らなくなる。かなり回り道をして逆を

行く。24 番の札所の中山寺の宝塚から西

宮を経て、神戸・須磨を通って、明石を経

て、高砂から場合によっては金毘羅さんを

巡って、再び四国から姫路に上陸して書写

山に行って、そこから逆まわり 27，26，

25 と行くようになります。いわゆる「逆

打ち」あるいは「兵庫まわり」ともいわれ

るコースです。つまり巡礼の中に、物見遊

山的な要素が入ってくる。だからこういう

「観光」目的の旅路をするようになるので

す。

　肝心の加西市内の巡礼ルートですが、お

手許の配付資料をご覧ください。現在の国

道３７２号線に沿うルルートがだいたいの

巡礼道になります。加西市内の 26 番札所

の一乗寺から、坂本～三口～高岡～笠原～

繁昌～青野ヶ原～滝野社という風なルート

です。その途中で、鶉野台地の一部をかすっ

て巡礼地が通っていたことになります。鶉

野という場所は、歴史的にみて「巡礼」に

も関連する所だったという点が、わたしが

今回強調したかった大きなポイントです。
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　最後に、古代から中世の時代の鶉野が「玉

野」と呼ばれていたのではないかという話

に関して、レジュメ集の 11 頁には、中世

後期の有名な史料を「加西市史」からコピー

して載せておきました。

　応安４年（１３７１年）、南北朝時代の

末期の頃、京都祇園社の元執行（もとのし

ぎょう）の「ケンセン」という僧侶が、ま

ず「湯山」というところ、つまり現在の有

馬温泉に湯治に立ち寄ります。そしてその

翌日以降、一行は有馬温泉から六甲山の裏

側を通りながら、現在の姫路市の「広峰神

社」に向かっていきます。

　その時の旅日記みたいなものが残ってい

ます。それによるとまず彼らは、現在の西

宮市や神戸市北区あたりの「山口」や「ハ

タ」という所を通過します。そして現在の

三木市の「吉川」を通って、一日目は現在

の「東条」にて宿泊です。

　翌日は、卯の刻、午前 6 時ぐらいに東

条の「八日市場」をたち、次に小野市内の

「クボキ」（現在の窪木町あたり）という地

名が出てきます。加古川の東岸のまちです

ね。そこからおそらく加古川を渡ったはず

で、その後「東の河合」を通過します。こ

れは現在の小野市の河合中町あたりでしょ

うか。

　そしていよいよ加西市域に入ってきま

す。まず最初に出てくる地名が「ハンミョ

ウ」、つまり現在の繁昌町あたりです。次

に「西の河合」とあります。つまり「東の

河合」とは別に、もう一つの「西の河合」

があったと。この「西の河合」というのは、

現在の小野市の「河合」地区だと考えられ

なくて、加西市域の青野ヶ原の西側付近

に、もう 1 つの「河合」という地名があっ

たのだと思われます。

　その次に「大河」を渡ると。おそらくこ

れは万願寺川でしょうか。そしてその後に

いよいよ、さらに「野」があると記されま

す。その名は「玉野」とうんぬんとありま

す。これがおそらく現在の鶉野を指すので

しょう。

　つまり玉野というと、現在の加西 IC の

南側にある国道の「玉野交差点」から南東

付近の地名となりますが、昔はもっと広

かった。現在の鶉野あたりもその中に含ま

れていたことになる。

　そして旅の一行は、そこから「ミクチ」、

現存するあの三口で昼食をとったと。さら

に「中山」という場所を通り、最終的に大

雨の中、午後１０時ぐらいに、ようやく広

峰さんに着いたと書かれています。

　最初にお話したことですが、この地域に

はよく探してみると、文献史料におきまし

ても、非常に面白い史料がたくさん残って

おります。先ほどの佐々木和子さんの話に

ありましたように、そういう前近代の歴史

遺産も含めた形で、鶉野飛行場の価値を考

えていったら良いのではないかという点

が、私からのひとつの提言であります。ご

静聴、どうもありがとうございました。
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パネルディスカッション　

　

司会：それでは定刻になりましたので、パ

ネルディスカッションを開始いたします。

　本日コーディネーターおよびパネリスト

をつとめていただきます先生方をご紹介さ

せていただきます。

　まず、コーディネーターは奥村先生にお

願いしております。奥村先生は神戸大学人

文学部研究科教授であり、地域連携推進室

長も兼務しておられます。専門は日本近代

史でございまして、小野市史、神戸市史、

姫路市史など兵庫県内の市町村史を多数執

筆されておられます。今回の神戸大学との

共同研究についても研究代表者としてとり

まとめにご尽力いただいております。

　続きましてパネリストの先生方をご紹介

させていただきます。

　まず、伊藤一幸先生でございます。先生

は神戸大学農学研究科教授で、鶉野飛行場

跡地にあります食資源教育研究センター長

を兼務していらっしゃいます。

　続きまして、基調講演をいただきました

高岡先生でございます。それからパネリス

ト報告をしていただきました上谷先生でご

ざいます。そして佐々木先生でございま

す。坂江先生でございます。最後になりま

したが加西市長の中川でございます。

　それでは奥村先生、よろしくお願い致し

ます。

　奥村　弘（神戸大学地域連携推進室長・

人文学研究科教授）

奥村：神戸大学の地

域 連 携 推 進 室 の 室

長 を し て お り ま す

奥村でございます。

　 短 い 時 間 で す け

ど も、 が ん ば っ て

進めていきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。

　最初に、時間があまりありませんので、

先ほどの基調講演や報告について、もしく

は会場の皆様からのご質問をいいただけれ

ばと思います。今回鶉野の地元の方々や北

条高校の先生がみえられているとお聞きし

ています。いろんな関係するようなご意見

や活動の経験など、どのようなことでも結

構ですから、まず、これらの方から少し、

聞かしていただければありがたいと思って

おります。本来ならばメモとか何かをおま

わしするところですが、その用意が出来て

おりません。唐突ではございますが、皆様

の方からご質問を出していただいて、それ

に答える形で、パネルディスカッションを

すすめて行きたいと思っております。よろ

しくお願いします。

　会場の皆様の方から、いかがでしょう

か。何かありましたら、手を挙げてご発言

いただければと思います。どんどん出して

いただければと思いますが、いかがでしょ
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うか。

会場参加者：北条高校に勤めております稲

次といいます。

　総合的な学習の中で、平和について１年

間授業をやって、最終的には鶉野飛行場を

見学して終わるというカリキュラムを組ん

でいますので、参加させてもらいました。

　今、社会科の授業としては戦争について

学ぶ機会が、すごく少なくなっています。

実感としてはわからんというか、若い高校

生が、戦争というのは遠い昔の話で、なん

だか他人事ということになっています。　

　ところが小学校や中学校のときには、物

語教材としてはわりと戦争のことを学んで

きています。以前、高等学校の平和教育と

いうか平和学習をするときには、おじい

ちゃん、おばあちゃんに戦争中のことを聞

いてきなさいと言うたら、だいたいその教

材にはなっていました。ところが今は、お

じいちゃん、おばあちゃんに聞いてきなさ

いと言っても、戦争体験者ではありませ

ん。私たち教師も戦争体験者ではありませ

ん。

　ではどうやればいいかと考えるときに、

地域に残っている戦争、さっきも話され

たような戦争遺跡とかが地域に残ってい

て、地域からアジア太平洋戦争を見る、自

分たちの住む地域と戦争との関係を知らな

いと、やっぱり生徒も実感がわかない。だ

から、フィールドワークなどを通じて、私

たちが住んでいる地域にもやっぱり戦争が

あったんやと知らせる。高校生は、特攻隊

の人の遺書などを読ませると、おんなじ年

代の人が、やっぱり死にたくないのに死に

たくないとは書けない、そこまでちゃんと

読み取ってくれます。

　平和教育の立場からいえば、今のその銃

座とかそういう戦争体験が出来るような場

所はできるだけ残しておいて欲しいと思い

ます。そういうことを、今度は若い高校生

達が、加西市の高校生達が、語り継いでい

かなあかんと思います。年配の方が語るの

を聞くだけではなくて、高校生の立場、視

線でやっぱり語り継いでいかなあかんと

思っています。以上です。

奥村：ありがとうございました。他にいく

つかのご意見をいただきたいと思います。

いかがでしょうか。どうぞ。

会場参加者：保存会の会長三宅でございま

す。今日の「鶉野飛行場跡地をまちづくり

にどう活かすか」ということを、１０年ほ

ど前、調査してきたときから思ってまし

た。やっとその時期が来たなと、思ってお

ります。当初皆さんのおかげで、祈念碑が

できました。われわれ保存会としては何と

かこれを、公の場所に出したいなというこ

とで、上谷とともに歩んできたわけでござ

います。

　鶉野飛行場で、当初兵隊としておられた

方々、特攻隊員で出て行く姿を見ながら後

に残った方々の思いを、５０年もたって、
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なんとかこの地に残したいというのが、こ

の隣におられる方々でございます。

　その後、毎年１０月の第一日曜日に記念

式典を行ってきましたが、約５年ほどした

ときに、だんだんとその方々が亡くなって

いかれました。そういうことで、５年間は

毎年、式典をやってました。あと、もう少

しずつ、われわれも地元で守って行こう

じゃないかということで、今現在にいたっ

ております。

　現在、建立してから１２年になると思い

ますが、今度１５年の節目には盛大に行い

たいと、このように皆さんと話し合いをし

たわけでございます。

　こうして、まちづくりに活かされる、あ

るいはこういう場ができたことには、先ほ

ども申しましたように、大変私たち喜んで

いるとこでございます。ぜひ神戸大学の

佐々木先生がおっしゃいましたように、各

地域でもどう活かされていくかというもの

の事例を参考にしながら、鶉野飛行場も皆

さんとともに、いい場所にしていきたいと

思っています。どうぞよろしくお願いしま

す。

奥村：ありがとうございました。はい、ど

うぞ。

会場参加者：地元鶉野上町の田中です。昨

年まで区長をやっていました。２年ほど前

に、市の経営戦略室の音頭で、鶉野南、上、

中は鶉野飛行場跡地をどのように考えてい

るのかと、地元で意見の交換会などを、４，

５回やったと思います。そのときに、具体

的な跡地利用の計画が出れば、防衛省から

の払い下げが簡単に行われるという話がご

ざいました。その中で、戦争遺跡を活用す

る案と、地場産業、飛行場の地形を利用し

て何かいい産業が興せないかどうかという

こともでてました。

　いろいろ私も関心がありましたし、勉強

しました。宇和島の紫電改も見に行ってき

ました。紫電改が宇和島にあるのですが、

これが鶉野にあればよかったのになぁと、

残念でしょうがないです。それがあれば鶉

野の飛行場跡は、非常にいい意味で、資源

なると思います。

　経営戦略室が、３町の意見をまとめたも

のがあると思います。これをどう活かして

いただけるのかという事を、また、お聞き

したいなと思いました。できるだけ協力し

たいなと、私個人的にはそう思っていま

す。以上でございます。

奥村：ありがとうございました。あとひと

かたぐらい。はい。どうぞ。

会場参加者：中野町の三宅と申します。今

日は「戦争遺産をまちづくりにどう活かす

か」というテーマでございます。先ほど田

中さんからお話がございましたように、あ

の鶉野飛行場の広大な土地を、この戦争遺

産を残しながらどのように作っていくの

か、これが一番大事だと思います。

　最初ご挨拶のときに、中川市長も申され

ましたように、あそこの土地に工業団地を

作るという活用はできないだろうかという

お話もございました。鶉野の飛行場全体を

考えたまちづくりをできないのか、またお

聞きしたいということです。

奥村：ありがとうございました。はい。ど
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うぞ。

会場参加者：私、姫路市に在住してます三

宅と申します。父親が鶉野の出身です。　

　実は子供のときは、夏休み、春休みに鶉

野にやってきました。子供達で防空壕の探

検に回ったり、飛行場にも立ち回った記憶

があります。

　それで、今回こういうことが計画されて

いると聞きまして、そういう研究会がある

ならぜひ入りたいなと思います。また一つ

子供のときの記憶で解決してない問題があ

ります。探検したときに、鶉の鳥を探して

卵を探したのですが、一つも見つかりませ

んでした。それが研究されてるようでした

ら、私もやりたいと思います。以上でござ

います。

奥村：はい、ありがとうございます。いく

つもずっと出てきそうな気がするんですけ

れども、時間もございますので、この辺に

させていただきます。

　パネラーの方には、一言ずついただく時

間しかとれないようになってきました。

　稲次先生や三宅さん達のお話にもありま

したが、ちょうど世代が変わってきて、そ

の中でいかに語り継いでいくかといういう

その一番基本的なところと、その中でいか

に施設を活かしていくのかという２つのこ

とが大きな課題としてでてきたように思い

ます。

　先ほどの佐々木さんのお話にありました

が、いろんな工夫の仕方があって、それぞ

れの地域ごとやその文化に根ざしたあり方

があるようにも思います。

　そういう点で、補足も含めて、考えると

ころをしゃべっていただきます。さらに他

の皆様にも意見を聞いていくという形で、

すすめさせていただきたいと思います。高

岡先生から、報告の順番にお願いします。

高岡：具体的な活用の方向性というのは、

佐々木さん等でまたお話されると思いま

す。僕のほうから、いくつかという事であ

れば、鶉野飛行場とその周辺の施設群で

す。これが持っている歴史的な価値という

のはきわめて大きいです。

　戦争を経験された方が急速に亡くなりつ

つあって、われわれもおそらく、父親、母

親世代が、ごく普通に戦争を知っていまし

た。そういう世代がいなくなって、じゃあ

残っているものがどれだけあるかという

と、実はほとんど残っていないんです。

　掩体壕なんかもあることはある。いくつ

か断片的にはあるんですが、鶉野の施設群

というのは、まとまって残っている。ほと

んど奇跡に近いと思います。こういうもの

をぜひやはり残していっていただきたいと

いうのが、切なる希望であります。

　具体的なところでいうと、まずお願いし

たいのは、市としての文化財指定。そこか

らまず始まっていくんだろうと思います。

　僕は個人的な感じでいうと、鶉野の戦争

遺跡、飛行場遺跡は国の史跡として指定さ

れる価値があり、実は可能性はあると思い

ます。戦争遺跡で国の史跡というのはまだ

あまり例はありませんけれども、それだけ

の価値は十分持っているものだと思ってい

ます。

　それから、やはり情報発信です。インター

ネット等では現在市のホームページなんか

でもだしておりますけれども、例えば上谷
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さんが保存会で出されたあの本です。とて

もいい本なんですけど、残念ながら手に入

らない。ご本人さんの手元にも残部がない

し、古書店にもありません。県の図書館に

ようやくあるというぐらいです。

　これは、もし外に出れば絶対売れるんで

す。この手の本っていうのは、軍事の世界

にはマニアがいますので、出れば確実にこ

れ売れる本です。残念ながら出てること自

体知られていないです。やっぱり情報発信

という形でやっていただきたいです。

　それから、観光、活用の話で地域まるご

と歴史遺産みたいな話です。一つは加西で

考えてもらえばいいんですが、もう少し広

域でも考えてもらうべきだと思います。兵

庫県はどうしているのかわからないですけ

ど、軍事遺跡、戦争遺跡でいえば加東郡も

加古郡も含めていっぱいあるんですけど、

鶉野は姫路航空隊で、姫路から紫電改を運

んできており、実は近いんです。

　姫路城は世界遺産です。円教寺も歴史遺

産です。そういうものにうまく引っ付けて

いくことにより、鶉野飛行場もかなり大き

な観光遺産になるのではないかなと思いま

す。

　いろいろと他にもありますが、とりあえ

ず僕の方からの勝手な提言は以上です。

奥村：はい、ありがとうございました。上

谷さん、よろしくお願いします。

上谷：先ほど、前の鶉野上の区長の田中さ

んが非常におもしろい話をされました。

　鶉野の滑走路は戦争中は海軍航空隊の滑

走路とは違うんです。あれは川西航空機の

紫電、紫電改という戦闘機のテスト用の滑

走路です。海軍航空隊の滑走路は、今の神

戸大学の東側のあたりから奉天池の方に

向かって、幅 100 ｍの 1,500 ｍの滑走路

でした。艦上攻撃機といいまして、魚雷を

抱いて飛ぶ飛行機の練習航空隊の練習生が

使っていたんですけれども、非常に幅の広

い、土を転圧した滑走路です。

　先ほど田中さんが紫電改を見てきたと言

われましたが、愛媛県の宇和島からまだ少

し南へ行った城辺という町の山の頂上に、

海に落ちた紫電改を引き上げまして、現在

の新明和工業と地元愛媛県とで保存しよう

という取り組みをしております。

　あそこは戦闘機が墜落した場所。本来は

その飛行機が所属したのは松山航空隊とい

いまして、現在の松山空港にあった航空隊

の所属する第３４３海軍航空隊の所属の飛

行機でした。その飛行機を造ったのが、鳴

尾と鶉野の２ヶ所でした。

　田中さんが言われるように、私もこの地

域の活性化で、あの飛行機をここに持って

きたいと思っています。ある方は、現在ア

メリカで保存されている紫電改の３機のう

ち１機でも返してくれたらな、というよう

な希望も言われていました。あの川西で、

飛行機の製造に携わった人たちは、加西市

にもたくさんおられます。だからそういう

思いは、本当に強いものがあります。

　この紫電改は太平洋戦争の末期に本当に

日本海軍の、また日本国の起死回生をかけ

たという、戦記のなかでもヒーローとして

残っております。だからその飛行機をやっ

ぱり近くに置いておきたいと思います。

　それから、北条鉄道です。長駅、播磨下

里駅、それから法華口駅という３つの駅

は、当時のそのままで残っております。こ
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の駅と飛行場跡とを観光資源として結びつ

ければと考えています。

　写真で報告しましたが、その道をたどっ

て行くと飛行場へ非常に近く行けます。鶉

野南の交差点から行きますと２．５キロほ

どで滑走路に至るんですが、この道から行

きますと１．８km ぐらいで滑走路にたど

りつきます。そういうところもふまえて、

全国でも珍しい戦争遺跡の見れる駅といえ

ます。

　法華口駅には、昨年２月中旬に NHK が

取材に来ました。全国木造駅舎の旅という

題で、兵庫県では城崎駅をはじめ３ヶ所、

鶉野の法華口駅が取材の対象になりまし

た。８月に全国いっせいに放映され、また、

DVD になって皆さんのお目にかかります。

私が時折、駅の方に行きますと、テレビで

見て、訪れましたという方も何名かおられ

ます。鉄道マニアもあの駅のことを非常に

興味を持っております。だから駅と飛行場

跡とのゾーンを、ある程度きちっとしたも

のにすればよいと思います。

　先日来、神姫観光と市のふるさと営業課

で企画をしまして、５回にわたり鶉野飛行

場を見るというバスツアーを行いました。

１回のツアーで４５名を募集しましたが、

５回とも満席、まだ今もキャンセル待ちを

されている方もおるという事で、その５回

とも私はガイドをしました。参加者の皆さ

ん、こういうものが今現に残っているんだ

と、非常に感動されます。

　戦争についていろいろと叫ばれる今日、

こういう現物のものがあるということを

やっぱり広く皆さんに見て欲しいと思いま

す。戦争の経験者という方は、もう８３歳、

８５歳というような方ばかりになりまし

た。戦争に関する現物がほとんど見られな

い今日、子供たちにもそういうものを見て

いただくような企画を市のほうでも考えて

いただければとおもいますし、全国にこう

いうものがあるという事を加西市が PR し

ていかなければいけないんじゃないかと思

い、私もその一助として、協力させていた

だいております。

　先ほどの戦闘機の話も、映画のロケー

ションでよく本物の飛行機に近いものを

造って映画に使っております。そういう一

分の一というような実物大の戦闘機の模型

でも、鶉野の滑走路で展示し、戦争中ここ

でこういう風に使われたという事を見せれ

ば、見に来る人も非常に増えると思いま

す。また、全国から来るほとんどの方が、

鉄道にも乗られると思います。

　これもひとつのＰＲじゃないかと、田中

さんが先ほど言われたようなことから感じ

とりました。

奥村：どうもありがとうございました。は

い、佐々木さんお願いします。

佐々木：先ほど、稲次先生から語り継ぎと

いう事で、今までであれば、家へ帰ってお

じいちゃん、おばあちゃんに話を聞いてき

てもらえばよかったとおっしゃいました。

　実は千葉県、安房の文化遺跡フォーラム

のところで、私がお聞きしましたときに、

子供さんたちが一番話に乗ってくる、そう

言い方はおかしいですけれども、自分のも

のとして考える話は、戦争中に花作りが禁

止されていた話だそうです。食料供出が一

番であるから、花作りのようなぜいたくな

ものはだめだった。そして花の種を持って
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いる人は非国民だと言われた。しかしその

千葉、安房のあたりで、それをこっそりと

いう言い方はおかしいですけれど、持って

いた人がいた。そしてそれは、戦争が終わっ

て、東京の方で花が欲しがられるように

なったときに、非常に飛ぶように売れて、

千葉のそのあたりの復興の原動力になった

という話です。

　子供たちは、今普通に売られている花

が、それが禁止される事が戦争中だったの

かという事で、非常に自分のことのように

話がわかった、それに非常に話が食いつい

てきた。どんなにいろんなことを言っても

なかなかピンとこなかった子供たちがそれ

に、ああそういう時代だったのかと思いい

たった、という話をされました。

　つまり、戦争のものだけでは話は伝わら

ないという話です。今生きている自分たち

の生活と結びついた時に伝わる。

　ですから、今だから、私たちがこの地域

に残っている、その当時の苦労された話で

すとか、直接戦争に関係のないような話で

も、戦争中だからこんなことがあったんだ

ろうかと、周辺の話でもいろんな話を語り

継ぐといいますか、掘り起こして、そして、

それを蓄積していく。そのようなことが必

要なのではないかなと、思いました。

　安房の国の NPO のすばらしいところは、

ずっと皆さんが勉強といいますか、学習、

あるいは NPO の皆さん自身が調べて、ずっ

と知識をためていっておられる。そういう

ような活動が、細々とでも息長くできたら

と思っております。

奥村：どうもありがとうございました。坂

江さんお願いいたします。

坂江：先ほどもお話しましたが、加西市の

歴史につきましては、「加西市史」の執筆

の時は、古代史だけの、やや狭い視野だけ

で勉強しておりました。しかし今回のこの

企画に参加して、改めて加西市域の歴史の

豊かさをひしひしと感じた次第です。

　播磨という地域には、古代の「風土記」

が残っておりますから、古代の地域史を掘

り起こす素材は豊富ともいえます。しかし

加西にはそれにプラスして、古墳もある

し、廃寺もあるし、五百羅漢もあります。

さらに巡礼の問題も絡んできます。今後は

このような地域住民の「生活」に密着した

身近な歴史遺産をドンドン掘り起こしてい

く必要があると思われます。

　もちろん近代になってからの戦争遺跡も

重要なんですけれども、さまざまな角度か

ら、地域の生活に関わるかかわった歴史を

総合的に掘り起こすと、いろんな人が参加

できる地域づくりが可能になるのではない

でしょうか。戦争遺跡を 1 つの軸としつつ、

地域全体の歴史を見直すという方向性で、

今後地域づくりをやっていくべきだと考え

ます。以上です。

奥村：はい、ありがとうございました。

　今まで歴史に関係する方々を中心に話を

してきました。神戸大学では、大学とし

て、いろんな形で地域連携をおこなってい

こうと考えています。今回も、ちょうどこ

の遺産がたくさん神戸大学の食資源教育研

究センターの中に残っています。さまざま

課題もあるかと思いますが、われわれも一

緒に考えていきたいと思っています。伊藤

先生から、少しご意見をいただければ思い
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ます。よろしくお願いします。

　伊藤一幸　（神戸大学食資源教育研究セ

ンター長）

伊藤：はい、皆さん

こんにちは。私、今

日始めてお話させて

いただくので、少し

長くなるかもしれま

せんが、ご容赦くだ

さい。

　神戸大学農学部であそこを現在使ってい

ます。名前は今おっしゃっていただきまし

た、ややこしい食資源教育研究センターと

いう名前ですが、昔の附属農場です。

　少し歴史の話をしますと、昨年で私ども

神戸大学農学部は６０年経ちましたが、お

よそ４５年前に県立の兵庫農科大学から神

戸大学農学部になりました。

　そのときに鶉野に施設をつくって牛を飼

い始め、そして水田をつくり、果樹園をつ

くりました。それが現在、神戸大学の唯一

の農場として活動しております。学生も

１５名ほどあそこで研究しておりますし、

そして農場実習、牧場実習というのを中心

に、教育のために使われています。

　少しそういう話をしますとびっくりされ

るのですが、例えば昨年、枝肉共励会に

出した黒毛和牛が優秀賞という事で１頭

１８０万円というような値段で神戸大学

ビーフとして売れたりすることもありまし

た。また、神戸大丸の食品売り場でピオー

ネを一房５００円で売れるとか、あるいは

さっきの牛はどこで売ってるかっていう

と、東京の日本橋の三越本店で１グラム１

ドルという値段で売ってるというくらいの

話で、現在きちっと活用しております。

　今日、私がここに呼ばれた最大の要因

は、お前らの使ってる土地は非常に由緒正

しい所だし、しっかりとその話を聞いて帰

りなさいということで、たぶんここに呼ば

れたんだろうと思います。

　まちづくりのために使う必要は十分あり

ますし、われわれも協力できるところは協

力しなければなりません。ですが、正直な

ところ、昨年は鳥インフルエンザ、今年は

口蹄疫というような形で、市民の皆様に簡

単に入っていただくわけにはいかないとい

う事情があるということを、おくみ取りい

ただきたいと思います。業務に支障のない

範囲で何とか、ご協力はさせていただきた

いと思っております。

　それは、神戸大学とこの市との連携協力

もありますし、私自身も農学研究科地域連

携センターの副センター長をつとめており

ますので、なるべく開かれた大学という形

をとりたいと思います。ですが、この４５

年間の間に何をしてきたかというと、自分

らでは掘りあげられない滑走路とかエプロ

ンを大事に守ってきたと言えば聞こえはい

いのですが、本当のところは、掘れなかっ

たので残っているというような状態です。

　上手く活用しなければならないと思いま

すし、われわれが学生のために危ないと

思ってすっかり埋めてしまった、圃場から

出た石で防空壕を埋めてしまったようなと

ころもあります。そういうところをこれか

ら、だんだんに、ボランティアの力を使っ

て掘りおこすなりなんなりして、何らかの

形で公開できるようになればとも思いま

す。
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　実際に動き始めると、いろいろぶつかる

ことがあろうかと思いますが、何とか前向

きに考えていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。

奥村：どうもありがとうございました。

　食資源教育研究センターでは、秋の収穫

祭のときなどに地元の方にも来ていただい

たり、トライヤルウイークなど、地元の中

学の授業などでも使っていただいていま

す。私どももいろいろ皆さんと知恵出し

合っていければと考えています。

　このシンポジウムのとりまとめをおこな

う時間がやってまいりました。実はもう時

間がほとんどございません。市長には最後

にまとめてお伺いしたいと思っています。

パネラーの方で言い落としたこととか、こ

れだけは言っておきたいっていうようなこ

とが一言ございましたら、発言をお願いし

ます。

　

高岡：一言よけいなことを。第一次大戦時

の戦争遺跡という事で、ちょっと言い落と

したことがありました。

　加西の場合には、青野ヶ原捕虜収容所が

あります。第一次大戦時のドイツ兵の捕虜

収容施設ですが、これは小野市史のときに

調べたら、加西市の側に当時の捕虜収容所

の建物が残っているということがわかりま

した。もう壊されるということで、神戸大

を通じて要請していただき、保存していた

だいています。

　ドイツ兵の捕虜収容所は、徳島が有名で

す。ドイツ館というような観光資源になっ

ていますけれど、建物が現存するのは関西

では唯一です。しかもそれに関連する史料

も出てきてます。青野原に収容されていた

のは、オーストリアの海軍の兵隊さんで、

もっぱら小野市のほうが、いろいろとオー

ストリアと交流したりしていますが、建物

自体は加西なんです。

　ついでに言うと小野市ですが、戦車第６

連隊というのがありました。実は日本の陸

軍で唯一活躍した戦車隊で、マレー迎激戦

で活躍してます。ちなみにその部隊は司馬

遼太郎が入隊した部隊です。

　そういう意味で言うと、やっぱり小野か

ら青野ヶ原、加西にかけ、軍事施設がいろ

んな時期を通じて集中しているわけです。

それを上手くつないで、保存ならびに情報

発信をしていく工夫が、実はあまりされて

いません。そういうつながりがあるという

のを強調しておきたいと思います。

奥村：どうもありがとうございました。

　いくつか課題が出ています。いかに語り

継いでいくのかということなど、まだまだ

課題が多いように思われます。

　高岡さんが最初に言われたことともつな

がりますが、阪神・淡路大震災の資料を市

民の皆さんに見ていただくということをお

こなおうとすると、現物はもうほとんど

残っていません。いわゆる、非常に悲惨な

記憶に関するようなさまざまな歴史遺産は

残りにくいのです。逆に言うと、鶉野には

非常に貴重な遺産が残っています。

　今日は話にでてきませんでしたが、鶉野

飛行場跡地での戦後の開拓が非常に大変

だったことも、地域の方々の記憶のなかに

残っていることと思います。語り継ぐとい

うときにはやはり、さまざまなことが重層

的にいろんな深まりを持って、語りつがれ
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ていきます。そういう意味でも、佐々木さ

んが言われました、千葉県館山の例なんか

非常に興味深い事例だと思います。加西で

市史ができましたから、豊かな歴史遺産が

明らかになってきました。これらを利用で

きる可能性がこれから広まっていくかと思

われます。

　いろんなご意見を調整する必要があり、

いろいろ課題はあるかと思われます。最後

にこの難しい課題に対して、市長から総括

的なご意見をいただければと思います。よ

ろしくお願いします。

市長：本日のシンポジウムが開催できまし

たのも、三宅会長はじめ保存会の皆さんや

上谷さんの 15 年以上にわたる市井の研究

の結果が大きな足掛りとなっていると思い

ます。上谷さんは高砂市民でありながら加

西市民以上に加西をご存知で、北条鉄道の

ボランティア部長として鶉野飛行場の最寄

駅法華口駅の駅長も引き受けていただいて

おります。 

　ふるさと加西の再生のためには、今ある

地域の資源を発掘活用し、自らの強み・独

自性・オリジナリティは何なのか自覚する

ことが大切です。戦争遺産だけでなく、加

西には日本最古の石仏像や約 400 基の古

墳など、金銭に換算できない膨大な遺産・

資産がたくさんあります。またそれらが今

月まで継承されてきたことは大変素晴しい

ことです。佐々木先生のお話にありました

が、「地域丸ごと博物館」を加西市でも是

非実現したいと考えます。

　教科書で学ぶ歴史や生物など、加西には

実物や実際の自然現象が目の前にありま

す。上谷さんの発表ではじめて知りました

が、紫電改を進駐米軍が横須賀に輸送する

際に搭乗した 3 名のパイロットがまだ存

命とのこと。松山にも生き証人がいらっ

しゃる由。是非話を聞き、映像でも残して

おきたいです。高岡先生からお話のあった

国の史跡として指定してもらうことも働き

かけたいと思います。 

　スミソニアン博物館などには紫電改が展

示されていますが、復元やデモ飛行や返還

交渉を検討したいと思います。飛行場跡は

細長い地形で道路や電気、上下水道など基

盤整備もされておらず、それ単体では利用

しづらいと考えます。跡地を細分化してあ

りきたりの工場を誘致するのではなく、三

洋電機の創エネ・蓄エネ技術の関連ではメ

ガソーラーを設置、スマートシティ、すな

わちスマートグリッドのまちづくりを進め

たいと思っています。 

　平成 9 年から加西市史の編纂事業がス

タートし、平成 14 年から書籍としての刊

行が始まりました。お陰様で、今年度末発

行予定の「第二巻　本編 2（近世・近現代）」

が最終巻となりますけれども、旧三町が合

併した頃までの市史で終わっております。

　今回の研究の成果を市史の最終巻に盛り

込むべきであると痛感しました。また、市

史を編纂刊行することで終わることなく、

むしろこれをいかに未来に活かしていく

か。市民の知的関心を満たすだけで終わら

せないでふるさとを知り、歴史に学び、残

された歴史遺産・文化遺産を活用して教育

やツーリズムに活かすなど、新たな加西市

を創造し、未来を切り拓いていくことが大

きな課題であると先生方のお話を拝聴して

感じた次第です。 
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奥村：どうもありがとうございました。

　なお、この戦争遺産の話というのは、長

い間のさまざまな方の活動のうえに成り

立っております。今後もそれを活かしてさ

らにすすめていくということが、一番その

基礎になります。それをいかに行政や私た

ちの神戸大学がサポート支援できるかとい

うことも大きな課題になっていくかと思っ

ております。

　まだ始まったばかりといってもいいと思

います。今後もいろんな形で、皆さまとと

もにこの遺跡をこののち活用していく方法

を考えていきたいと思っております。今後

もよろしくお願いいたします。

　今日はどうもありがとうございました。

どうも、講師の先生方ありがとうございま

した。皆さんどうもありがとうございまし

た。

司会：ありがとうございました。それでは

閉会にあたりまして、教育長吉田よりご挨

拶を申し上げます。

閉会挨拶
　吉田廣（加西市教育長）

教育長：本日、鶉野

飛行場関係の歴史シ

ンポジウムの開催に

際しまして、講演、

報告をいただきまし

た 先 生 方、 パ ネ ル

ディスカッションで

貴重な意見をいただ

きました先生方をはじめ、会場にお越しい

ただいた参加者の皆さんに、厚くお礼を申

し上げます。

　保存会の三宅会長も申されたと思います

けれども、本日こういう会が開催できたの

も、三宅会長、上谷様、そして保存会の皆

さん、研究者の皆さん、そして地元町の皆

さんの、これまでの大変な努力があったか

らこそと思います。今後とも、いろいろお

世話になりますけれども、よろしくお願い

したいと思います。

　私事になりますが、私の家から、ちょう

ど西を見ると、鶉野飛行場の空が見えるん

です。小さいとき母親から私に、その戦争

のときのすごさを教えてもらったことを今

でも覚えています。

　飛行機が鶉野飛行場をめがけて爆撃をし

たときに、私の家から見た飛行場が、真っ

赤に染まっており、非常に怖かった、思わ

ず自分の家の防空壕に入った、ということ

を本当に忘れられない、と母親から聞かさ

れました。そのときに、平和というものの

大事さをあらためて感じたわけでありま

す。

　北条高校の先生もおっしゃいましたが、

戦後６０数年経過しますと、本当に戦争と

いうものを感じること、戦争の悲惨さ、そ

してまた平和の大事さというものを感じて

いく、そういうことが風化しつつあると思

います。

　事実に触れて、目で見て、手で触って、

自分で体ごと感じることによって、平和を

愛する心っていうのは、私は生まれてくる

と思っております。

　また、われわれ高齢者は、今、知ってい

ること、聞いたこと、そして、そういうも

のを次代に伝えていく責務があると思いま

す。これはそれぞれの場であると思います
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が、ご参加の皆さんも今後とも、いろんな

形で若い世代に伝えていく、そういうとき

に飛行場跡も活用いただいたら、非常にあ

りがたいと思います。

　今後、この会場でいろいろ教えていただ

きましたことを教育、そしてまたまちづく

りに活かしていきたいと思います。

　本日は講師の先生方、本当にありがとう

ございました。また、会場の皆様方も、あ

りがとうございました。

司会：これでシンポジウムを終了いたしま

す。最後になりましたが、今日、コーディ

ネーターをつとめていただきました奥村先

生をはじめ、各パネリストの先生方に拍手

でお礼にかえたいと思います。よろしくお

願いします。

　ありがとうございました。それでは皆様

方これで終了いたします。気をつけてお帰

りくださいませ。

[ シンポジウム記録集は、各発表者が発表内容に加筆修正を行ったものであるが、上谷昭夫氏及び

会場発表者については、編集者により発表内容に加筆修正を行い掲載したものである。]

ロビー特別展示風景
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当日配布シンポジウム資料
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第２部

鶉野飛行場関係歴史遺産

基礎調査報告書
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第 1 章　はじめに

１　調査に至る経過

　加西市は、兵庫県南部の内陸部に位置する。市域の南部、

鶉野町を中心としたところに、第二次大戦中に姫路海軍航

空隊基地、川西航空機鶉野工場が造られた。当時の鶉野飛

行場滑走路は現在も残り、防衛省（陸上自衛隊青野ヶ原駐

屯地）により管理されている。また周辺には今なお防空壕

などの基地施設が数多く残り、地域の開発と保存活用が行

政課題のひとつとなっている。

　この行政課題は、平成 18 年度に策定された加西市第 1

次改革マニフェストに「鶉野飛行場跡地の有効活用」とし

てとりあげられ、行政の取り組みが進められた。平成 19

年度には、防衛省に滑走路跡地の払い下げについて要望を

あげた。また、市民からは跡地利用についてパブリックコ

メントを求め、35 名から 42 件、防災施設、運動公園、住宅地、道の駅、平和祈念館な

どの利用提案を受けている。平成 20 年度には、官学連携により東洋大学から飛行場跡地

の利用の検討がなされ、次世代エネルギーパークなどの活用提言を受けた。また、地元鶉

野上、中、南の３町による鶉野飛行場跡地利用協議会において勉強会を開催し、地元の意

向、要望等について聴取を行っている。

　跡地活用を検討する上で、鶉野飛行場跡の歴史文化遺産としての側面は重要である。鶉

野飛行場跡については、十数年来、地元住民が中心となる「鶉野平和祈念の碑苑保存会」

が結成され、調査活動等が地道に行われていた。教育委員会では、保存会の調査成果等を

参考にし、歴史遺産としての再評価をする学術的な基礎調査を実施することとなった。

　基礎調査は、鶉野飛行場跡の一画に神戸大学農学部附属食資源教育研究センターが所在

し、構内に数多くの基地施設が遺存していることから、神戸大学の協力を得て、平成 20

年度より 3 ヵ年の共同研究として取り組むことになった。

　なお、平成 22 年度には、市観光部局による鶉野飛行場跡をめぐる「戦争遺産バスツアー」

企画など、歴史遺産を観光資源として活用していく取り組みなども始まっている。

２　共同研究の概要と体制　

　(1) 研究題目　  鶉野飛行場（旧姫路海軍航空隊基地）関係歴史遺産基礎調査

　(2) 所在地　  　兵庫県加西市鶉野町ほか

　(3) 研究目的　  第二次大戦時に建設された鶉野飛行場に関する基礎調査を実施すること

　　　　　　　により、歴史遺産の学術的な評価を確立し、調査成果を近現代史の学術資

　　　　　　　料ならびに歴史遺産の活用に関する基礎資料として供することを目的とす

図 1　鶉野飛行場位置図
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　　　　　　　る。あわせて、地域資料の重要性を市民に伝える普及事業も実施する。

　(4) 調査項目　  文献調査・聞き取り調査・施設測量調査・戦争遺跡活用事例調査

　(5) 調査体制　  神戸大学（人文学研究科地域連携センター・地域連携推進室）

　　　　　　　　　　奥村　弘　　（神戸大学大学院人文学研究科教授）

　　　　　　　　　　佐々木和子　（地域連携推進室研究員）　　　

　　　　　　　　　　坂江　渉　　（神戸大学大学院人文学研究科特命准教授）

　　　　　　　　加西市（加西市教育委員会自己実現サポート課）　

　　　　　　　　　　八巻一雄　　（加西市教育長　～平成 22 年 9 月）

　　　　　　　　　　吉田　廣　　（加西市教育長　平成 22 年 10 月～）

　　　　　　　　　　立花　聡　　（加西市教育委員会自己実現サポート課長）

　　　　　　　　　　森　幸三　　（加西市教育委員会自己実現サポート課長補佐）

３　調査の概要

　(1) 平成 20 年度調査　（平成 21 年 1 月～ 3 月）

　　文献調査　　　防衛研究所史料閲覧室・財団法人大阪国際平和センターほか

　　聞き取り調査　対象者　藤原昭三氏（内務省姫路施設工事事務所勤務者）

　　施設測量調査　遺存施設分布調査

　　普及事業　　　講演会「戦争遺跡調査と鶉野飛行場」佐々木和子（神戸大学）

　　　　　　　　　鶉野歴史ウォーキング「第 6 回加西ロマンの里ウォーキング」

　(2) 平成 21 年度調査　（平成 21 年７月～平成 22 年 3 月）

　　文献調査　　　神戸大学百年史編集室・兵庫県県政資料館

　　　　　　　　　防衛研究所史料閲覧室・国立国会図書館ほか　

　　施設測量調査　予備調査・実測調査（地下倉庫ほか 5 施設）

　　普及事業　　　北条高校総合学習による戦争遺跡見学会

　(3) 平成 22 年度調査　（平成 22 年７月～平成 23 年 3 月）

　　文献調査　　　防衛研究所史料閲覧室・国立国会図書館・神戸大学百年史編集室ほか

　　聞き取り調査　対象者　上谷昭夫氏（鶉野平和祈念の碑苑保存会）

　　戦争遺跡活用　千葉県館山市　赤山地下壕跡関連戦争遺跡

　　　　事例調査　大分県宇佐市　宇佐海軍航空隊関連戦争遺跡

　　普及事業　　　歴史文化遺産活用シンポジウム　

　　刊行事業　　　鶉野飛行場跡戦争遺産ガイドブック

　　　　　　　　　鶉野飛行場関係歴史遺産活用シンポジウム記録集・基礎調査報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森）
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第 2 章　鶉野飛行場跡の歴史

１　姫路海軍航空隊基地

　1942 年（昭和 17）6 月のミッドウェー作戦の失敗により、日本海軍は戦場での制空権

の重要性を認識し、同年秋、パイロットを急遽養成するため、基地航空兵力の増隊を決定

した。同年 10 月、作戦航空隊は番号航空隊に改正され、地名を冠した練習航空隊と分け

られた。

　姫路海軍航空隊（通称「姫空」）は、1943 年（昭和 18）10 月に加西郡九会村に開隊し

た。同じ日、美保（予科練）、第２相模野（整備）、松山（予科練）航空隊などが開隊して

いる。姫空は、実用訓練をおこなう練習部隊であった。初級、中級訓練を終えた練習生が、

艦上攻撃機、練習機による実用教程を終え、全国の航空隊に赴任していった。

　それに先立つ同年三月、基地の建設工事がはじまった。工事建設のため、内務省姫路施

設工事事務所が設置された。敷地内（鶉野、中野、下宮木）にあった 100 戸余りの住宅

や九会国民学校（現小学校）の移転も余儀なくされている。

　工事は、人力でおこなわれた。付近の小高い丘を削り、池を埋めたてた。丘はツルハシ

で削り、土の運搬にはレールを引いてトロッコを使用した。この工事には、朝鮮人の労

働者、近隣の加西郡、加東郡などからの勤労奉仕団が従事した。従来であれば、10 年か

かるものを「半年乃至 1 年」で建設することになった。当初の計画によると、毎日 3,000

人の必要人員のうち、1,000 人が朝鮮人、1,000 人が加東郡、加西郡からの「自由出役者」、

残り 1,000 人が兵庫県下からの勤労報国隊が従事することとされた。地元では、「父は戸

主会から、母は婦人会から、私は女子青年からと、定められた日になると例え田畑が多忙

でも」「出勤しないと非国民」と言われる割当だった。九月には一部使用が開始された。

　航空隊員には、基地周辺の民家に「下宿」が準備された。外出日に立ち寄り、加西の人

達と航空隊員の交流がおこなわれた。

　1945 年 2 月、戦局の悪化に伴い、実用教程練習航空隊からも特別攻撃隊が編制される

ことになり、姫空からも志願者が募られた。特攻隊は白鷺隊と名づけられ、3 月には大分

県宇佐海軍航空隊へ進出した。4 月には沖縄戦支援のために 6 回にわたって鹿児島県串良

基地から出撃し、63 名が戦死した。姫空が閉隊されたのは、45 年 5 月 5 日、この日第

五航空艦隊に編入され、その短い歴史を閉じた。

　一方、航空基地は、「緊急作戦実施施設工事」として、飯盛山（現フラワーセンター）

にトンネルを掘り、誘導路の整備をおこない、本土決戦に備えた。工事は、第 3112 設営

隊が担当した。奈良空練習生も飛行機で訓練するのではなく、土木作業に従事した。作業

は、一日三交代の突貫工事だった。終戦時には、飯盛山に 5 本のトンネルが掘られ、居住区、

戦闘指揮所などが設けられた。
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図２　基地造成前後の比較（国土地理院発行 2 万 5 千分１地形図より抜粋）
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図３　姫路海軍航空隊基地概要図　（防衛研究所図書館蔵）
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写真１　今に残る鶉野飛行場滑走路跡

写真２　鶉野飛行場で飛行訓練に使用された戦闘機

( 上 ) 九七式艦上攻撃機 11 型　( 下 ) 天山 12 型　　写真提供：上谷昭夫
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図４　姫路海軍航空隊基地建物概要図      

 （史料名：航空基地図（本土関係）姫路航空隊其三　　　防衛研究所図書館蔵）

２

１
17

16

15

14

13

12

11

10

９８

７

５

４
３

６

１　便所
　　燃料油庫
　　自動車庫
　　自動車庫
　　自転車置場　　　　　　
２　衛兵詰所及面会所
　　□□□
　　□□□　　　　　　　
３　庁（二階）舎
　　×
　　士官室
　　物干場　　　　　　　
４　露場
　　気象観測所
　　気象作業水素瓶格納所
　　道場

５　兵（二階）舎
　　便所
　　洗面所
　　物干場
　　烹炊所
　　×
　　便所
　　洗面所
　　物干場
　　兵舎　　　　　
６　×
　　煙突
　　気缶場
　　石炭置場
　　灰捨場

７　×
　　×
　　×　　　　　　　　　　　　　　　
８　兵舎兼講堂兼航空機爆撃演習講堂
　　計器操縦演習場　　　　　　　　　
９　×
　　×
　　ジュラルミン熱処理所　　　　　　　
10　×
　　便所
　　作業員休憩所及湯沸場
　　指揮所　　　　　　　　　　　　　
11　×
　　 ×　　　　　　　　　　　　　　　
12　飛行機格納庫

18

18　地名　　　姫路航空隊
　　 滑走路　　混　六○×一二○○　一
　　　　　　　 土質　　　粘土
　　 運搬路　　三○×八○○○
　　　　　　　 一部中央□□マカダム（未完成）
　

13　各科倉庫　　　　　　
14　便所　　　　　　　　
　　作業員休憩所及湯沸場
　　指揮所
　　飛行機格納庫　　　　
15　×
　　便所　　　　　　　　
16　×
　　便所
　　作業員休憩所及湯沸場
　　×　　　　　　　　　
17　送信所

　　　　（×印は解体建物）

掩体　　　無蓋　　五五
格納庫　　木　四○×一二○　二棟
居住施設　約六二○○平米　一二〇〇人
給水設備　井戸　　二
　　　　　一日給水能力各　一五○屯
　　　　　第二給水源は濾過使用

電気設備　動　一○○キロ
　　　　　照　一二○キロ
記事　　　瓦斯設備ナシ
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◎史料にみる基地の概要データ

位置：兵庫県加西郡下里村　　　基地名：姫路

最寄り駅よりの方位（距離　粁）：播丹線法華口駅　N5

建設の年：1943　　　飛行場：1,200 × 60　混、1,200 × 200 のもの 2 本

用地面積（除飛行場）：9,157㎡　　　格納庫：庁舎 2,092㎡、兵舎 8,919㎡

収容施設：工　1,580㎡、倉　1,454㎡　　　工場倉庫：1,756㎡

主要桟隊数：小型　　　主任務：教育、作戦

隧道並に地下施設

　居住、倉庫、工場、燃料、爆弾：居（1,500 平米）、指、通、爆、燃、工倉、運搬路 8,000m

　掩体：中型 10、小型 45、隧道　300 平米

　　　　　　　　　　（史料名：大東亜戦時における航空基地一覧表　海軍航空基地諸元調査表

　　　　　　　　　　　　　　  　大阪警備府航空基地関係より抜粋　　　防衛研究所図書館蔵）

写真４　姫路海軍航空隊基地庁舎　　（写真提供：上谷昭夫）

写真３　姫路海軍航空隊基地全景（昭和 22 年撮影）

   　　　（米軍撮影空中写真より抜粋　　国土地理院蔵）　

写真５　兵舎から見た衛兵詰所

　　　　（写真提供：上谷昭夫）
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２　川西航空機株式会社鶉野工場

　川西航空機株式会社は、現在の新明和工業株式会社（本社宝塚市）である。戦前は、兵

庫県西宮市に本社のある海軍機をつくる飛行機会社であった。川西は、1928 年（昭和 3）

11 月、川西機械製作所飛行機部から事業を継承し設立された（本社神戸市）。1930 年には、

本社と工場を武庫郡鳴尾村（現西宮市）に移し、海軍指定工場として、フロート水上機（水

上機）や飛行艇の製造をおこなった。

　日中戦争がはじまると、海軍主導で、川西は急激に生産力を拡大していった。1939 年（昭

和 14 年）6 月、甲南製作所を、続いて翌 40 年に宝塚製作所、42 年 7 月には、播但線京

口駅近くにあった日本毛織姫路工場の建物を転用し、姫路製作所（姫路市天神町、現城東

町が設立された。日本毛織の従業員の多くは、そのまま戦闘機の製造に従事した。

　姫路製作所では、鳴尾製作所から技術者を招き、紫電・紫電改の量産に備えた。姫路製

作所には、完成した飛行機を飛ばす飛行場がなかった。そこで、加西郡九会村（現加西市

鶉野町）に建設された姫路海軍飛行場の西に組立工場を建てたのである。

　鶉野工場は、1944 年（昭和 19）12 月に姫路製作所）の組立工場として開設された。

姫路で作られた機体を、馬力などを使い鶉野に運び、最終組み立てをおこなった。その後、

鶉野飛行場で川西航空機のテストパイロットの試験飛行をおこない、完成した機は海軍に

引き渡された。さらに、同飛行場で、海軍の搭乗員による試験飛行を経て、実戦部隊に引

き渡された。終戦までに姫路製作所では、紫電 466 機、紫電改 44 機を製造した。

図５　川西航空機工場の概要図       

（史料名：米国戦略爆撃調査団資料　　　米国国立公文書館蔵）　　
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　45 年（昭和 20）2 月 23 日、第 316 設営隊が宮崎県から北条町に到着した。同隊は北

条高等女学校、北条国民学校を宿舎に、北条（保木山）に川西航空機の疎開工場を建設した。

北条工場は、北条町横尾の山の斜面を掘った半地下壕だった。同工場に一部工作機械が運

び込まれたところで、終戦をむかえた。そのほか、米国戦略爆撃調査団報告書には、段下、

笠松などに疎開工場を作ったと記録が残っている。

３　紫電・紫電改

　川西航空機は、大きくわけて大型飛行艇グループと小型機グループの二種類の水上機を

製造する海軍の飛行機会社であった。

　1941 年（昭和 16）12 月、アジア太平洋戦争の勃発とともに、川西は局地迎撃戦闘機

の開発にのりだす。完成間近な高速水上戦闘機「強風」を改造して、陸上機にすることが

考えだされたのである。同機では、摩擦抵抗を少なくする層流翼、空戦能力をあげるため

の自動空戦フラップなど新しい技術が取り入れられていた。これに中島製 2,000 馬力エ

ンジン「誉」を搭載し、フロートを引込脚にする 2 点に絞って、設計変更がおこなわれた。

また、主翼下に 20㎜機銃 2 挺、機首に 7.7㎜ 2 艇が装備された。

　翌 42 年 12 月、川西初の陸上戦闘機の初飛行が、陸軍管轄下の伊丹飛行場を借りてお

こなわれた。水上機専用メーカーであった川西には、飛ばせる陸上飛行場がなかったので

ある。試作機の初飛行には成功したが、前下方視界不良、主脚引込機構の故障、エンジン

不調とトラブルが相次いだ。一足先に開発された三菱製「雷電」の不調もあり、生産しな

がら問題点を解決していくことになった。この機の制式採用は、43 年 8 月、「紫電」一一

型と名づけられ、鳴尾・姫路製作所で量産されることになった。

　1943 年 3 月、「紫電」を基礎に、次期戦闘機の設計がはじまった。「紫電」の欠点克服

のためには、全面的な設計変

更 が 必 要 だ っ た。 そ の 結 果、

主翼を中翼式から低翼式に変

更し、引込脚トラブルや視界

不良が解消された。20㎜機銃

4 挺を装備し、攻撃力も増加

した。「紫電」の改造型、「紫

電改」の初飛行は、「紫電」か

ら わ ず か 1 年 後 の 12 月 で あ

る。制式採用は、45 年（昭和

20）1 月、「紫電」二一型と名

づけられ、のちに紫電改と呼

ばれるようになった。
写真６　紫電改　       （写真提供：雑誌「丸」潮書房）
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４　国鉄北条線　列車転覆事故

　1945 年（昭和 20）3 月 31 日午後 3 時 30 分頃、北条町駅発粟生行上り列車が、網引

駅付近で脱線転覆した。この事故の原因は、海軍による最終検査中の紫電 21 型（紫電改）

のエンジンが急に停止し、不時着しようとした際、線路を引っかけたことによるものであっ

た。線路が少し外れたところへ、機関車が接近、転覆。機関車の上に木製客車（一両）が

乗り上げ、客車は中ほどでくの字型に折れ曲った。搭乗員は、逓信省乗員養成所出身の第

1001 海軍航空隊姫路基地派遣隊員であった。1001 空が、試験飛行、輸送を担当してい

たのである。

　転覆と同時に汽笛が鳴り響いた。村では半鐘が鳴らされ、警防団の人々が駆けつけた。

負傷者を救出し、竹と筵で作った急拵えの担架や戸板で網引の公会堂に運んだ。何回か運

ぶ内に海軍の兵隊が来て運んだという。　

　民間人を巻き込み、死者 11 人、負傷者 62 人と言われる大惨事となった事故。にもか

かわらず、結局詳しく調査されることはなかった。「軍の機密」「調査の必要無し」と憲兵

隊長が言ったと、当時の車掌はのちに証言している。この日の第 1001 空の戦時日誌には、

「紫電１機　離着陸訓練中不時着陸、機体大破、搭乗員殉職」とのみ記してあった。

　なお、このほか、同年 4 月 15 日には、紫電が多可郡中町に試験飛行中に墜落、第

1001 空の搭乗員が死亡する事故がおこっている。

　

（史料名：海軍現用機性能要目一覧表昭和 20 年 8 月 22 日　第一海軍（航空）

　　　　　　    　　　技術廠飛行機部　より抜粋　　　防衛研究所図書館蔵）

　　　　◎史料にみる紫電改の概要データ

機種 乙戦 ( 注１) 型式 単座低翼

機名 紫電　改 乗員 1 名

略符号 N1K2-J

主要寸度 全幅 11.99 ｍ 燃料搭載量 716 リットル

全長 9.346 ｍ （増槽） （400 リットル）

全高 3.96 ｍ 性能 最高速 / 高度 312kt/3000m

重量 自重 2657kg 上昇時間 / 高度 7'22"/6000m

正規全備 4000kg 実用上昇限 10760m

発動機 名称 中島 航続力 全力 0.5 時后

離昇馬力 誉二一型 460 浬 /200nm

1990　HP /3.0km

兵装 着装 20 ｍｍ X ４

プロペラ 形式 住友 VDM 4 翅 爆装 60kgX4

直径 3.3 ｍ 又は 250kgX4

             注 1　乙戦とは、火力と上昇力に優れた戦闘機（主に局地戦闘機のこと）
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５　空襲

　姫路航空隊基地を襲ったのは、米海軍の空母艦上戦闘機による銃爆撃であった。第 1

回目は、1945 年（昭和 20）3 月 19 日であった。この日の攻撃部隊は、第 5 艦隊第 58

機動部隊。洋上から 18・19 日の 2 日にわたって、沖縄攻略支援作戦の一環として、九州、

四国、瀬戸内海方面の飛行場、工場などを攻撃した。「鶉野にも二十六機来襲、黒煙奔謄」

と、当時坂本に住

んでいた古家實三

氏の日記にある。

　基地への本格的

な攻撃は、7 月 24

日以降のことであ

る。 攻 撃 部 隊 は、

5 月 末 に 第 5 艦 隊

第 58 機 動 部 隊 か

ら改称した第 3 艦

隊 第 38 機 動 部 隊

で あ っ た。7 月 1

日、 同 隊 は、 フ ィ

リッピン、レイテ

湾を出動。その任

務は、日本本土侵

攻作戦を容易にす

るため、日本の残

存艦艇と航空兵力、

戦争継続に必要な

施設や基地の破壊

にあった。西日本

への攻撃は、24 日

か ら 30 日 ま で お

こなわれた。

　米軍資料による

と、姫路航空隊基

地 を 襲 っ た の は、

24 日と 30 日。24

日 午 前 11 時 に

F4U コ ル セ ア 10

写真７　爆撃当日に撮影された鶉野飛行場（昭和 20 年 7 月 30 日撮影）       

  （史料名：米国戦略爆撃調査団文書：海軍・海兵隊艦載機戦闘報告書

　米国国立公文書館文書　　　国立国会図書館蔵）
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機が、11 時 59 分に８機の F4U が攻撃したと記されている。この日の海軍第 3112 設営

隊戦時日誌によると、「11 時 40 分敵艦上機本隊並二飛行隊来襲爆撃銃撃」。飯盛山トン

ネル入口付近で、「三発五○瓩爆弾投下され奈良空練習生一名戦死人夫三名重軽傷」した

という。翌 25 日の記録は米軍側にはないが、古家氏は、「鶉野へも艦載機数機来襲」と

記している。

　30 日の攻撃は、午前 6 時 50 分に 4 機の F6F（グラマンヘルキャット）、9 時 40 分に

9 機の TBM、9 時 45 分に 7 機の F6F、午後 2 時に 4 機の F6F の 4 回と、米軍資料にある。

古家氏もその日の日記に、午前 3 回、午後 1 回、鶉野へ敵機来襲。翌日には、「川西（航空機）

の社宅で母子三人即死、外工員、海軍兵数名の死傷者」「王子の民家五戸が機銃掃射によ

り屋根を破壊」とその被害を記した。基地では、30 日午後 7 時から、総員夜間作業を以

て補修作業を行ったという。

６　戦後の鶉野飛行場

　終戦後の 1945 年（昭和 20）10 月 23 日、アメリカ軍が元姫路海軍航空隊基地に進駐し、

翌年 5 月まで兵器や弾薬の処理にあたった。

　一方、約 244 万㎡に広がった基地跡では、同年秋から戦災・復員・引揚者などの受入

先として、あるいは食糧増産のためや緊急開拓事業が行われた。当初約 100 世帯が入植

したが、基地建設時には表土を切りとったり、ローラーで固めており、非常に開墾が困難

であった。酸性の強い土質にも悩まされ、約 5 年間のうちには、半分の約 50 世帯となった。

一方、同地は戦争中に急遽軍によって買収されたところであり、地元の増反の要求にも答

えた。入植者や地元民の努力によって、基地跡地は次第に立派な農地に姿をかえていった。

　敷地の多くは次々と農地に払下げられた。しかし、滑走路一本を含む一部はアメリカ軍

に接収された。1952 年（昭和 27）4 月には警察予備隊（自衛隊の前身）が旧航空隊兵舎

に進駐、近隣の人たちに本格的に演習場になるのではと不安をいだかせた。その後滑走路

のみ連絡不時着用として使われることになり、兵舎 2 棟も同年 11 月には解体され、再利

用のため運ばれていった。

　57 年（昭和 32）9 月には、接収も解除され、滑走路は大蔵省の管轄となった。防衛庁（当時）

は全面払下げを希望した。地元は農林省を通じて払下げを希望し、結局その北側 1 ／ 4 が、

62 年（昭和 37）夏に農林省に払下げられた。また、何度か播磨空港建設用地にと話はで

たが、実現することはなかった。

　一方、1964 年（昭和 39）頃、県立兵庫農科大学の神戸大学移管に伴い、滑走路に隣

接する兵舎施設跡 40 ヘクタールに附属農場が建設されることになった。66 年度に工事

着手。当時敷地内には建物基礎、防空壕などが散在していた。これらの頑強なコンクリー

ト構造物は、予算の都合上完全に撤去できず、一部はそのまま残ることになった。
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７　鶉野平和祈念の碑

　1994 年（平成 6）11 月 6 日、滑走路跡で、スカイスポーツを楽しむための「KASAI ス

カイパークフェスティバル」が開催された。滑走路近くの会社に勤務していた上谷昭夫氏

は、以前会社に元海軍関係者が航空隊基地のことを尋ねてきたこともあって、テントを張

り、紫電改などビラを用意した。軍関係者だけでなく、地元の人たちからも、「ここで飛

行機を作っていた」など、反響は非常に大きかった。終了後も別の海軍関係者が、自分た

ちの記録をもって訪ねてこられた。こういった動きの中、基地や川西航空機について、ど

こにも聞いても満足する結果が得られず、上谷氏は自分で調査をおこなうことにした。調

査は、1947 年、48 年米軍撮影の空中写真を手に入れ、防衛研究所図書館に通う本格的

なものだった。関係者に話を聞く中で、資料や写真の提供を受けるようになった。戦争末

図６　兵庫農科大学付属農場建設時の現況図（黒線が予定地内に残るコンクリート施設）

（史料名：新農場現況図　　　神戸大学付属図書館大学文書史料室蔵）　　　　
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期には、この基地で特別攻撃隊が編成され、出撃していったことも判明した。

　2 回目のスカイパークフェスティバルは、97 年 11 月 2 日におこなわれた。この日には、

連絡をとりあっていた海軍関係者と、ビラを 1 万 5000 枚程度準備し、再び集まる場を設

けた。これらの動きが、航空関係雑誌の編集者のめにとまり、上谷氏は、『丸』1998 年 1

月号に「海軍姫路空　知られざる太平洋戦争の 2 年間」を寄稿した。

　この記事はさらに波紋をもたらした。終戦時に訓練生であった水川通氏が、何とかこの

地に碑をたてたいと市議会関係者、商工会などにこの記事をもって、加西を訪れた。当時

の北条高校校長先生は、同氏と軍隊での同期生であり、海軍軍人の下宿先であった地元の

人、上谷氏も加わり、土地探しがはじまった。また、基地のあった地元区長三宅通義氏も

賛同し、「鶉野平和祈念の碑保存会」を結成した。

　1999 年（平成 11）10 月、鶉野平和祈念の碑が建立された。碑には、元特攻隊員の思

いや戦死者氏名、搭乗員殉職者の名前が刻まれた。また、慰霊碑というよりも、再び戦争

のない為の平和を祈念するための碑として、記録として残そうと、基地建設の経緯、基地

および川西航空機鶉野工場の概要も記された。名前も、「平和祈念の碑」とされた。

　碑の建立にあわせ、上谷氏は、こ

れまでの調査研究の成果を、『いま

に残る姫路基地』（上谷昭夫編、鶉

野 平 和 祈 念 の 碑 建 立 実 行 委 員 会，

1999 年 ） に ま と め ら れ た。 さ ら

に、その後川西航空機に焦点をあて

た『紫の閃光 - 川西航空機秘話』（上

谷昭夫編 , 塩谷一男レイアウト , 鶉

野平和祈念の碑苑保存会 , 2002 年）

を 出 版 さ れ た。 こ れ ら の 2 冊 は、

姫路航空隊基地と川西航空機鶉野工

場を知るうえで貴重な資料となって

いる。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真８　鶉野平和祈念の碑苑
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写真９　戦後間もない頃の鶉野飛行場全景（昭和 23 年撮影）

（米軍撮影空中写真より抜粋　　国土地理院蔵）

８　空中写真に見る鶉野飛行場の変遷
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写真 10　戦後の鶉野飛行場全景（昭和 36 年撮影）

（国土地理院撮影空中写真より抜粋　　国土地理院蔵）
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写真 11　最近の鶉野飛行場全景（平成 16 年撮影）

（国土地理院撮影空中写真より抜粋　　国土地理院蔵）
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９　年表

1920（大正９）

1928（昭和３）

1930（昭和 5）

1931（昭和 6）　　

1937（昭和 12）　　

1941（昭和 16）　

　　　　　　　 　

1942（昭和 17） 

　             　　　

                　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

1943（昭和 18） 　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　 

　　　　　　　　

　               　　　　

1944（昭和 19）  

                               

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

1945（昭和 20） 

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

●川西機械製作所創設、その後飛行機部設置

●川西航空機株式会社創立（川西機械製作所飛行機部の事業を継承、　

　11 月）、同社海軍指定工場に（12 月）

●川西航空機、本社及び工場を武庫郡鳴尾村に移転（5 月）

　柳条湖事件（満州事変、9 月）

　盧溝橋事件、日中全面戦争（7 月）

　マレー半島上陸、真珠湾攻撃、アジア太平洋戦争（12 月）

●川西航空機宝塚製作所を開設、操業開始（12 月）

●川西航空機甲南製作所を開設、操業開始（2 月）

●仮称一号局地戦闘機の試作に着手（4 月）

　アメリカ軍、初の日本本土空襲（ドウリットル空襲、4 月）

　ミッドウェー海戦敗戦（6 月）

●川西航空機姫路製作所を開設、操業開始（7 月）

●仮称一号局地戦闘機完成、海軍制式機に採用、「紫電」と命名、量産

　実施（12 月）

　ガダルカナル島から撤退（2 月）

●仮称一号局地戦闘機改の試作に着手（3 月）

◇姫路海軍航空隊基地建設工事はじまる（3 月）

◇九会国民学校移転（9 月）

◇姫路海軍航空隊基地開隊（第十二連合航空艦隊、10 月）

   学徒出陣（10 月）

●仮称一号局地戦闘機改完成、海軍制式機に採用、「紫電改」と命名、　

　量産実施（12 月）

◇姫路航空基地にて、第三一空、第三二空編成、マニラに配備（3 月）

　サイパン島陥落（7 月）

　レイテ沖海戦敗退、海軍神風特別攻撃隊出撃（10 月）

　B29 による日本本土空襲の開始（11 月）

●姫路製作所鶉野工場を開設（12 月）

　川崎航空機明石工場を B29 が精密爆撃（1 月）

　東京、大阪、神戸、名古屋を B29 が焼夷弾爆撃（3 月）　

◇アメリカ軍艦載機により、姫路航空隊基地攻撃（3 月）

◇姫路航空隊特別攻撃隊白鷺隊、宇佐航空隊に進出（3 月）

◇紫電改不時着により、国鉄北条線列車転覆事故（3 月）

　アメリカ軍、沖縄本島上陸（4 月）
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1949（昭和 24）　

1957（昭和 32）　

1962（昭和 37）　

1966（昭和 41）　

1994（平成 6）　

1999（平成 10）　

◇沖縄戦支援、菊水作戦による特攻出撃（4 月）

◇姫路海軍航空隊閉隊（5 月 5 日）

●甲南製作所を B29 が精密爆撃（5 月 11 日）

●鳴尾、姫路製作所を B29 が精密爆撃（6 月 9 日、22 日）

●川西航空機、国営第二軍需工廠に（7 月）

◇アメリカ軍艦載機により、姫路航空隊基地攻撃

　　　　　　　　　　　　　　（7 月 24 日、28 日、30 日）

　ポツダム宣言受諾の玉音放送、終戦（8 月 15 日）

◇占領軍、姫路航空隊基地に進駐（10 月、46 年 5 月まで）

　緊急開拓事業実施要項を閣議決定（11 月）

◇旧姫路航空隊基地跡地に入植（秋）

◇旧姫路航空隊基地跡地の開拓土地売渡はじまる（11 月）

◇滑走路、アメリカ軍による接収解除（大蔵省所管）

◇滑走路の 4 分の１、農林省に引渡（4 分の 3、防衛庁）

◇県立兵庫農科大、国立移管に伴う新農場建設工事開始

◇ KASAI スカイパークフェスティバル開催（11 月）

◇滑走路わきに、鶉野平和祈念の碑建立（10 月）

（◇は鶉野飛行場関連事項　●は川西航空機関連事項）
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◎戦後の鶉野飛行場に関する神戸新聞記事一覧

日付 ( 西暦） 日付 ( 和暦）地方版 内容 備考

1 1950/6/10 S25.6.10 東播版 鶉野軍用地の水田化工事　近く第二期建設に移る

2 1950/11/26 S25.11.26 播州版 土にいどむ　自営に道なお遠し　せめて水田二反歩がほしい　

夢もない鶉野開拓団の人々

写真

3 1952/7/27 S27.7.27 東播版 一町百姓の悲願達成　辛苦七年 旧海軍航空基地に平和の緑　50

世帯入植の鶉野開拓地

写真

4 1952/11/13 S27.11.13 東播版 兵舎は解体し明石へ　鶉野から姿消した ” 帝国海鷲基地 ”

5 1953/1/17 S28.1.17 東播版 悲願は水田 10 町歩創設　接収の不安も消えて　鶉野開拓者に

明るい春

6 1953/6/13 S28.6.13 東播版 ギロリと光る眼　接収話だけでおびえる鶉野開拓民

7 1954/6/13 S29.6.13 東播版 保安隊の整地に憶測　九会村鶉野元海軍飛行場　再び飛行場の

不安

8 1955/1/9 S30.1.9 東播版 A 汗と涙の送り迎え十年　加西鶉野開拓団春来る　水田化の悲願

実る　「手で石開く」も今は夢

写真

9 1955/12/8 S30.12.8 東播版 A 開拓村に十年ぶりの正月　早くもシメナワの装い　加西町鶉野 写真

10 1956/1/1 S31.1.1 播州総合版 鶉野なお苦難の明け暮れ

11 1956/1/1 S31.1.1 播州総合版 鶉野開拓団□ 写真

12 1957/11/7 S32.11.7 北播版 熱心な質問攻め　自衛隊機加西町鶉野町へ 写真

13 1958/1/25 S33.1.25 北播版 加西町旧鶉野飛行場　第二の砂川にするな　滑走路払下げ運動

　部落を真二つに切る　死活問題と近く中央へ

14 1958/1/29 S33.1.29 北播版 学童通学にも危険　旧鶉野飛行場滑走路払い下げ　加西町が政

府へ陳情書

15 1958/2/7 S33.2.7 北播版 是が非でも地元へ　鶉野飛行場滑走路問題　加西町でも決議

16 1958/2/19 S33.2.19 北播版 ぜひ地元へ払下げを　鶉野旧海軍飛行場滑走路問題　部落長ら

が政府へ陳情

17 1959/3/12 S34.3.12 北播版 小谷池の□□□　掘ミゾをこわせ　鶉野開田で抗議　流用問題

にならぬ

写真

18 1959/4/8 S34.4.8 北播版 あとは掘ミゾの場所　加西町鶉野の水紛争　ようやく解決の兆

し

19 1959/8/2 S34.8.2 北播版 ブルドーザーで開墾　鶉野飛行場跡地

20 1959/12/3 S34.12.3 北播版 払い下げ本決まり　加西町　鶉野元海軍飛行場

21 1960/4/12 S35.4.12 北播版 新予算のゆくえ：④産業経済　加西町　鶉野飛行場跡など開発

22 1960/12/28 S35.12.28 北播版 鶉野に飛行場を　「播磨は一つ」を協調　姫路商議所の会頭語る

23 1961/1/8 S36.1.8 北播版 荒地と取り組む四十九戸　加西町鶉野開拓村　飯米確保までに

成長　入植 15 年・・・あと 10 年の苦労　食糧事情の好転で忘

れ去られた存在へ

写真

24 1961/1/14 S36.1.14 北播版 播磨の発展のため　鶉野に飛行場を　姫路市会同志会　市当局

に申し入れ

25 1962/8/30 S37.8.30 北播版 またも脚光あびる鶉野　加西町　播磨空港実現するか　神戸経

済同友会が現地視察　地元は複雑な表情

写真

26 1966/1/18 S41.1.18 北播版 念願の部落会館完成　加西郡鶉野開拓農協　吹っ飛ぶ 20 年の

労苦　今後は文化施設に利用

写真

27 1966/2/27 S41.2.27 北播版 工場建つまで耕作　加西町鶉野北地区 12 人が陳情

（資料提供：加西市史編集室）　　

　( 佐々木 )



81

―当時はどちらにお住まいでしたか。少

し自己紹介をしていただけませんか。

藤原昭三：当時は網引に住んでいました。

60 年も前の事で記憶も薄れていますが。

昭 和 4 年（1929 年 ）3 月 30 日 で す。 ま

もなく 80 才です。昭和 29 年に下里の西

笠原へ引越し、以後ずっと住んでいます。

当時 5 人兄弟で、1 人昭和 16 年に死亡し、

4 人のうちの 2 番目です。

　当時は網引から飛行場の建設現場に通っ

ていました。最初は内務省姫路施設工事事

務所に勤めました。1943 年（昭和 18）5

月 27 日からです。現場事務所に勤めた後

で、建設されて本事務所になった。場所は

旧九会小学校にありました。

　小学校の運動場の隅に農業用道具倉庫が

ありました。高等小学校になると農業も教

えてもらっていた。そこには銃や飯盒等が

あったが、新しい本事務所が出来るまで、

片付けて工事事務所になりました。私は本

事務所に勤めていません。

　もうひとつ現場事務所があり、私はそこ

に勤めていました。現場事務所へは自転車

で 10 分程の所にありました。鶉野公会堂

があり、それが現場事務所です。海軍記念

日（昭和 18 年 5 月 27 日）でよく覚えて

います。

―勤められたきっかけは何でしたか。そし

て、お仕事の内容も教えてください。

藤原：前の人が辞められたので、その後に

行った、という事です。日給が 1 円 15 銭

と安かった為と思います。その後、現場へ

行った（12 円程か）現場監督の助手で行

きました。仕事は、給仕で入りました。尋

常高等小学校を卒業してからですから、今

の中学 2 年生（14 才）でした。

　日給 1 円 50 銭の辞令をもらいました。

まったく予期しなかったですが、お盆に

なって賞与をもらいました。給仕ですの

で、お茶を出したり、使い走りです。現場

と本事務所との連絡に走っていました。工

事が始まったのは 17 年頃だったと思いま

第 3 章　聞き取り調査

１　「鶉野飛行場建設時の様子について」　聞き取り調査

　(1)　日　時　平成 21 年 3 月 10 日 ( 火 )　10:00 ～ 12:30

　(2)　場　所　加西市善防公民館

　(3)　出席者　藤原昭三（内務省姫路施設工事事務所勤務者、加西郷土研究会会長）　

　　　 聞き手　佐々木和子（神戸大学地域連携推進室研究員）　

　　　 　　　　森幸三（加西市教育委員会市史・文化財室）　

　市内にお住まいの加西郷土研究会会長藤原昭三氏が、姫路海軍航空隊基地建設時に、内

務省姫路施設工事事務所に勤務されていたということで、当時のお話をお伺いしました。
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す。私が入ったころは、工事は大分進捗し

つつありました。私は事務所を開けて皆さ

んが出勤する迄にお茶を沸かして置くので

すから、朝は早くから勤務をしました。七

輪に炭を起こしてお茶を沸かすのです。掃

除をして揃うとお茶を出す、という事で

す。給仕は 2 人いたのです。食堂があっ

たので事務所の人の弁当を取りにも行きま

した。私の就職の一番最初です。苦しい事

もありましたが、果物や飴等配給してもら

えるのです。北条の毛利書店の主人が勤め

ていたので、本の特配がありました。文学

書など持って来ていて、私は買ってよく読

んでいました。

　特配というのは一般では手に入らないと

いう事です。ここに施設が出来てたくさん

の人が来るので、それ用にと特別に配給が

あったのです。

　通勤にこの辺りまで自転車で来ていまし

た。川西に変った時は、加古川・北条線で

通っていました。法華口から野条迄歩いて

通いました。

―現場監督や助手・給仕の方は近隣の方が

雇われていたのですか。

藤原：そうですね。近くの人でしたね。現

場・現場に監督がいましたので、10 人前

後はいました。技師・技手・技手補・定工夫・

工夫・定夫・工夫という体制でした。技手

は事務所にいて、技手補の指揮をしていま

した。所長は技師で、有本欣二海軍中佐（も

しくは少佐）でした。

　人夫には朝鮮人が多かったです。飯場が

あり、1 つの工事現場で働いていました。

日本人も勿論います。後の方には勤労報国

隊とか、たくさん何千という人が来ていま

した。

　現場監督は、技手補がしていました。1

人だけ工夫がいました。技手になれば事務

所に入りますので。範囲が広いので、現場

が 10 ヶ所あったと思います。1 人の現場

監督の下に何十人～何百人の人が働いてい

るわけですから、指揮をするわけです。私

等は現場事務所と本事務所の連絡・現場と

の連絡に走っていました。その間に朝・昼・

3 時にお茶を出す、といったことをしてい

ました。

　火の見櫓があり、下には工場があり、作

業道具の修理をする鍛冶屋的な建物があり

ました。

　海草池の辺りに現場事務所がありまし

た。鶉野区長飯尾嘉康さんという人がよく

来ていました。その内に新しく現場事務所

が出来、本事務所が小学校から移りまし

た。宿舎も出来て（清慶寺に泊まっていた

人々）車庫も食堂も出来たのです。

18 年中に出来たと思います。夏までに出

来たのではないかと思います

―工事そのものは全部人力ですよね。

藤原：そうです。土の運搬にはトロッコと

いうのがあって、レールを引いて、この辺

りの山・小高い丘を削り、池を埋めていた

のです。

　土を運ぶのはトロッコです。最後の方で

はトロッコで機関車が出て来ました。小さ

な機関車です。トロッコを 10 杯ぐらい引

いていました。池を埋めるのに土を削っ
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て、線路を引いて台車に囲を付けたもので

す。初めは手押しで土を乗せて 1 台ずつ

押して行く。上の囲いを取る。片方を上げ

ると土が出る。進捗に合わせて線路を動か

して行く、という工事方法でした。

　トロッコ、トロ線と言っていましたが、

いろいろな所に出ていました。写真機は無

いし、フィルムも無かった。絵を描いても

スパイと言われていました。

　山を崩すのも人力で、鶴嘴で崩していま

した。崩れて生き埋めになった人もいま

す。かなり危険を伴ったのです。低い山な

ら全部スコップで崩して積む。全部行って

土をほかして、全部で帰って来る、という

作業です。

―随分、骨の折れる作業ですね。

藤原：それが一番の重労働でしたね。普通

常用（常時雇用）と受取り（歩合）とがあ

りました。常用と受取りの現場がありまし

た。受取りの所は 10 ～ 20 名のグループ

の請負師が別にいます。契約は役所か現場

監督とかわかりませんが、これだけの土を

取るとなんぼ、という事で受取りの別の頭

（親方）がいて、それが交渉をして土を取っ

てなんぼ、という事で請け負うわけです。

　これだけの土を取ってなんぼ、と親方が

請け負って受取りで人夫に対する賃金を

払っていました。常用は 3 円 60 銭と決っ

ていました。受取りですと、多い時は 7

～ 8 円になったそうです。普通でも人夫

で一日賃金が 5 ～ 6 円です。

―相当高いですね。普通（常用）の人夫も

いたのですか。

藤原：いました。そのかわりに重労働です。

体力の無い人は普通の人夫です。今でも歩

合給というのはあるのではないでしょう

か。常用の人も土木仕事が多かったです。

普段の仕事の延長のような感じです。常用

の人は相当遠くからも来ていました。

　常用の人は、監督がここの土を取ってく

れといっても普通に仕事をします。受取り

の場合は、一度運べば 1 円となれば、5 回・

6 回と運ぶ。それだけ賃金が多くなるとい

う事です。朝鮮の人の飯場の頭が請け負っ

て能率をあげてたくさん給料をもらったと

いう事です。

　受取りは朝鮮の方が多かったです。内地

人、朝鮮人と言っていましたが、受取りは

現場の人が多かったです。そこに飯場頭が

いて、ピンはねをするわけです。よく儲け

たと思いますね。

―飯場はどの辺りにあったのですか。

藤原：飯場はたくさんありました。中野の

辺り、飛行場の外側にあるわけですから、

中野・下宮木・宮木にもありました。場所

的にはちょっとわかりませんが、覚えてい

るのは、高山組・金田組ですね。高山組は

大きかったので、抱えている朝鮮人も多

かったです。バラックで雑魚寝をしていま

した。家族で来て、長屋型式で暮らしてい

る人もありました。給料は飯場頭に払い、

その頭は各個人に渡すという事です。

　飯場は朝鮮の人達です。合計で多い時は
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1,000 人 程 で し ょ う か。200 ～ 300 人 は

毎日現場に行っていましたから‥。その賄

は飯場頭が行っていました。

　米は配給がありました。配給は、普通 2

合 1 夕、重労働の人は 3 合程ではなかっ

たかと思います。私等百姓していなかった

ので、食糧は苦労しました。偉い人は、清

慶寺に泊まるのと、附近の家に下宿する

のとありました。飯場は朝鮮の人達です。

普通は通っていました。合計で多い時は

1,000 人 程 で し ょ う か。200 ～ 300 人 は

毎日現場に行っていましたから‥。その賄

は飯場頭が行っていました。

　

―給料の支払いは、どのようにおこなわれ

ていましたか。

藤原：構造は、点検室（現場監督から名簿

があり、出欠を確認する所）～現場事務所

へ持って来る～本事務所の点検室へ持って

行く。報告に基づいて常用だと 3 円 60 銭

を日数にかけて書き出し、合計して金券で

貰う。

　労働者は間違いがあると苦情を言って来

る。すると複写の上からなすって持って

行っていました。

　私達も金券でもらいました。当時農協の

前身である九会村信用組合へ貰いに行って

いました。それがあったのが、中野の役場

の横にありました。何百人の人が貰いに行

きますから、黒山の人だかりです。職員も

大変だったと思います。

　1 ヶ月に 2 回の支払いだったと思いま

す。私は 1 回だったかな‥。私達は混雑

しない時に行ってましたので。

　飯場の場合は、飯場頭が金券を全部受け

取ります。まとめて自分が組合から受け取

ります。一人幾等貰っているか知らないわ

けです。先程の話は常用の人達のことで

す。

　1 日 1 日の金額が書いてある金券です。

クレームが来たら書き替えていましたね。

そうした給与の受け渡しでした。

　 賞 与 は、 お 盆 は 15 円、 正 月 22 円、1

円 15 銭 ～ 30 銭 程 上 が っ て、1 円 45 ～

50 銭ぐらいでしたかね。常用は 3 円 60

銭でしたから、比べると安いです。

―買物等はどうでしたか。新しい店があっ

たのですか。

藤原：当時は、店はありましたが、物資が

なかったのでね。横田菊松商店があり、萬

屋でした。飯場頭がまとめてよく買ってい

ました。米は配給ですから、当時はみんな

配給ですからね。味噌・醤油・副食品・タ

バコ・酒・油等配給です。

―勤労報国隊も来ていたのですね。

藤原：勤労報国隊は村々で、この村は何日

ということです。（大字に分かれて ?）

月に 1 ～ 2 回程です。その日は仕事を休

んで行っていました。日給だからその日は

給料は出ませんでした。女の人も出ていま

すが、あまり見ませんでした。人を頼まれ

たのかね。女の人は婦人会で出ていました

から。

　父が病弱だったので、家長代わりに、勤
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労報国隊以外も村の葬式等も行っていまし

た。ですから村の事は年の割にはよく知っ

ていましたね。

　勤労報国隊は常用と同じ仕事をしまし

た。作業としては畚（もっこ）で土を運ぶ

事が多かったですね。婦人会からの人も、

学生も同じような仕事をしていました。

　当時の中学校や青年学校からも勤労報国

隊は行っていました。青年学校生の勤労奉

仕ということで、職場を休んで行っていま

した。優良証を貰いました。

　飯盛青年学校が新しく出来て、富合と九

会と合併という形で山枝にあり、勤めてい

てもおおっぴらに行くことができました。

それには給料は出ました。学校ではなく、

タバコの乾燥室が校舎でした。週に 1 回

ぐらい、昼からでした。1 クラス 70 名ぐ

らい、教練が多かったです。3 年生で戦争

は終わりました。

―19 年の夏頃まで給仕されていたのです

ね。

藤原 : 内務省には 1 年ぐらいいたと思いま

す。19 年 5 月 19 日に私の兄が海軍に入

営したので、家のことをしないといけない

という事で 1 年余り行きました。

それから給仕というのは国の制度で男は採

用してはいけないということで、2 回目の

賞与を貰った時は名称が変わっていまし

た。雇員ではなかったかと思います。

―その後、川西にお勤めになられたのです

か。

藤原：川西の下請に須賀商会と思っていま

したが、過日に『鳴尾村誌』を貰ったら、

そこに鳴尾株式会社となっていました。そ

こが川西航空機の水道工事を請け負ってい

まして、その水道工事をしていたのです。

新生に川西の社宅がありました。ここの水

道工事とか飛行場の中に病院があった（農

大の辺り）病院の水道工事をやっていまし

た。

　仕事以外の時間にさつまいも等、入院患

者に運んであげていました。食糧が不足し

ていましたからね。偉い人もいました。銀

行の頭取もおられました。川西での重要な

ポストの人は全部他所から来られていまし

た。

　川西では、格納庫の中で組立てていまし

た。姫路から分解したものを運んでくるの

を夜と書いてあるものがありましたが、昼

もありました。私は見ました。馬力（（馬

力は荷物、馬車は人が乗るもの）、特に大

きな馬力です。大きな道も付けましたから

ね。4 ～ 5 頭立てで運んでいました。翼が

立っていました。

―紫電改は海軍のエース級の戦闘機でした

が、ご存じでしたか。

藤原：私は紫電はよく知っていました。よ

く落ちていましたからね。１日に３機ぐら

い引っ繰り返っていましたから。脚が出な

くて無線もしっかりしていなかったのか、

半長靴が指揮所を低空して半長靴を落とす

のです。その中にメモが入っていて脚が出

なくて不時着する、ということです。

　脚が出なければ胴体着陸するわけで、も
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う一本滑走路があり、土だけの滑走路もあ

りましたからね。火災を起こした記憶は無

いですね。片方だけ出たというのもありま

したし、飛行場の中で、急角度で降りたの

で、一方の脚が折れて、脚を中心にコンパ

スのようにぐるーと囲ったのとか、いろい

ろ見ています。逆立ちしているのもありま

した。

　病院に居た時は飛行兵が落ちて亡くなる

と一日練習を休んでいたが、暫くしたら、

そのような事があっても何事も無かったよ

うに毎日練習していました。そうしたのが

病院へ来たら忌日だから休むと、私も家に

帰って居ましたが、叱られましたね。若い

から向意気もあるし、叱られたのでしょう

ね。

―　列車転覆事故を見られたのですか。

藤原：それは内務省を辞めた以後です。

　私は事故には遭わなかったのですが、事

故の方に話を移しますと、3 月 31 日だっ

たと思います。自転車のタイヤが無く、縄

を何本か縒りをかけて（太縄 5 ～ 6 本）

手では出来ないので、大八車の車輪に縄を

縛り付けて廻すと縒れるのです。縄は縄な

い機があったので、簡単に出来ていまし

た。それをチューブの代わりにして自転車

に乗っていました。10 日程でダメになる。

１人では出来ないので、叔父が手伝ってく

れました（こうした事を知っているのは

80 才以上の人でないとわからないと思い

ます）。何回もした記憶は無いので、後は

汽車通になったのでしょう。

　網引駅・田原駅から法華口駅まで汽車で

通いました。自転車なら 15 分程です。事

故のあった日は休みだったのです。畑をし

ていたら八幡神社の森あたりで変な音がし

た。西の方（事故の起きた所から自宅まで

１km 程）です。今まで飛行機の引っ繰り

返るのを飛行場でよく見ていたので、ドー

ンという音がしたので落ちた、と思いまし

た。網引に警鐘台があって鉄製です。その

時は小学校高等科をあがると適齢期の者は

軍隊に行ってしまっていないので、強制的

に消防団というのは警防団でした。すぐに

半鐘を鳴らそうと思って走っていると、半

鐘が鳴り出しました。織辺宇一（故人）と

いう人が鳴らしてくれたのです。突っ込ん

だ後に私も行きました。

　ドーンという音は落ちた音だと思いま

す。列車が引っ繰り返っている事など、まっ

たく予期しなかったです。飛行機が落ち

て、汽車も引っ繰り返っていました。汽笛

が長い間鳴っていました。ケガ人を運ぶた

め、消防団が集まって来ました。客車の椅

子で運んだと書いてありますが、私は筵と

竹を切って来て、担架のようにして人を乗

せて、網引の公会堂へ運んだ。急の拵え

（竹を切ったり）作る迄に時間がかかって

いたと思います。死体やケガ人も一応公会

堂へ運びました。その場で死体を引き取っ

た人は無かったように思います。無我夢中

で運びました。最終的には 10 余人の方が

亡くなっておられましたね。記録を見まし

たら、キシモトノブコさんがたまたま乗っ

ていて、飛行士の脳みそが出ているのを見

た、とおっしゃっていました。私は見ませ

んでしたが麦畑のど真中でしたから、麦の

穂が大きくなっていましたのは覚えていま

す。何回か運ぶ内に海軍の兵隊が来て運ん
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でいました。石炭が線路にこぼれていま

した。機関車が北の方に倒けていまして、

客車 2 両が乗り上げて悲惨なことでした。

夜になって公会堂で炊き出しをして皆食べ

ていました（私は食べなかった）。負傷者

や遺体を公会堂へ運んだ後はする仕事がな

かった。見守るだけでした。その後、陸軍

の軍医が来て診察をしていました。

　後で聞いた話ですが、三枝さん（北条の

新聞店の兄カ）兵隊さんに食べさせる為に

どんごろす（麻袋）にイモを持ち帰ってい

たらしいのです。事故に遭って亡くなられ

たのです。陸軍将校ではなかったかと思い

ます。海軍は海軍の軍医が来て診ていまし

た。

　一般の人はどちらか（陸軍医か海軍医）

が診察していたのを覚えています。気の毒

だったのは尾上さんの娘さんの子ども（2

～ 3 才ぐらい）が亡くなられ、その場に座っ

ておられた。おじいさんが駆け付けられた

が、痛しい光景でした。

―戦争の終る頃はどこにおられたのです

か。玉音放送は聞かれましたか。

藤原：ラジオが無いので聞いていません。

皆集まって聞いていたことはまったく無い

です。神社があり、森があります。グルー

プがそこで防空壕を掘っていて、居た人達

が戦争が終わったことを話していましたの

で、終ったのかなという感じでした。その

時、そこに居たということは須賀商会に

行っていなかったのではと思います。

―志願した、と言っておられましたが。そ

の時に、機銃掃射もうけられたそうです

ね。そのほか、空襲もうけられましたか。

藤原：。志願をして（海軍）2 ～ 3 人で網

引から列車に乗って北条へ行く途中で空襲

に遭いました（長駅のあたり）。グラマン

がうろうろして、鉄道は狙われているとい

う事で長駅で止まった。皆降りて、池の堤

に逃げ、汽車から離れようとしたのです。

そうしてバリバリ‥‥‥。と機銃掃射を遣

られました。

　奇襲狙撃をやられましたからね。客車に

は当らなかったですが、怖かったです。野

条でも遣られましたからね。グラマンが何

処かへ行ったので、幸い逃げることができ

ました。空襲は恐ろしいです。グラマンが

来るとヴーンという音がします。野条で水

道工事をやっている時にも来ました。

　又列車に乗って志願の検査に行きまし

た。検査で合格だったか、不合格だったか

知りませんが、一番恥ずかしかったのは尻

を見る事でした。幕は囲ってあるが、足と

手を置く所が決められていて、そこに裸で

立ち、尻を見るのです。軍医は豪そうに言っ

ていました。初めての事でびっくりしまし

た。もう一つは性病検査です。恥ずかしい

思いをしました。

　志願は青年学校で次は誰、と言うので

す。志願とは志すと願うですのにね。無理

矢理では無いけれど、受けないといけない

ような雰囲気です。受けません、と言う人

は知りません。非国民・国賊と言われます。

当時はそんな雰囲気ですね。幸い 20 年で

すから戦争が終ったからね。終っていな

かったら行っていたかも知れません。



88

　また、現在も川西航空の社宅は残ってい

ます。この辺りに大きな井戸があり、航空

隊がここから水を揚げていました。それに

水道を繋いで行く仕事をしていました。笠

原の薬師という所、ここは水が切れなかっ

たので、ここからも航空隊がポンプで水道

を揚げていました。

　灌漑用水は池ばかりです。今は糀屋ダム

から水は来ますがね。鶉野台地があり、高

射機関銃置いて（地図を見ながら）、この

辺りで遣られました。（格納庫あたり）格

納庫を狙って居たのでしょう。空襲に遭い

ました。飛行機が遠くへ行くと又戻って来

る。畑に穴が開いていました。

―戦後の飛行場についてお尋ねします。

藤原：戦争が終って進駐軍がすぐに来まし

た。飛行機を爆破して煙が上がっていたの

を覚えています。大分、飛行機がありまし

たからね。

　朝鮮人の人は変りました。我が世の春と

言いますか。私等の方にはそうした人達は

居なかったのでね。（法華口に居たので）

北条に行くとそんな雰囲気で、そういう意

味では戦争に負けたのだという事を感じま

した。日常はそんな事より食糧は無いし、

生活する事の方が大きかったですね。

　いろいろな所から米や麦を買いに来てい

ました。私宅は百姓していなかったが、野

菜や米ありませんか、と来ていました。駅

もあり、沿線ですから。

　朝鮮戦争が昭和 25 年頃ですから（6 月

25 日）。それから 1 ～ 2 年朝鮮人の方が

大会をやっていた時、自衛隊が居りました

のでね。当時は国民警察予備隊と言ってい

ました。

　農場がやってきたのは、昭和 40 年ごろ

だったと思います。

―貴重なお話をありがとうございました。
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―上谷さんが、鶉野飛行場と出会われた

きっかけを教えてください。

上谷昭夫：私が、鶉野飛行場の調査をはじ

めた糸口というのは、1976 年（昭和 51）に、

この飛行場の側の「たこの散歩」の場所に、

私の会社が営業所を建設したんです。会社

は上水道の仕事をしていました。

　実は、その以前、昭和 32 年に、私は飛

行場と出会っています。当時勤めていた会

社では、加西の建材店にセメントを卸すな

どのことをしていました。先輩が、香寺町

の溝口から加西へ来る道が通行止めになっ

たと時に、今の３７２号線の小川橋を渡っ

て加西に来る道路、これ通って行ったら途

中に飛行場があるぞと教えてくれました。

姫路から加西に来るのに、舗装道路がどこ

もなかった頃です。

　その頃、自動車の運転免許を取りまし

た。車も新車だったので、一体どれだけの

スピードが出るかテストするのだったら、

飛行場がいいと、飛行場にやって来まし

た。戦争終わってまだ十年程しか経ってな

いから、滑走路も綺麗かった。一番端の南

まで行って、横断道路もないし、車を全速

力で走らせました。それが、飛行場との最

初の出会いです。

　子どもの頃には、加古川飛行場の近くに

家がありました。戦争中、飛行機が上がっ

たりするのをみていたり、飛行場に勤めて

いた叔母が、戦後飛行機の名前のハンコを

くれて大事にもっていたり、その頃から飛

行機へのあこがれがありましたし、飛行場

が戦後変化していくのには、興味をもって

いました。

　たまたま高砂にあった会社が、兵庫県内

あちこち行くのに便利の良いところに営業

所を建てるときに、土地探しの仕事をま

かせられました。1973 年（昭和 48）に、

鶉野は、車での移動に便がよく、値段は他

２　「鶉野飛行場の調査・研究の取り組みについて」　聞き取り調査

　(1)　日　時　平成 22 年７月 29 日 ( 木 )　10:00 ～ 12:00

　(2)　場　所　加西市南部公民館

　(3)　出席者　上谷昭夫（鶉野平和記念の碑苑保存会）　

　　　 聞き手　佐々木和子（神戸大学地域連携推進室研究員）　

　　　 　　　　森幸三（加西市教育委員会自己実現サポート課）　

　この鶉野飛行場については、上谷昭夫氏（鶉野平和記念の碑苑の保存会）が、約 15 年

にわたって、地道な調査・研究の取り組みを続けてこられています。その成果は、『いま

に残る姫路基地』（上谷昭夫編、鶉野平和記念の碑建立実行委員会，1999）、『紫の閃光 -

川西航空機秘話』（上谷昭夫編 , 塩谷一男レイアウト , 鶉野平和記念の碑苑保存会 , 2002）

にまとめられています。

　この戦争期の鶉野飛行場と今を結びつける役割を果たされた上谷氏に、この研究・調査

をはじめられた経緯やその思いなどをお聞きしました。
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より高かったけれど、ここに決めました。

76 年に事務所が建つまでに、地元の区長

さんなどとも仲良くなりました。その頃に

は、地元の人から夜中に特攻隊の人が出て

くるなど、少し怖い話もききました。

―飛行場のことを調査してみようと思われ

たのは、どういうことからでしょうか。

上谷：それからしばらく経って、1993 年（平

成５）に、元海軍の人が三人か四人、ちょっ

と聞きたい事があると、わざわざ会社へ

入って来られました。ここに姫路海軍の航

空隊や川西航空機の組立工場があったんや

けど、それどのへんにありますか。この辺

や思って来たんやけどと尋ねてこられまし

た。私は、戦争中の飛行場のことは知りま

せんわと言うたのですが、加西市が今市史

の編纂をやっとるから、ちょっと聞いてみ

ますわと、住所とお名前と電話番号を聞い

て帰っていただきました。

　しばらくして、神戸新聞に、加西市のこ

の飛行場跡を使った航空フェスティバルを

やるというのが新聞に出ました。

　訪ねてこられた海軍の人たちは、香取海

軍航空隊の整備から姫路の航空隊に来たと

いう人たちでした。私たちには、戦友会と

いうか、同窓会のようなものがないけれ

ど、仲間に会いたいということでした。航

空ショーをやるという事が、新聞に出た

ら、そういう人たちがお見えになるかも分

からん。いっぺんその時に来られませんか

と、お声かけをしました。そうすると、そ

の時に集まる場所を、お願いしますわとい

うことでしたので、私が、加西市に、「テ

ントを出していただくとかそういう事は出

来ませんか」とお願いに行きました。

　航空ショーの一週間前に、市としては一

切関与しないが、テント一張り、机を二つ、

椅子を十脚を貸しましょうと話がありまし

た。

　当日（1994 年 11 月 6 日）、天気が悪かっ

たです。やるということになったので、慌

てて模造紙を買うてきて、関係のある飛行

機、川西の紫電、紫電改などの写真をコピー

して、会社の看板に貼り付けました。また、

姫路海軍航空隊、川西航空機など文章を書

いたＢ５位の用紙をコピーして、机の上に

置きました。

　航空ショーがはじまると、そんなんに見

向きもせん年配の方がドッとやって来まし

た。あちこちで、昔話にものすごい花が咲

きました。「わてな、ここで飛行機作っとっ

てん」とか言うおばちゃんとか、海軍の人

たちはあのまたそういう話をしてる。航空

ショーが終わっても皆帰りません。資料

三百枚刷も瞬く間に無くなりました。また

会社に戻ってまたコピーして持っていきま

した。こんなに反響が大きいとは思いませ

んでした。ある人は、列車転覆事故の時の

話をする人が出てきなした。ほう、こんな

事もあったんかいなと思いました。それで

皆名前、住所、電話を聞いて控えました。

連絡した海軍の人たちは来られませんでし

たが、一応終わりました。

　翌日、市役所から、昨日、航空ショーで、

海軍のことを何かやったのかと、その人に

出会わせてほしいと問い合わせがあったと

連絡がありました。

　その人は神戸の方で、甲種飛行予科練の

十二期生でした。鶉野に練習に来た人たち
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の戦友会で、常吉で落ちた練習機の慰霊祭

をやっていたという話でした。予科練の

十二期生の飛行術の三十七期生いう人た

ち、最後の予科練を操縦した人たちが、自

分たちでまとめたＢ４の大きさで約二百

ペーシ位の手書きの戦争記録をいただきま

した。その中には、ここでの訓練風景、配

置図、兵舎、飛行機の写真などがありまし

た。市史編纂室に聞いてもなかなかわから

なかったことが、わかってきました。

―元海軍の軍人さんたちに、出会われたこ

とで、調査がはじまったのですね。

上 谷：1996 年（ 平 成 8） に な っ て、 い

ただいた写真を持って、市役所内などか

ら、調査をはじめました。都市計画課に

は、この飛行場のこの地図を、一万分の

一、二千五百分の一、三千分の一の地図が

ある。三千分の一だと克明にわかるのでは

と思って買いに行ったんです。

　そこに防衛大出身の方がいて、私も興味

があるといって、いろいろ教えていただき

ました。

　 昭 和 20 年 代、30 年 代 の 写 真 が あ り、

国土地理院の出先機関で斡旋していること

も聞きました。連絡してみると、五万分の

一の地図に、あなたが欲しい所の場所を、

四角に書いて送って下さい。当時は九十セ

ンチ角ぐらいの写真、掛け軸状になってる

のを販売する事は出来ますということでし

た。

　送っていただいたのは、昭和 23 年 2 月

の写真でした。戦争が終わってからまだ間

がないし、開拓団が今やっと入居した時ぐ

らいのことです。よくみると、小さな掘立

小屋みたいなのがわかる。上から見た滑走

路も綺麗し、あの兵舎や格納庫の写真がな

んぼか残っている。それから誘導路、掩体

壕がもう全部バチッとわかる。すごい写真

が出てきたな、飛行場の概略というか官民

境界もわかる、一級資料やなと思いまし

た。

　さらに、防衛省の中目黒にある戦史研究

所、そこに図書館があると教えていただき

ました。夜行バスに乗って、恵比寿駅の近

くの研究所に行きました。わからないなり

に、検索したりしていると、そこの職員の

方が、「何調べよってんや」と声をかけて

くださいました。事情を話すと、これにあ

るかもといって見せていただいたのが、武

装解除の時の書類の中に、飛行場の概略を

書いた地図です。あの周辺の、志方辺りま

での飛行場の事と探照灯があるといったも

の。その他、より詳しい図面、基地内の手

書きの図面などもありました。

　それらと購入した写真、米軍が写したも

のでしたが、見比べることにしました。も

う少し、綺麗な写真ということで、国土地

理院が撮影した昭和 36 年のものも購入し

ました。飛行場も開拓団がいろいろ田んぼ

の区画が出来ているけど、飛行場は綺麗な

ものでした。当時の道とか、川西のあの辺

りもきちんとわかるものでした。

　何回か防衛省に行くうちに職員とこころ

やすなって、「ほなこれ探したらどうや」

と言うて、武装解の時の目録とかが出て

きました。それをみたら、飛行場の全貌、

百四十ペーシ程あって、飛行場の主な装備

品から建物から…備品や勿論大砲が何丁、

機関銃が何丁あって弾が何丁…何個あった
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とか全部出てきました。

　そこから、大阪警備府というのがあった

ということを知り、そこの資料を調べまし

た。そうすると、設営隊の日誌がでてくる。

飛行場を建設するのではなく、飛行機を隠

したり、トンネルを掘ったり、そういう部

隊の戦時日誌が出てきました。

―列車転覆事故のことも、調べられたので

すね。

上谷：たまたま第一〇〇一海軍航空隊とい

う部隊が、川西航空機で作った紫電・紫電

改のテスト飛行と輸送部隊ですが、その戦

時日誌が出てきました。

　その頃、列車転覆事故の話を、新村の人

から話を聞きました。「ここでな列車が落

ちてひっく返ったんや。ほんで自分は川西

航空機におって、ちょうど帰る時やったん

や。飛行機が落ちたいうから、自分の家の

近くやから、自転車で見に行った」と。そ

の人は、「ゴンダ上等飛行兵」と、パイロッ

トの名前を覚えてました。

　その人から、加西市が出した戦争体験記

録集列車に乗っていた車掌の太田加七さん

が『轍』の中に、手記を寄せられていたこ

とを聞き、買いにいきました。

　戦時日誌には、３月３１日の日誌見た

ら、その日、紫電二一型、こんな呼び方、

みんなしていない一一型、紫電二一型、訓

練飛行中に墜落大破。搭乗員殉職と出と

る。これがその時の記事やなと思いまし

た。　

　部隊がわかったので、戦友会をさがし

ました。八王子でやっているのを見つけ

て、」連絡すると、第一〇〇一航空隊いう

のは飛行機の種類によってそれぞれ仲間が

違うんや。これ川西で来とるからね、ほん

でひょっとしたらこの戦友会が新潟でやっ

とる、そうかわからんと。そこの住所教え

たるわと。ほな教えてくれ言うて。そんで

手紙を書いて出したら、あの姫路航空隊へ

行った一〇〇一の戦闘機部隊の戦友が何人

か生きとると。ほんでこの人に手紙出して

みいというて調べたんが、あの…下関の人

やった。その人に手紙書いて出した。ほな

私は姫路航空隊ですが、仲間はだれとだれ

とだれがいた、その時にゴウダサカエ上等

飛行兵さんは同期やったと、あれが落ちて

なと、思い出した。と手紙にありました。

その搭乗員は、石川県出身で、親一人子一

人の家だったとも聞きました。

　そうすると、地元の人からも、話がでて

きました。その列車のデッキに乗っていた

女学生からも話をききました。

　また違う人が第一〇〇一海軍航空隊は、

飛行機のテストをするパイロット以外に、

整備する部隊がおった。川西航空機のテス

トパイロットが飛行機をテストした後、海

軍に引き渡しをする。引き渡しをした時に

海軍側のテストをするのが第一〇〇一海軍

航空隊、そこの整備兵がいたんやと教えて

くれた。その人にも連絡をとり、話をいろ

いろ聞きました。この間、車掌の太田加七

さんが亡くなられましたが、いろんな人の

話を聞いていたので、大体全貌はわかった

と思っています。

―鶉野平和祈念之碑をつくられた経緯を教

えてください。
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上谷：1997 年（平成 9）11 月にも、航空

ショーをしました。その時、予科練の人が

一生懸命やるから言うて、看板を私が作

り、旗を持っていってえらいやりました。

これで一躍ここの存在が各航空雑誌に載っ

たわけです。それで、『丸』（1998 年 1 月）

に記事を書いて投稿しました。

　これが発端になって、私たちの同期がこ

この最後の訓練生やったという水川通さん

という方が、これを千部ぐらいコピーし

て、加西市へやって来られました。市会議

員、商工会などに、全部この記事を配られ

ました。ここから出て行って、特攻で戦死

した者がかなりいる。九州の串良で慰霊祭

をしているけれど、ここも三、四ヶ月の飛

行訓練をした思い出の場所でもある。ここ

にし、ここに碑を建てられたら建てて欲し

いということでした。

　声をかけてこられたのが、小西の化粧品

屋さんです。小西さんの家に、戦争中に「下

宿」（外出日に基地の近くの民家に宿泊）

していた人が特攻にいって戦死された。そ

のご遺族と戦後も交流をもっておられたそ

うです。小西さんは、碑を建てられるので

あれば協力しましょうと言ってこられまし

た。元北条高校の校長先生で、航空隊の最

後の訓練生で、予備生徒だった方も協力し

ましょうということで、話が進みました。

土地を探している時に、小西さん、倉敷の

方、北条高校の元校長先生に呼ばれて、私

も加わりました。

　四人で、碑を建てる土地を探したのです

が、人の土地を勝手にここやと決めるわけ

にはいきません。そのころ、当時の加西市

長が慰霊碑をたてるという事を前向きに考

えようということで、保存会を立ち上げよ

うということになりました。

　どなたに保存会の代表になってもらうか

と言う時に、中野の三宅通義さんが加西市

全体の区長会全体の代表で適任ではないか

とお願いに行ったら、快く引き受けていた

だきました。

　副会長には、鶉野の南、中、上の区長さ

んに引き受けていただきました。土地の関

係や式典の関係もあるので、海上自衛隊に

も協力をお願いしました。

　土地は、鶉野区長の名義で、保存会で購

入しました。滑走路の際の七メートル程は

開拓道路やった。その余地が七メートル程

ずっと端まである。一番相応しい場所はど

こかなという事で、滑走路の真ん中の一区

画の所有者に話をしたら、構へんでという

ことで話を進めました。

　善防山も後ろに見えるええ場所やなと、

海軍の人たちも喜ばれました。

―保存会を立ち上げられて、碑ができるま

で、何年ぐらいかかったのですか。

上谷：２年位かかったかな。祈念碑ができ

たのは 1999 年（平成 11）です。姫路航

空基地の開設記念日、10 月１日に近い日

曜日にしようということになりました。全

国から来られるから宿泊施設がいる。いこ

いの村はりまに問い合わせたら、改装工事

で 9 日は利用が可能ということで、9 日に

式典をやることになりました。

　碑には、いつ飛行場ができて、どんな部

隊があったかということを、名前を全部刻

んであげたいなということになって、私が

調べた資料が、ありまっせと言いました。
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それで、祈念碑というより飛行場の説明文

みたいなかっこうの碑になりました。ただ

特攻隊の戦死者だけあげておこうと思いま

した。そうするとあの十二期生の人たち

が、殉職搭乗員ならある程度分かるからそ

の人の名前も刻んでくれという事で刻みま

した。だから列車転覆事故も、常吉で落ち

たり、いろんな人の分かった人たちは、日

にちもみな調べて入れました。上は特攻隊

の戦死者名簿、下に殉職搭乗員の戦死者名

簿です。

―ここには、碑は一つだけではありません

ね。特攻隊の碑や、この飛行場について記

したものもありますね。どのような経緯で

作られたのでうか。

上谷：特攻隊の碑は、生き残りの人たちの

文章と市史編纂室の先生方との合作です。

　碑文の冒頭の短歌をめぐっては、いろい

ろ揉めました。「美しく空に果てたり鶉野

の　雲夕焼けて永くたゆとう」は、実は元

の歌は「果てたし」でした。毎日土木作業

ばかりしていた予科練生です。昼前に離陸

して九州に向かった特攻隊の人たちを見

送った作者が、夕方に、善防山の方を見た

ら、空がパーッと赤くなっていて、あたか

も特攻隊の人たちが死に行くという、そう

様子を詠んだもの。「果てたし」というの

は、俺たちも後に続くよ、行きたいという

意味だそうです。ところが、特攻隊で生き

残った人が、「何を甘い事言っとるんや。

そんな渦中に入らずに人が行っとるもんを

見て、俺も後から続くと言うけど、わしら

は行かされる者の身になったら、誰が行き

たいかいな」と反対しました。

　そこで、私が、「果てたり」にすると過

去の話になるので、作者に一文字変えるこ

とを了承してもらいました。

　話し合いの中で、予科練の人たちが、そ

やけど戦争中地元の人にはものすごい迷

惑をかけとる。飛行場一つ作るにしても、

百十何個の家が立ち退きになり、空襲も

あった。この付近の人たちの文章も入れる

べきやということで、もう一つ碑を追加し

ようということになりました。そこにこの

飛行場建設の為に、いろいろ協力してくれ

た地元の人々のいわれを入れました。見捨

ててはいかんのは、異国から来た、あの時

は朝鮮と日本とは併合して日本人であった

けれど、やっぱりその人たちの苦労も忘れ

てはいかん。地元に寄宿しながら、そらえ

らい目におうてる。もう彼らのおかげであ

る程度出来たとも、私常々思っていた、地

元の人たちの所にその文章入れるべきやと

言いました。その裏には、海軍航空隊の様

子と、川西航空機の事も書く文章も入れて

おかないといけない。これは全国で珍し

い、製造場所と航空隊の二つが同居したと

ころです。できるだけ、その内容も網羅し

ました。

　平和祈念の碑の揮毫は、当時の加西市長

にしていただきました。当初「平和祈念碑」

と言う案をもっていました。平和を語り継

ぐ上の証やいう事も知ってもらおうという

碑に変えたから、“ 平和の祈念碑 ” という

ことになりました。それで市長は “ 平和祈

念碑 ” やなしに “ の ” を入れて、“ 平和祈

念の碑 ” しようということになりました。

　飛行場の事を細かく書いた看板を別に作

りました。仕事でつきあいのある会社と相
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談して、ステンレスで永久的に残るように

して、川西航空機と姫路海軍航空隊につい

ての防衛省の資料をもとに、説明文を作り

ました。

―『いまに残る姫路基地』を出版された経

緯をお教えください。

上谷：本を作る話は、7 月の中頃、三宅会

長から提案がありました。記念式典の時に

は恐らく最高の人出になるやろう。それぞ

れの思いを持った人たちが来るんで、あん

た本作らへんかと言い出した。興文社に頼

もう言うて、原稿締め切りいつまでやと聞

いたら、９月の中頃には欲しいですわと言

うことでした。会社勤めしているときやか

ら、それから、毎日晩の一時まで帰ってき

たらやって、朝五時に起きて、八時過ぎの

出勤時間までやりました。間に合わんから

会社を三日程休ませてくれ言うて、三日程

休ませてもらってやりました。出来上がっ

たのが、明日式典と言う時でした。資料を

中心とした、資料集のようなものになりま

した。

　防衛省の図書館に、ここまで調べた資料

を挿ましてもらったけど、こういうのがお

陰さまで出来ました言うて持っていきまし

た。後で丁寧な礼状が来て、今までいろん

な飛行場の事とか調べてきたけど、こうい

う調べ方をしたのはあなたが初めてです。

これは後世に残る大事な資料です、と言っ

て褒めてもらいました。

―その後、『紫の閃光 - 川西航空機秘話』

を作られましたね。

上谷：『轍』に寄稿された東剣坂の中本光

雄さんが、自分たちの記録をなんとか残し

て欲しいといってこられました。中本さん

は、川西航空機の戦闘機組立ラインの油圧

関係の班長をされていました。

　その方のお宅を訪問すると、その人が

ずっとノートとか、給料明細や表彰状な

ど、全部出してくれました。その中に、大

学ノートのボロボロになったものが二冊

あって、鶉野工場に来てから川西の６月

２２日の姫路製作所の空襲までの日誌でし

た。「こんな資料をわし持っとったってしょ

うがないし、あんた調べてんやったらこれ

あげますわ」と、言われて、名簿などと一

緒に預かりました。

　この鉛筆書きの日誌を、私が横書きに読

みやすくしました。薄くなって読みにくく

なったところは、コピーの焼き方を何度も

変えながら読めるように工夫しました。

　このあと、ご病気されたときに、お見舞

いにいったら、残りの資料も預かることに

なりました。新明和にいっても残っていな

い、当時の現場の資料でした。これらの資

料を整理し、体験談も集めて作ったのが、

『紫の閃光 - 川西航空機秘話』です。

―最後に、上谷さんがここまで、一生懸命

やってこられた理由をお話ください。

上谷：たまたま私が、加西に昭和５１年に

来たから、平成５年に海軍の人との出会う

たから、調べることになりました。海軍の

人は、戦争終わった後、現役で仕事や家族
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の思ってやってきた年代も過ぎていきて、

フッと、戦争中の自分がえらい目におうた

事を思い出して、いっぺんこう尋ねてみよ

うかというて、こう皆寄り集まってこられ

た。ある程度気持ちのゆとりができて、こ

こにこられた。それを私が聞いてしまっ

た。航空ショーをした時には、そのテント

のとこへすごい人がやって来た。その時に

も戦争中の話が出てきた。皆自分のところ

の話はわかるけれど、他のところの話はわ

からない。それで市史編纂室へ行っても、

誰に聞いてもわからない。戦争中のそんな

事なんか公にしてません。この当時は、も

う秘密秘密の時代でした。ちょっとおかし

な事言うだけで引っ張られる。父が、姫路

の部隊に二回目の召集で引っ張られて行っ

て、古参兵だから時々帰って来た。その時

に、日本は戦争に負けるぞ。偉いさんがど

んどん死んでいくし、アメリカから飛行機

来よるし、もう勝てっこないぞ。うっかり

もう日本が戦争に負けると親父が言うた事

がみなに言うたらえらいことになると、子

どもでも思った。そんな時代の話でした。

　そんな経験をしてきています。これは

しょうがない、いっぺん自分で個人的に調

べよかということになりました。海軍の人

にであったのが、はじまりでした。

―ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　

( 佐々木 )
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第 4 章　鶉野飛行場関係施設測量調査

１　鶉野飛行場の現況

　1947 年（昭和 22）に撮影された空中写真（写真３）を見ると、姫路海軍航空隊基地

の庁舎建物・格納庫、川西航空機工場の格納庫などは確認できるが、翌 1948 年（昭和

23）に撮影された空中写真（写真９）では、格納庫や庁舎の一部が解体撤去されている。

掩体壕や誘導路はまだ明確に確認できる。1961 年（昭和 36）に撮影された空中写真（写

真 10）では、基地関係の建物はすべて解体撤去されており、防空壕、エプロンや格納庫

の基礎、庁舎前ロータリー、貯水槽などコンクリート製施設が残るのみである。掩体壕は

一部確認できるが、誘導路は道路と農地に再整備されている。

　昭和 42 年の兵庫県立農科大学付属農場開設時の現況図（図６）を見ると、農場内にコ

ンクリート敷きの基礎やコンクリート製の防空壕が表記されている。現在では確認できな

い防空壕なども当時は多く残っていたようである。

　現在、鶉野飛行場周辺は市街化調整区域であり、滑走路西側は主に農地として利用され、

東側は工場用地として利用されている。航空隊基地庁舎跡地は神戸大学食資源教育研究セ

ンターとなり、その東側には農地が広がっている。

２　今に残る戦争遺産

　鶉野飛行場関係の軍事施設は、保存会の調査で 50 箇所以上が確認されている。

　軍事施設は建築素材で分類すると、木製建造物、土製構築物、コンクリート製構築物に

大別される。

　鶉野飛行場において、木造建造物は解体撤去され残っていない。ただし、木造建造物の

基礎部分はコンクリートで作られており、格納庫の基礎などは現地に撤去されずに残って

いる部分もある。木造建造物では唯一、川西飛行機鶉野工場の格納庫が姫路市内に移築さ

れ、民間会社の倉庫として今も活用されており、内部のトラス構造が確認できる。

　土製構築物とは、いわゆる素掘りの防空壕や隧道、塹壕、無蓋の掩体壕などであり、崩

落が進んでいるものの 10 箇所程度が現地に残っている。

　コンクリート製構築物は 30 箇所程度残っている。施設の種類は、次の 6 種に大別され

るが 、それぞれ平面形態、内部構造などに違いがあり、その様相は多様である。

　(1) 機銃座

　　上部の銃座部と地下の弾薬収納庫部の 2 重構造になっている。（図７の 7・22・28）

　(2) アーチ型構築物 

　　天井部がアーチ状に造られた内部に空間をもつ倉庫状の壕である。入口形態により　

　細分されるが、内部不明の壕もあり、分類には再検討が必要である。

　　　　ａ　開放口の単純構造壕（図７の５・19・20・29）

　　　　ｂ　小型入口もつ単純構造壕（図７の４・8・11・12・13・18・24）
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　　　　ｃ　小型入口に前室が付く単純構造壕（図７の 21）

　　　　ｄ　地下式単純構造壕（図７の 9）　　　　　　　

　(3) フラット型構築物　天井部が平坦に造られた内部に空間をもつ倉庫状の壕である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図 7 の４・６・25）　

　(4) 退避壕　内部が屈曲し、通路状を呈する壕である。（図７の 3・15・16）

　(5) 貯水槽　円形の大型貯水槽である。（図７の 14・23）

　(6) エプロン・滑走路　コンクリート敷である。（図７の 17・26）

３　測量調査

　測量調査は、予備調査を平成 22 年 1 月 26 日に実施し、実測調査を平成 22 年 2 月 15

日に実施した。予備調査によって、現存している構築物の形態分類をおこない、代表的な

５施設（図７の 7・８・９・15・28）について実測し、図面を作成した。

　調査の体制は以下のとおりである。

　　調査指導者　　内平　隆之　（神戸大学大学院農学研究科地域連携研究員）

　　調査参加者　　浅井　健太　（神戸大学大学院工学研究科建築学専攻）

　　　　　　　　　国居　郁子　（神戸大学大学院工学研究科建築学専攻）

　　　　　　　　　田中　了太　（神戸大学大学院工学研究科建築学専攻）

　　　　　　　　　山口　創　　（神戸大学大学院農学研究科食料共生システム学専攻）

　　　　　　　　　佐々木和子　（神戸大学地域連携推進室研究員）

　　　　　　　　　水本　有香　（神戸大学大学院人文学研究科地域連携研究員）

　　　　　　　　　森　幸三　　（加西市教育委員会市史文化財室）

　　　　　　　　　萩原　康仁　（加西市教育委員会市史文化財室）

　　　　　　　　　東　憲一　　（鶉野平和祈念の碑苑保存会戦跡探索協力者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



99

１　北条鉄道法華口駅

２　防空壕（素掘り）

３　防空壕（CO 製）　

４　退避壕・地下防空壕（CO 製）

５　爆弾庫（CO 製）

６　地下防空壕（CO 製）

７　機銃座

８　防空壕（CO 製）

９　地下防空壕（CO 製）

10　地下燃料貯蔵庫（CO 製）

11　防空壕 (CO 製）

12　防空壕 (CO 製）

13　防空壕 (CO 製）

14　防空壕 (CO 製）

15　防空壕 (CO 製）

16　防空壕 (CO 製）

17　エプロン

18　防空壕 (CO 製）

19　防空壕 (CO 製）

20　防空壕 (CO 製）

21　防空壕 (CO 製）

22　機銃座

23　貯水槽（CO 製）

24　防空壕（CO 製）

25　地下防空壕（CO 製）

26　滑走路

27　鶉野平和祈念の碑苑

28　機銃座

29　防空壕（CO 製 )

　　　ＣＯ製：コンクリート製

図７　鶉野飛行場現存施設位置図（国土地理院発行 2 万 5 千分１地形図使用）
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図８　防空壕 (8) 測量図
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図９　地下防空壕 (9) 測量図
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図 10　防空壕 (15) 測量図　
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図 11　機銃座 (7) 測量図
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図 12　機銃座 (28) 測量図　
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第 5 章　戦争遺産活用事例調査

１　概要

　戦争遺跡の保存・活用に係る先進地として、赤山地下壕跡関連戦争遺跡（千葉県館山市）、

宇佐海軍航空隊関連戦争遺跡（大分県宇佐市）、松代大本営跡 ( 長野県長野市 )、沖縄陸軍

病院南風原壕（沖縄県南風原町）などがある。一方、旧鈴鹿海軍基地（三重県鈴鹿市）格

納庫群は、2011 年 2 月に１棟の部材保管で、市民団体と合意、旧大社基地滑走路（島根

県斐川町）は近年まで比較的残っていたが、道路用地に転換されるなど、消えていく遺跡

も存在する。

　この共同研究では、戦争遺跡の保存・活用に係る先進地の事例調査を、加西市教育委員

会、神戸大学人文学研究科と共同して、実施した。調査の実施概要は、下記のとおりである。

　(1) 千葉県館山市　赤山地下壕跡関連戦争遺跡

　　日　時：2010 年 10 月 29 日 ( 金）

　　概　要：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム主催の戦争遺跡見学ツアーに、18 名　

　　　　　　の団体見学に同行参加し、その後ＮＰＯ法人代表、副代表に聴取調査をお　

　　　　　　こなった。さらに、館山市役所担当者にも聴取調査した。

　(2) 大分県宇佐市　宇佐海軍航空隊関連戦争遺跡

　　日　時：2010 年 11 月 19 日 ( 金）

　　概　要：宇佐市役所文化財担当者の案内で、現地調査をおこない、その後、市役所　

　　　　　　教育委員会で担当者から同市の取り組みについて、聴取調査をおこなった。

２　内容

　(1) 千葉県館山市　赤山地下壕跡関連戦争遺跡

　① NPO の対応

　東京湾岸に位置する館山市には、明治期以来、首

都東京の防衛基地として館山海軍航空隊をはじめ、

多くの軍事関連施設が置かれていた。そのため、市

内およびその近辺に、館山海軍航空隊赤山地下壕跡、

掩体壕、洲ノ﨑海軍航空隊跡など、多数戦争遺跡が

残っている。これらの戦争遺跡については、同地で

は NPO 法人安房文化遺産フォーラム（http://www.

internetex.com/npo/digest/digest05.html） が、 見 学

コースをつくり、全国からの学校や団体等の平和学

習ツアーを企画している。

図 13　館山市戦跡マップ
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　この NPO は戦争遺跡だけではなく、南房総、

安房地域にある海や花などの自然環境、　風土

に根付く歴史的な文化遺産など、その地域に

今あるものを活かした地域づくりを目　指し

てきた。これらは、「地域まるごと博物館」と

いう発想で、市民による市民のため　の市民

が主体・主役となる地域づくりをおこなうた

めに、2004 年、NPO 法人が作られた。

　地域まるごと博物館では、戦争遺跡の保存

運動を含む歴史的環境の保存活用が中心に

なっている。1989 年（昭和 64 年）頃から安

房の戦争遺跡の調査を行い、1996 年（平成 8

年）からは里美八犬伝の里見氏の稲村城跡保存

運動を行ってきた。また、大正期の銀行建物（小高記念館）を事務所として、2006 年よ

りが管理・使用している。

　有料ツアーガイドは、いくつかモデルコースを設定しておこなわれている。ガイドに交

通費のみ払うにしても、10 人以上が必要とのことである。

　ここの特徴は、見学コースだけではなくて、まず座学を受けることからはじめるところ

である。この館山の戦跡から見るアジア太平洋戦争とか、戦跡を活用した教育と地域づく

りとか、つまり、地域まるごと博物館というかたちで、安房について勉強する。そそして

地域の持っている意味とか、他の遺跡との関係とか、色々説明をいただいた後、見学コー

スへと出ていく方法をとっていた。

　ツアーガイドの利用で、一番多いのは小中学校の平和学習です。市外からの見学者が多

く、昨年の見学者は 1 万 7 千人、修学旅行などがよく訪れている。修学旅行で、新幹線

を利用して関西などからやってきた学校が、東京からバスでアクアラインを通って、館山

までやって来て、半日勉強をする。そして次の日はディズニーランドをまわって帰る、と

いうコースが多い。

　ガイドは、地域の方。養成に、決まった教育

やマニュアルがある訳ではない。他のガイドの

やり方を見ならいながら、自分の体験も交えて、

自分なりの方法を開発していくやり方であっ

た。

　ツアーガイドを行っている NPO 法人の代表

は、ガイド事業というのは高齢者の生きがいつ

くりになる。ガイドと見学者との人の交流を大

事にしている。非常にたくさんの人がきて、交

図 14　ツアーガイドの案内

写真 12　赤山地下壕案内看板
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流して帰っていくというお話であった。

　②市の対応

　次に、館山市の取り組みについて、報告する。

館山市では、1989 年に博物館地区展で戦争遺

跡を取り上げたのが最初である。1997 年、市

民団体からの要望を受け、文化財審議会による

所在確認調査をおこなった。99 年には、文化

財審議会で史跡指定については時期尚早という

ことで、継続調査となった。2002 年、館山市

は（財）地方自治研究機構と共同して、「戦争遺

跡保存活用方策に関する調査研究」をまとめ、戦争遺跡を地域の歴史資源として保存し、

歴史学習や観光・交流に役立てていくと表明した ( 館山市ホームページで公開、http://

www2.city.tateyama.chiba.jp/Guide/?tpcid=39&stoid=761)。2004 年 に は、 赤 山 地 下 壕 一

般公開がはじまり、翌 05 年には、赤山地下壕が市指定史跡となった。なお、地下壕は市

有地であり、取り扱い要綱あり）。

　市は、赤山地下壕が一般公開を前提に基盤整備をおこなった。現在、壕内の２５０ｍだ

けを一般公開している。一般公開にあたって、壕内には、見学路、ライト、フェンスを整

備し、また、壕外では看板を整備し、大型バスのための駐車場整備をおこなっている。

　赤山地下壕への入壕時には、豊津ホール（市公民館、地下壕入り口脇）で受付が必要で

ある。入場は無料。受付後ヘルメットを貸与し、危険防止のため必ず着用することになっ

ている。土・日曜日は、行政対応が休みなので、市から 70 万円予算化し、宮城・岡沼地

区の保存協力会というかたちで受付をおこなっている。また、個人や小グループを対象に、

毎月第１日曜日には無料ガイドをおこなっている。入壕時の混乱などを避けるために、概

ね２０名以上の団体については事前に予約 することになっている。ただ、10 名以上の団

体は、事前に有料ガイド（安房文化遺産フォーラム）に問い合わせることになっており、

赤山地下壕のツアーガイドを利用すれば、その申し込みあるいは手続き等については、こ

の NPO 法人がやってくれるという事になっている。

　赤山地下壕の市の対応部署は、管理・整備は都市計画課、コース設定・ﾊﾟﾝﾌ・ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼ

ｮﾝは　商工観光課、窓口・調整は生涯学習課、受付業務は中央公民館（豊津ホール）と、

４課にわかれていた。

　赤山地下壕に対する市民の認知度は、低いのが現状である。小中学校の平和学習利用（年

間で中学校は 1 回、小学校は班学習などで数回程度）をおこなっている。NPO でガイド

できない少人数の見学は、教育委員会生涯学習課で対応している。

　(2) 大分県宇佐市　宇佐海軍航空隊関連戦争遺跡

　①遺跡概要

写真 13　赤山地下壕見学風景
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　大分県宇佐市は、宇佐海軍航空隊基地の町であった。宇佐市の戦争遺跡の保存には、行

政がその整備に力を入れている。市内には、コンクリート製掩体壕が 10 基残っており、

そのうちの一つ、城井一号掩体壕は 1995 年 3 月市指定の文化財（第２次世界大戦期の遺

構の史跡指定は、1990 年沖縄県南風原陸軍病院壕

に続き全国で２番目）となった。

　現在、市内には掩体壕以外にも、次のような遺跡

が残っており、市の作ったリーフレットに写真とと

もに掲載されている。2, 滑走路跡（現市道、モニュ

メントあり）、3, 爆弾池（民有地、4, レンガ造りの

建物、5, 特攻隊慰霊碑（154 名が出陣）、6, 蓮光寺

の山門（生残り門）、7, 柳田清雄の碑、8, 航空隊踏

切（柳ヶ浦駅近辺）、9, 海軍桟橋、10, 高居横穴壕、

11, 爆撃痕が残るコンクリート塀（柳ヶ浦小学校、

他に被爆樹木、航空隊正門柱 2 基）などである。

　レンガ造りの建物は、国所有のもので、一時、民

間工場として利用されていたが現在は空室となって

いる。建物の管理、取壊しに巨額の費用を要するこ

とから、国は処分に積極的である。その他にも、国

所有のものはあと②棟残っており、約 3,000㎡の面積がある。市が戦争遺跡としての活用

計画を決定すれば、国から払い下げを受ける予定である。滑走路跡は、現在は市道となっ

ている。当初、市が市基金、県補助金を使い、14 本の標柱 ( モニュメント ) と記念碑を

建立し、滑走路跡を明示した。その後、すべて市民の寄付金によって、標柱を 92 本道路

沿いに設置した。

　コンクリー製掩体壕は、10 基現存している。

そのうち城井 1 号掩体壕が、1995 年 3 月に市の

史跡に指定された。それにともない、自治省地域

文化財保全事業で史跡公園を整備している。滑走

路のコンクリート片を路肩の使用し、路肩を整形

している。史跡の管理は、地元の人に委託契約で

お願いしている。公園内には、鎮魂碑と賽銭箱が

設置されている。寄付金で設置、宗教、政治色は

関係無く集めることもおこなっている。また、地

域振興事業調整費等の補助金を活用して、モニュメントをつくったり、観光トイレを作る

など史跡公園の整備に努めている。

　②戦争遺跡整備の経過

　宇佐市での戦争遺跡保存活動は、市が推進する事業であるが、豊の国宇佐市塾という市

図 15　宇佐市戦跡マップ

写真 14　史跡公園内の鎮魂碑
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民によってはじまったものである。それに応えるかたちで、市は宇佐航空隊の史跡等の保

存事業検討委員会を作ったり、保存事業基金をはじめた。

　1983 年（昭和 58）7 月　大分県、豊の国づくり塾開設決定。58 年度から３年間、県

　　　　　　　　　　　　　内 12 地区に各１塾開設。

　1988 年（昭和 63）10 月 豊の国宇佐市塾（豊の国づくり宇佐塾う卒塾生中心）は、地

　　　　　　　　　　　　　域に根づいた活動として、宇佐細見第一弾「横光利 一の世界」

　　　　　　　　　　　　　を開催。 

　1991 年（平成 3）　2 月　宇佐市塾、「宇佐航空隊の世界」を開催

　1992 年（平成 4）　6 月　宇佐海軍航空隊の隊門 1 基発見

　1993 年（平成 5）　11 月 宇佐航空隊史跡等保存事業基金、宇佐航空隊史跡等保存事業

　　　　　　　　　　　　　検討委員会（企画課）

　1995 年（平成 7）　3 月　城井 1 号掩体壕が市指定史跡に

　　　　　　　　　　4 月　自治省に「地域文化財保全事業」を申請（95・96 年度）

　1999 年（平成 11） 4 月　地元の下城井地区と史跡管理委託契約を締結

　2003 年（平成 15） 3 月　「地域振興事業調整費事業」として滑走路跡地の市道緑地帯

　　　　　　　　　　　　　に石造りモニュメント 16 基設置

　2004 年（平成 16） 3 月　「地域振興事業調整費事業」として観光トイレ建設

　2005 年（平成 17） 8 月　高居地下壕を市指定史跡に

③活用

　宇佐市では、市内の小中学生向けに副読本（小

学校低学年、高学年、中学校）を作り、平和学

習に利用している。また、8 月 6 日には、6 年生

がサイクリングで戦争遺跡を回るなど、地元に

密着した平和授業がおこなっている。

　宇佐市へはグリーンツーリズム ( 農家体験 ) で、

約 8000 名 ( 主として修学旅行 ) が訪れるが、そ

の内約 5000 名が、城井一号掩体壕など戦争遺

跡も見学（平和学習）していくコースが組まれている。ガイド付の見学は、年間約 1,000

名である。市民向けには、5 月に平和ウォークを実施（約 500 名、ガイド付き）している。

　ガイドを担当するのは、宇佐市塾のメンバー、市に 3 名程度であるが、ガイドボランティ

ア（戦争遺跡だけでなく他の歴史遺産を含む）30 名ほどもおこなうことが可能である。

　現在、戦後 70 周年（2015 年）にあわせて、ミュージアムを完成させる予定である。

( 佐々木 )

写真 15　戦争遺跡についての副読本
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　本冊子は、芸術文化振興基金助成金・加西市ふるさと応援

寄付金を活用し作成しました。　

　本冊子作成にあたり、上谷昭夫氏をはじめ鶉野平和祈念の

碑苑保存会、地域の皆様方のご協力をいただきました。
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